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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その場所は、新しい学園生活への期待感が目一杯に満ちている……そのはずだった。

　カワイイ先輩がたくさんいて、友達だってこれでもかっていう位にできちゃって……。

　ここから始まる物語にワクワクしすぎて昨日は殆ほとんど眠れなかったし、ハードルが最高潮に上がりすぎていたことは百歩譲って認めようじゃないか。

　でも、でもでもでも！

「こんなはずじゃなかった！」

　声高らかに、何なら普段よりも若干声色高めにそう叫ぶことは許ゆるされてもいいはずだ。

　けれど、目の前で繰り広げられている光景は、二度見しようが三度見しようがさっぱり変わる様子はない。

　現に私はもう十度見くらいしている。ここまでくると、傍はた目めにはもう首を激しく振り続ける挙動不審な子にしか見えないだろう。

　でも、そんなことはどうだっていいのだ。

　目の前で催されているのは、この私立ミカグラ学園の最大の特徴でもある〝文化部のみしか創部を許可されない〟という部活動の先輩方による新入生歓迎パーティー。

　──でも……

「私の思ってた歓迎パーティーと、全然！　まるっきり！　一切！　１８０度！　何もかもが違うからあああああー!?」






第一楽章　青春前奏曲プレリュード









　一般的に、新入生歓迎パーティーと聞いて何を想像するだろう？

　それぞれの部の華やかなパフォーマンスを見て、ユニフォームの似合いすぎる愛らしい先輩がいるこの部にしようかな？　はっ、でもあっちの部にいるロリっ子も見逃すことはできないのでは？

　そんな妄想と暴走を繰り返して幸せな気分になる、特別なイベントではないか？

　国が全力で守るべき、どうせなら国策で盛り立てるべき一大行事じゃないか!?

　そこまで思い入れを持ちすぎているのは私だけかもしれない、という自覚もなくはないからこれ以上の主張はしないけれど、だとしても目の前のこれはちょっと受うけ容いれ難がたい光景だった。

　例えば、書道部のパフォーマンスと聞いて想像するのは何だろう？

　きっと、袴はかま姿すがたの黒髪少女による静せい謐ひつな立ち居振舞いであるはずだ。

「──だとしたら、そこで大きな筆を武器に相手に殴りかかっている子はなんなの!?」

　現代の書道はこういった方向に進化していたのだろうか。私が知らないだけでこれこそが最先端のヤツなんだろうか。…………いや絶対違うでしょ！

　一方で、その隣で繰り広げられている美術部のパフォーマンスも無む茶ちや苦く茶ちやだった。

　作品の紹介や芸術の魅力を恥ずかしげに語るツインテールの萌もえっ子を期待していた私は、確かに愚かで汚れきった存在かもしれない。

　そういう趣味なのかと勘違いされ、同じクラスの女子に若干距離を置かれていた過去を忘れたつもりもない。だけどこの仕打ちはないんじゃないか。

「宙に浮いたパレットからなんか必殺技みたいに絵の具が飛んでるんですけど……!?」

　そもそも美術部の敵ってなんだよ。そんな部活では絶対なかったはずだ。もっと穏和で平和的なものだったはずだ。

　何回、目をゴシゴシと擦こすってみても、見えるものは一向に変わってはくれなかった。

　というよりも、目を擦りすぎて赤くなり、パフォーマンスに感動して泣いている人みたいになっていた。

　ある意味泣きたいのは確かだけど、どう考えたって良い意味での涙ではない。

「はぁ……」

　深くため息を吐いてしまう。

　これもまるで感嘆のため息のように見えるのか、隣に立つ男子生徒が、

「うんうん、わかるわかる……」とでも言うかのように同調して何度も頷うなずいていた。

「…………ねぇ、何か言い訳はある？」

　隣に立つ男子生徒であり、学園の先輩であり、従兄いとこでもある眼鏡めがねのヤロウに笑顔で視線を向ける。

「えっ、入学おめでとう……？」

「めでたくない！　何もめでたくないよ！　めでたいのはシグレの頭の中だけ！　もー、なんなの!?　騙だまされたっ!!」

「エルナちゃん！　お兄ちゃんって呼んでくれって何度もお願いしているだろう？　あっ、外だから恥ずかしがってるのかな？」

「家でも一回もそう呼んだことなんてないでしょー！　ばかーっ！」

　パンチをしようと腕を振り上げるも、それさえも喜びだとばかりに受け止めようとする恍こう惚こつの表情が心底気持ち悪くて萎なえてしまう。

「どうしてこんな従兄の通う学園を選んじゃったんだろ……」

　その呟つぶやきを耳みみ聡ざとく拾い、シグレは嬉うれしそうに、

「それは、愛ってやつじゃないかと思ぶへっ!?」

　言い終わる前に今度は思いっきり殴ってやった。グーで。拳こぶしに思いっきり体重を乗せて。

「いや体重はそんなに重くないからそこはそんなに重要なポイントじゃないんだからねっ」なんて乙女心も内心で炸さく裂れつさせながら。

　歓迎パーティーはまだ終わらない。

　信じられないくらいに騒がしくて、ありえないくらいに非常識で……けれどみんなどこか楽しそうで。




　────色いろ褪あせない物語が、始まりそうな予感。





　　　＊






　時計の針は遡さかのぼる────。

　私、一宮いちのみやエルナは受験を控えて静かにあせっていた。

　なにしろ、志望校さえまだ決まっていない。

「もう受験なんてしないから！　ニコニコ動画をひたすら見て生きる人になろうと思うんだ。そういう仕事を探そうって思うんだ！」

　とか現実逃避をして母親にマジギレされる程度にはあせっていた。

　ほんの冗談のつもりだったのに怒られて号泣され、普段からの信用度の低さに絶望したりもした。一体私をなんだと思っているのか。

　確かに今も、五月のゴールデンウイークをセルフ延長して学校を休み続け、携帯ゲーム機を片手に寝転がっているところではあった。

「でも、私のゴールデンウイークはまだやれるはず！　だって私のだよ!?　やればできるウイークだよ!?」と訴える。

「何を言ってるか全然わからないけど、そのやればできるウイークってなによ。やればできる子みたいに言われても」

　母のつれない態度に対し、余裕のない大人だ、と頰ほおを膨らませてみせるが指でぷにっと押おし潰つぶされる。

「あんたのその根拠のない余裕はどこからくるのよ……」

「えへへ」

「いや、褒ほめてないよ!?」

「私は褒められたら伸びるウイークだよ！」

「だから褒められたら伸びる子みたいに言わないで!?」

　いつもそんなだから、信用度の低さたるや海に行った時に作ろうとして三秒で飽きた砂の山の如ごとしだった。

「とにかく無事に進学さえしてくれればお母さんは何も言わないからね？　ねっ？」

　半ば懇願するような態度に複雑な気分になりながら、母親がかき集めてくれた学校のパンフレットに次々と目を通してみる。

「どれもこれも同じような特徴のない学校にしか見えないなー。もっと可愛かわいい女の子をたくさん載せるとか積極的にアピールしてかないと、取り残されるよ!?　時代の荒波に飲み込まれるよ!?」

　もっともらしく勝手な文句を言っていると、全寮制の学園から帰宅の許可が出たからと遊びにきている従兄いとこがツッコミを入れてきた。

「エルナちゃんほど楽しそうに生きている子を、ボクは他に知らないよ」

　二にの宮みやシグレ。二学年上で、容姿端麗。成績……は、眼鏡めがねのせいか頭が良さそうに見えるけれど、実際にはそこまででもないらしい。

　幼い頃から一緒にいるだけに、手放しでは認めたくない存在だった。

　友人には「エルナンデスの従兄のお兄さんめっちゃイケメンじゃない？　イケイケじゃない？　紹介してよー！」と迫られたこともあるけれど「アイツ、実は男が好きでさ……。特にショタに目がなくてさ……。ＢＬの薄い本を大量に隠し持ってるんだ……」と大おお噓うそをついてまで拒否してきた。その友人には未いまだに言えてないんだけど、エルナンデスっていうあだ名だけはやめてほしかった。お昼のバラエティ番組かよ、ってずっと思ってた。

　一体何の罪を犯せばこんな手厳しい罰を受けることになるんだろう！

　私が何か悪いことをしたのだろうか!!

「そういえば前にエルナちゃんのお友達から、いい物が手に入ったのでどうぞ～って少年同士の恋愛小説を貰もらったんだけど、あれってなんだったのかなぁ？」

　あっ、悪いことしてました。神様ごめんなさい。もうしません、……多分。

　一人で懺ざん悔げしていると、友人に誤解されたまま一生を終えるであろう、哀れなシグレがパンフレットの山を見下ろして、

「で、志望校は決まったの？」

　と、心配そうに尋ねてくる。私はそんなことよりもシグレの評判の方が心配だ。

「それが全然決まらなくてさー。どうしたものか」

「近所のあそこは？　学力的には余裕でしょう」

「あー、ダメダメ！　あんなの全然ダメダメだよ！」

「なんで？　校舎も最近改築して綺き麗れいになったみたいだけど……」

「制服がかわいくないからやだ！　制服がかわいいところじゃないと通えない！」

「通いたくない、じゃなくて通えないなのか……。なんか、うん……」

　とても微妙な表情をされてしまった。

「かわいくない制服を着るくらいならニートになるよ！」

「ドヤ顔で情けない宣言するのはやめようね!?」

　でも、冗談でもなんでもなく私にとって制服のデザインは学校に通うモチベーションの一つであるのは確かだった。

　かわいらしい制服を着た女子は天使なのだ────。

　いや、私を堕落させる堕天使か？　小悪魔か？　だがそれがいい……。

　またも妄想の世界に入り込もうとする私に、




「じゃあここはどうだろう」

　そう言って彼が差し出したのは、私立ミカグラ学園のパンフレットだった。

　シグレが通っているというだけで、パンフレットを開くことさえなく候補から真っ先に除外していたその学園。

　そのことをそれとなく伝えるとどんよりと沈んだ悲しそうな目をされたけれど、いつものことなので気にせずにパラパラとページをめくってみる。

「へー……文化系の部活しかない学園なんだ。珍しいね？」

「もしかしたら唯一かもしれないね。ちなみにボクは漫画研究会の部長だよ」

「…………」

「無視!?　そんなことってある!?　少しでいい、ほんの少しだけでいいから興味を示してくれるとお兄ちゃん嬉うれしいな……！」

　それは無理なお願いだった。多分、今世紀最大に無理なお願いだった。

　そのこともそれとなく伝えてみたけれど、悲しそうな目を通り越して、目を閉じてただただぷるぷると生まれたての子犬のように震えていた。

　流石さすがに言い過ぎたかな、と謝ろうとしたけれど、よく見ると震えながらも頰ほおを紅潮させて若干喜んでいるようだったので気持ち悪くて謝る気は一瞬で消え去ってしまった。

　ジト目でシグレを横に見ながら、パンフレットを捲めくっていく。

　そして、制服を紹介するページで、ガーンという衝撃がエルナを襲った。

「ガーン！」

「口に出していうの!?」

　そんなツッコミもまるで耳に入らないくらいにインパクトのある写真だった。

　まず最初に目に飛び込んできたのは、独自性の強いキュートな制服デザイン。

「なにこれかわいすぎ……。えっちなゲームに出てくる学校の制服みたい！」

「それ褒ほめてるんですかね!?」

　もちろん褒めているのだ。最上級の褒め言葉のつもりだった。

　この制服を着た女子が校舎内にたくさん存在し……時には雨に濡ぬれ、時には強風にスカートを乱す……。拡ひろがり始めた妄想は、勢いを失うことを知らなかった。

　しかも全寮制の学園という説明書きまである。

　……たまらん。

「エルナちゃんよだれ出てるよ？　大丈夫？」

「……ダメ」












「は、はい……？」

　しかも、制服を着ているモデルの子が恐ろしく美しい。

「こんな子がこの世に存在するなんて。攻略したい……」

「いやいや、だからそういうゲームとかじゃないからね」

　けれど、こういう写真はモデルだからこそであって、決して実際に通っている生徒ではないという現実もしっかりと受けとめなければならない。

　例えるなら、メニューに載っているハンバーガーは理想であり夢物語の一種であり、注文して出されるハンバーガーは「あれ？」となるくらいボリュームダウンしているのが世の理ことわりなのだ。

「あー、ボクはてりやきバーガーが食べたいなあ」

　思わず口に出ていた例えにわかりやすく影響されて、シグレの食欲に火がついていたがそんなことはどうでもよかった。

「ちなみに、その写真の女子は学園長のお孫さんで、今年二年生だよ」

　うんうん、一人でハンバーガー買いに行ってきてね。あ、私にはナゲット買ってきてね。

「──ってなになに!?　も、もう一回言って!!」

「てりやきバーガー食べたい」

「それじゃない!!」

「ちなみにボクは漫画研究会の部長だよ」

「随分遡さかのぼってくれたねありがとうね!?　でもそれでもないからね!?」

「その写真の女子は学園長のお孫さんで、今年二年生だよ？」

　ああ、神よ……。

　これは啓示だと真剣に思った。私はこの学園に入りこの人に出会い、熱ねつ愛あいし、新聞部に激写され、記者会見を開き、嫉しつ妬とから誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようを受けるものの最終的には皆に祝福され、ついには結婚、子供は女の子二人、その子達の名前は……。

「あの、エルナちゃん？」

「……決めたっ」

「女の子同士は結婚できないよ？」

「違う！　この学園を受験することに決めたの！」

　私はすっかり気分が良くなってしまい、鼻歌混じりでパンフレットを捲めくる。

「……ここの受験はある意味で難関かもしれないよ？」

　シグレの声には全く気が付かないままに、私はパンフレットを切り抜いて、勝手に運命の人だと決めつけた先輩の写真を入れる額縁を探す作業に懸命になっていた。

「──────ふふっ。作戦通り、かな」

　シグレのその呟つぶやきは、ギャーギャーと喚わめき騒ぐ私の声に、すっかり搔かき消けされていた。





　　　＊






　受験に向けて、私は準備に余念がなかった。

　参考書を買い込み、普段の怠惰な生活はなんだったのかと思うくらいに、毎日ひたすら知識を詰め込み、睡すい眠みん時間は削り面接の予行演習さえも怠りはしなかった……。

　──というのは全部噓うそで、純度百パーセント混じりっけなしのデタラメで、参考書ではなく百ゆ合り系の少女マンガを買い込み、怠惰な生活は加速し、お菓子を大量に胃袋に詰め込み、睡眠時間は留とどまるところを知らず面接のことなんて脳内に存在さえしなかった。

　さらにはお年頃の少女であることをも放棄し、髪はバサバサで荒れ放題。

　母親には「こういうヘアアレンジだよ。オシャレも度が過ぎるとこうなってくるんだよ」などと言い訳しているが、もう夕方にもなろうというのにパジャマのまま寝ぼけ眼で釈明しても信用されるはずもなかった。

「はぁ、こんなこと本人には言えないけれど、早く寮に入ってくれないかしら……」

「言えないどころか耳元で滑舌よくハッキリと伝えてくれてますよねぇ!?」

「さすが親娘おやこ！　心の声まで筒抜けだというの？　冷蔵庫に大切にしまっておいたケーキを食べられた恨みも口にせずにいたけれど、全すべてお見通しだというの!?」

　ごめん。それは本当にごめんて……。

　ケーキを食べてしまった後に一緒に冷蔵庫の中を見ながら「……か、神隠しって本当にあるんだね！」とごまかしたことを思い出した。

　流石さすがにそれは無理があったらしかった。

　そんなしょうもない日々を繰り返し、時折母親に「あーあ、神様ケーキ返してくれないかなぁー？」とかだいぶ直接的な嫌いや味みを言われながらも、




　────いよいよ受験当日を迎えることとなった。

　どんな時でもさっぱり緊張しないことでご近所では有名で、「エルナと待ち合わせの約束をしたらその一時間後に待ち合わせ場所に行こう。それでぴったりだから」と言われても、ぐぬぬ……としか返せない程に時間に対する緊張感もゆるゆるである私は、こんな大切な日でさえも容赦なく寝坊していた。

「どうして起こしてくれなかったのーっ！」

　もう着替えている時間さえない、いっそのことパジャマのまま受験会場に乗り込んでやろうか、と逆ぎやくギレに近い感情で母親を問い詰めるけれど、

「え？　だって寝ぼけた声で、開始時間が変更になったからまだ寝てていいんだもんって言ってたじゃないの」

　呆あきれを通り越して、驚きよう愕がくという名の駅を乗り過ごし、啞あ然ぜんという駅を更に乗り過ごして、「ここは一体どこ？」とでも言いたげな反応が返ってきた。

　ああ……。半分眠りながらも大おお噓うそをついたのか私よ。そして見知らぬ駅まで迷い込ませてごめん母よ。




　受験会場は地域により細かく個別に設定されているらしく、私の住んでいる区域からは自分一人だけらしかった。

　二十七歳独身で、この世で最も忌み嫌っている言葉は『四捨五入』だという女性の担任教師による進路面談では学園の話は一切されずに「周りに結婚相手を探しているお金持ちはいないか」ということだけを執しつ拗ように聞かれていた。

　あまりの目の血走りっぷりに、哀れになって親身に相談に乗ってあげた。

　基本的に私は優しい人間なのだ。母親のケーキは勝手に食べるけど、根は良い子なのだ。

「ふーむ……。ちなみにお相手の希望の年収はいくらくらいですか？」

「せめて五五〇万……ううん、四捨五入して一〇〇〇万くらいかしら……。って四捨五入させないで！　退学にするわよ!?」

「あんた滅め茶ちや苦く茶ちやか!?　もうすぐ卒業するんですけど！」

　勝手に四捨五入しておいて酷ひどい話だった。というか欲張り過ぎだった。




　そんなことを思い出しながら、ちょっと人様にはお見せできない必死の形相で走り続けて、どのくらいの時間が経たった頃だろうか。

　ちょっとした街だなこれは、と思ってしまうくらいに広大な私立ミカグラ学園の敷地を一望できる高台の上。ひっそりと建つ洋風の屋敷が、汗だくの私を迎えてくれた。

　玄関の前には、「私メイドですけど」と全身で主張しているような、わかりやすすぎるメイドさんが立っている。

　思わずぴょんぴょんと飛び跳ねながら、

「え。幸薄そうなメイドさん！　超萌もえるんですけど！　写真撮ってもいいですか!?」

　ごそごそと鞄かばんの中からカメラを探してしまう。

　────ない、どこにもない。忘れたというのか。

　今この瞬間のために私はカメラを買ったのかもしれないというのに。なんということだ。

「あの……カメラ取りに帰ってもいいですか？」

「一宮いちのみやエルナさんですね。試験の準備ができております。こちらにどうぞ」

　完全無視だった。プロの対応だった。

　うぐぐ、ここまでのスルーを決め込まれると顔真っ赤になるんですけど……。

　同い年くらいにしか見えないメイドさんは、返事も待たずに、グイグイと屋敷の奥へと進んでいく。












　なんというクール＆ビューティ……。クール美人。

　勝手だけど、略してクル美みさんと名付けよう！

　よく私のネーミングセンスは破壊的だと言われるけれど、本当に心外だ。

　死後に評価されるタイプの天才肌だと思っている。常人には到底理解できないのだ。

　わかる人だけわかってくれたらいい。────そのわかる人とやらが現あらわれたことは今までの人生で一度もないのだけれど。

　冷め切った空気を打開しなくてはならないという謎なぞの使命感に突き動かされ、精一杯の愛あい嬌きようを振ふり撒まいて、

「クル美さん、このお屋敷に仕えて長いんですか？　あと恋人はいますか？　私なんてどうかな、なんて！　てへっ☆」

「このお部屋で筆記試験を受けていただけます。お座りになってお待ちくださいませ」

「……ハイ」

　心が折れる音って案外はっきり聞こえるんだね。

　エルナちゃん一つ賢くなりました……。

　辺りを見回してみると、一人で試験を受けるには明らかに広すぎる部屋。

「ウチはお金持ちですよ！」と語りかけてくるかのような調度品や絵画の数々。

　ほえー、と初めて東京にやってきた福井県民のような面持ちでキョロキョロとしてしまう。福井県民の皆様にはなんの恨みもないけれど、例えとしては適切だと信じていた。

「ふむ、この絵は印象派ですな？」

　誰も聞いちゃいないのに絵画通ごっこを一人でしてみたりもする。

　当然印象派がなにかなんて知りもしない。言いたくなっただけだった。

「おやおや、こちらの壷つぼは……わかってらっしゃいますな！」

　何もわかってらっしゃらない私が壷を褒ほめ称たたえてみたりもする。

　褒め方さえ思いつかないので「割っても割れそうにない壷だよね」とか意味の分からないことをボソボソと呟つぶやいてみたりした。

　しかし、よくよく見たら壷ではなく花瓶であることが発覚したので、ぽむ、と手を叩たたいて今のはなかったことに。飽きたのでおとなしく椅い子すに座って待つ。

　ぽけー、とアホみたいな顔で佇たたずんでいると、しばらくしてクル美みさん（自分の中ではもうこの呼び名が定着している）が試験の用紙を携えて帰ってきた。

　どうやら試験官も彼女だということらしい。

　話しかけても、どれだけいじってもスルーされるであろうということがわかっているので、いっそ観念して試験に臨んでやろうじゃないか。

　エルナちゃんは無視されると普通に辛つらくて泣きそうになっちゃう系女子なのだ。

　構ってもらえると尻尾しつぽを振って懐いてしまう小動物系女子なのだ。……ごめん、今のは自分を良いように言い過ぎたね。

　配られた問題と解答用紙を覗のぞき込こみながら、やってやりますか、と腕まくりしかけたところで文字通り目が点になってしまう。

　問題が簡単すぎるというか、間違えて配られたようにしか思えないものだったからだ。クル美さんに向かって、視線で「これっすか？」と問い掛けてみる。

「これっす」とでも言うようにコックリと可愛かわいらしい頷うなずきだけが返ってきた。

　えぇー……？

　もしかして私は来るべき場所を間違えたのだろうか。ここはミカグラ学園の受験会場ではなく、ミカグラ幼稚舎か何かのお受験会場に迷い込んでしまったのではなかろうか。

　とはいえ、「さーせん、間違えましたっす」と言って帰れるような空気でもない。

　それに、確かに私の名前を呼んで屋敷に招き入れてくれたのだ。

「なんなのこの試験……？」

　たっぷり一科目につき五十分も用意されている試験時間だけど、大おお袈げ裟さでもなんでもなく一分で終わってしまうような内容。

　ラッキー、と素直に喜べるような純粋さは残念ながら持ち合わせていなかった。

　というかこれで喜べたら純粋というよりはただのおかしな子だ。

　おかしな子だという自覚は多分にあるけれど、この試験内容はそれを遥はるかに超越してしまっていた。

　思考の迷路に迷い込み、

「はっ、これは罠わななのでは!?　この問題は引っ掛けで、用紙を光に透かして見ると真実の問題が出現するやつでは!?」

　片目を閉じて光に透かしてみたりもする。

　クル美みさんの様子をチラリと窺うかがってみると、相変わらずの無反応でこちらを見ようともしていない。

「さてはこの紙に熱を持たせると新たな問いが浮かび上がってくる仕組みでは!?」

　それとなくチラ見しながら大仰に騒いでみる。

「ふぁーあ……。ふぉんむぉののぶぁかね……」

　クル美さんはわざとらしく欠伸あくびをしていらっしゃった。

「後半、本物のバカね、って言ってた気もするけど気のせいだよね。ただの欠伸だもんね」

　そう信じることにする。何事もまず信じてみることが大事なのだ、うん。

　試験問題を解く時間というよりは仕掛けられているかもしれないトラップを探ることに苦心するばかりの時間を過ごし、必要以上にエネルギーを使って全すべての科目を終えた。

「結局何も見つからなかったぁ……。テストなのになんで筋肉痛になってるの私」

　考えすぎて迷走しきった挙句に被害妄想に近い状態に陥り、最終的には逆立ちして用紙を見てみようとして転倒するという最も早はやなんの試験だかわからない状態になっていた。

　クル美さんは途中からこちらを気にすることさえも放棄し、居眠りしている様子だったが、それは気のせいだったということにしておきたい。

　まだ眠たそうに欠伸をこらえながら、

「ふぁ……。続いてむぇんてつになりまつ」

「なんて!?」

「続いて面接になります。こちらへどうぞ」

　何事もなかったかのように言いなおしてから、フラフラとした足取りで案内してくれる。

　大丈夫かなこの人……。というよりこの学園全体がアウトなんじゃないのかな……？

　若干不安になりながら、トコトコと屋敷の中を付いて歩く。

　これだけの広さにもかかわらず、まるで人の住んでいる気配を感じなかった。

　夢の中に迷い込んでしまったような錯覚さえ覚える。けれど、決して嫌な感覚ではなくて、この場所は凄すごく居心地がいい。無意識に、素直にそう思えた。

「こちらのお部屋です」

　ふわふわとした気分は、その一言でシャボン泡のように弾はじけてしまう。

　従兄いとこのシグレに、面接とはとても恐ろしいものであると厳しく教え込まれていた。




「エルナちゃん、面接の練習をしようじゃないか」

　ミカグラ学園を受験すると決めた日の夜。朗らかな笑顔でそう告げたシグレに、「えー、めんどくさい」とだけ返したら涙目になられたので仕方なく相手をしてあげていた。

　この従兄いとこはなんでか幼い頃から私のことを愛しすぎている。

　バレンタインデーなんかは特に大変。チョコを渡すまではどこまでだってあきらめずに付いてくるのだ。

　ある年のバレンタインを思い出すとこうだ。




「あのー、今日はなんの日だっけ？」

「知らないです」

「アッ！　甘い物が！　急に甘い物が食べたくなって死にそうだ!?」

「死んでしまっていいよ？」

「今日の日をドラマティックに彩るために、マンガを描いてみたよ！」

　学園では漫画研究会に所属しているというシグレは、事あるごとに私を勝手に登場人物にしてマンガを描いてくるのだった。

　ため息を押し殺して、「今度はどんなマンガなの……？」と、仕方なく聞いてあげる。

　こうしないとしつこくマンガをアピールしてくることを知っているのだ。

「ふふーん、知りたい!?　知りたいかい!?」

「はー、ホントに気持ち悪い」

「ちょっと!?　声に出てるよ!?　そういうのは心の中だけにしまっておいて！」

　おっといけない、心の許容量を超えて口に出てしまっていたらしい。

　傷ついた様子を垣かい間ま見みせながらも、それでも描いてきたマンガをいそいそと広げる様子は憎みきれないものがあった。

　仕方ないなあ、とつい相手をしてしまう。

　親しん戚せきだから親しみを込めていじりすぎてしまうこともあるけど、結局のところ私もこの従兄のことが好きなのかもしれなかった。

　それを口に出すと調子に乗るどころか有頂天になるだろうから、絶対に言わないが。

「で、今度はどんなマンガを描いたの？」

「バレンタインデーが舞台の、従兄妹同士の禁断の恋愛マンガだよ！」

「やっぱり死んでっ!?」

　これはダメだ。ダメなやつだ。

　さっきのは完全に、綺き麗れいさっぱり、完膚なきまでに撤回したい。

　パッと見は格好良くて騙だまされる女子もたくさんいるのに、私に対してだけはどうしてこんなに残念なんだろ……？

　うなだれていると、何を勘違いしたのか得意げに、

「物語は、容姿端麗、成績優秀な非の打ち所のない従兄いとこに恋をしてしまう少女の視点から始まるんだ」

　歌うように語りだしてしまった。

　続きが気になるかい？　とばかりにウインクしてみせる彼にたまらず、

「ワッショーイ!!」

　と、マンガを強制的に奪取し、ビリビリに破いてしまう。

「なっ、なにをするんだー!?」

　頭を抱える彼を見ても何一つ罪悪感なんて覚えない。安っぽい同情心を向けて、今までどんな目に遭わされてきたことか！

　マンガを破られたシグレが、どんな行動をとるだろうかと気にして見ていたら、

「まぁコピーはいくらでもあるワケだけどね！」

　ドサッという音を立てて、大量のコピーをテーブルの上に置いた。

　なんだろう、とても頭が痛いよ……。どうしたらこの悪夢は終わるの、と考えるけれどその解答を実のところ知ってはいるのだ。

　他に道がないことを、認めたくないけどわかってしまっているんだよね……。

「はい、チョコあげるから……」

「うんうん！　今年もありがとうエルナちゃん！」

　シグレに渡すチョコレートをしっかり準備してしまっている時点で、悔しいけど、彼の術中にハマってしまっているのかもしれなかった。




　思い返すだけで眩暈めまいがする。

　基本的に、言い出したら聞かないところがあるヤツだった。

　今回の面接の練習をしよう、という主張も同じだろう。

「エルナちゃん、面接の練習をしようじゃないか」

　もう一度笑顔で繰り返される。

　めんどくさい、という私の本音を率直に現あらわした意見は瞬時に封殺されてしまったらしい。

　こうなると逃れようとしても疲労だけが溜たまってしまうのは明らかで、おとなしく相手をしてあげた方が早そうだった。

　頰ほお杖づえをつき、早く終わらせてよねという態度丸出しで、

「ふー、おねがいしまーす」

　口先だけの挨あい拶さつをしてやる。

「はい、その感じは余裕で不合格～！　今この瞬間エルナちゃんは受験に落ちました！　受験戦争という名の人生の荒波に簡単に飲まれて敗北者となりました～！」

「はぁ!?　なによそれっ！」

　唇を尖とがらせて不満を露あらわにするけれど、「もう結果は出てしまったので覆りませ～ん！」とでも言いたげに憎たらしい顔をされるだけ。

「受験戦争に敗れたエルナちゃんは路頭に迷い、目標を失い、家庭を失い、やがて自分を見失い、ひいては感情を失い、フラフラと夜の街をさまよい歩いているところをボクに救われ、真実の自分の想おもいにハッと気付き、二人は結ばれることになるのでした～！」

「なにそれ怖ッ!?　えっ、えっ？　怖ッ！　なんか途中で家庭どころか感情も失ってるんだけど!?　受験に落ちたくらいで何があったの私！　あと最後無む理り矢や理りハッピーエンドみたいにしようとしてるけど、そのオチは私にとって究極のアンハッピーだからね!?」

　っていうか何その、「無理にツンツンしちゃって、かわいいやつめ！」みたいな顔は。

　どうすればいいの……私の手には負えないよ……。手に余るどころか、手も触れたくないよ……。顔も見たくないっていうのを超越して、気配も感じたくないよ……。

　そんな私の絶望を感じとってくれる気配は皆無で、

「じゃあ改めて、質問をしていきますぞ？」

　ありもしないヒゲを撫なでるような仕草までしてみせて、この上なく楽しげに面接官役に入り込んでいた。

　聞いてもいないのに「この面接官はめでたく米寿（八十八歳だ）を迎えたばかりで、孫におじいちゃんの作るビーフストロガノフなんて食べたくない！　と言われたことが悩みの老紳士だよ」と説明してくれた。

　興味ゼロどころかマイナス方面に突き抜けすぎて、むしろ逆に気になってきてしまう。

　面接官ってそんな年齢になってもやるものなの!?　なんか瞬まばたきの間隔が長くて死んでるんじゃないかって心配になるんだけど!?　あと孫はどうしてそんな酷ひどいこと言うの!?　そもそもビーフストロガノフ作れるおじいちゃん凄すごすぎでしょ!?　関係ないけどビーフストロガノフって言葉の響きカッコよすぎでしょ!?

　無言のツッコミだというのに、数が多すぎてハァハァと肩で息をしてしまう。

　けど気になるところに触れてやるのも癪しやくなので、グッとこらえておとなしく質問を待つことにする。

「一宮いちのみやエルナさん、あなたにはお兄ちゃんがいますぞな？」

「いません！」

　あと、キャラが大分おかしなことになってますけどそれは果たしておじいちゃんキャラに相応ふさわしい語尾なのか？

　あとプルプル震えすぎてるけど寿命も大丈夫か……？

　キッパリと答えた私に、面接官役のシグレは「ふむ」と重々しく頷うなずいてから、

「お兄ちゃん同然の、敬愛する従兄いとこがいるであろう？」

「敬愛というか、若干敬遠している従兄ならいますけど……」

「うぐっ」

　グサッと何かが突き刺さったのか、胸を押さえるような格好で涙目になっていた。

　効いてる効いてる。いひひ。シグレは生えてもいないヒゲ（その設定まだ生きてたのね）をむしってそれで涙を拭ふくような真ま似ねをしながら「ゴホン」とわざとらしすぎる咳せき払ばらいで仕切りなおして、

「ミカグラ学園は全寮制。学園長や生徒会幹部の特別な許可がない限り帰宅は許ゆるされぬ。もしその従兄が急病で倒れたとしようぞ。どうするかね？」

「えっ？　とりあえずパーティーを開催するかな？」

「心配どころか歓喜かい!?　それでここぞとばかりに今日一番の笑顔になるのやめてもらっていい!?　花が咲いたような、ぱぁぁぁ！　って効果音が聞こえてきそうな、華やいだ表情を見せるのやめてもらっていいかい!?」

「ぶー」

　不満の声をあげる。

　面接官キャラを忘れて必死になっているシグレがおかしくて、にこにこ顔はなかなか戻せそうもなかった。

　もしかしたら、面接のことを考えて固くなりすぎないようにと、私の気持ちをほぐしてくれていたのかな、とも思う。

　生まれつきあまり緊張はしない性質だけど、そうだとしたらその心遣いが嬉うれしかった。

　ほんわかと微笑ほほえましい心情でキュンキュンしていたら、首を傾かしげた彼がブツブツと、

「圧迫面接で追い込んでボクへの想おもいを強制的に植えつけてみるべきか……？　いや、上う手まい具合に勘違いしてくれているようだからこの路線でハートフルに好感度を高めていこうか……？」

「台無しだよ!!」

「ハッ……！　違うんだ！　違わないけど違うんだ！　ちゃうんや！」

　首を激しくブンブンと振りながら迫ってくる。謎なぞの関西弁も混ざっていた。おじいちゃん面接官の設定はどこいった、急に機敏になりすぎでしょ……。

　暑苦しいことこの上ない。もはや面接も何も関係ないことになっていた。




　面接とはとても恐ろしいものであると厳しく教え込まれていた。というのは気のせいで、何も得るものはなくむしろ従兄への信頼が更に失われていたことだけを思い出した。

　しっかり練習もしてきたしバッチリだと思い込んでいた私の気持ち!?　あれでバッチリだと錯覚していた私の思考回路!?

　自業自得か……、とやり場のない脱力感に襲われながら、メイドのクル美みさんの様子を観察する。

「ああ……クル美さんったらいい匂においがする……」

　クンクンと嗅かぎながら、

「これは……そう、例えるなら！　芳かぐわしい腐りかけのメロンのような匂い!?」

「（ギリッ！）」

　最大級の表現で褒ほめ称たたえたのに無言で睨にらまれてしまった。怖すぎた。

　いやいやでも、腐りかけのフルーツってやたらとフルーティさを前面に押し出しまくった、過剰にアピールしまくった素晴らしき香りがすると思うんだ……。そ、そんなつもりじゃなかったんだす……。

　あまりの事態に心の中だというのに嚙かみつつ自問自答していると、クル美さんが再び部屋への入室を促してくれる。

「こ・ち・ら・の・お・へ・や・で・す」

　さっさと入れよ、という空気がイヤでも伝わってくる。そんなに怒ることないじゃない！　ぺっぺっ、入ればいいんでしょ入ればさー。

　威圧感のある重厚な扉を押し開くと、そこにはただ圧倒的な光量で降り注ぐ眩まばゆい光だけがあった。

「うあっ!?」

　眩まぶしさに目を覆う暇も与えられず背後からそっと押し込まれ、たたらを踏みながら部屋の中へと足を踏み入れる。

　瞼まぶたを開けられないままに、バタンと扉の閉まる音だけが響いていた。




「なにこれ……目め潰つぶし面接……!?　ちょっと斬ざん新しんすぎない……？」

　そんなわけないだろと思いながら、目が慣れるまでの間に軽口を叩たたいてしまう。

　本当に目潰し面接だったらどういう反応をするのが正解なんだ。まさか、「効いてませんけど！」みたいなポーズをとれば合格なのか。そんな学園、こっちから願い下げだった。

「き、効いてませぇぇぇん」

　一応念ねんの為ため、言ってみたりもする。我ながら相当必死だった。

　……だって、あの子に会いたいんだもん！

　見苦しかろうが必死にだってなるというものだ。

　そんなことをしながら、そろそろ目が開けられるだろうか、とちょっとずつ瞼を開いてみる。すると、

「────あれっ？」

　扉を開けたときの光はなんだったのか、と思ってしまうくらいに普通の空間だった。

　光源はお高そうな照明器具しか存在しない。

　重厚な扉の割には、想像を超えて広いという印象もないごくごく一般的な部屋だった。

　物が殆ほとんどなくて殺風景だけれど、不思議な紋様の壁紙が強いインパクトを放っている。

　視線だけで部屋を見回してみると、中央にポツンと椅い子すだけが置いてある。ここに座って待てということだろうか。オマエみたいなモンにテーブルなんていらんのじゃ！　ということだろうか。

　背後を振り向くとやはり扉はしっかりと閉ざされていた。

　どこかひんやりとした、耳が痛くなりそうな静寂。自分の心臓の鼓動音だけが、サンバのリズムで聞こえてきていた。

　……サンバのリズムというのは噓うそだった。いくらなんでも誇張が過ぎた。

　それでも、こうして茶ちや化かしてでもいないと不安に押おし潰つぶされてしまいそうな気配がこの部屋には満ち満ちていた。

　ぱちくりと瞬まばたきを繰り返す。

「誰も……いない？」

　面接官の姿はどこにも見当たらなかった。

　これからやってくる、ということなのだろうか。




「────どうやらこの子は宿していない様子、りゅい？」

　頭上から小さな声が聞こえてきたので慌てて見上げてみると、そこには得え体たいの知れない奇妙な生物がプカプカと浮いていた。

「りゅい～。血筋的には一宮いちのみやの本家本流、兄弟姉妹はいないというから文字通り唯一無二の存在だりゅい。才覚を持って生まれない方が珍しそうなモノだけど……。せっかく特別扱いでの試験にしたけど、残念。そういうこともあるりゅい」

　羽根の生えたネコだか犬だかそれ以外のなにだかわからない生き物が、腕組みしてなにやら小難しい独り言を垂れ流している。

　ぬいぐるみ？　ラジコン？　ロボット？　いずれにしても精巧かつ緻ち密みつによくできていて、ほあ～っと純粋に感心する。

　色々な角度から眺めてみながら、なおも意味不明なことを喋しやべり続けている生き物をツンツンと突っついてみたり、軽く叩たたいてみたりする。あ、柔らかいし体温もある!?

　それでも一切反応がないので、目に指を突っ込んでみる。

「えいっ！」

「ギャアアアアアアアアア!?　りゅい！」

　あっ、反応があったぞ。それにしても完成度の高い作り物だった。完全に博士的な人が作ったんだろうな、チョビヒゲ的な人が長年苦心して、かわいらしくなるよう頑張ったんだろうな。でも、語尾にりゅい、って言うようにセッティングしてあるのは、心の底からどうかと思うんだ。

　うむうむ、と納得しながら興味深く反応を見る。

「目が弱点なのね、なるほどぉ。じゃあお次は羽根をむしりとってみよ～」

　なおも叫び続ける生き物に、好奇心旺おう盛せいな美少女（私のことだ！）が襲い掛かろうとするその刹せつ那な。

「や、やめるりゅい！　話せばわかるりゅい!!」

「んお？」

「なんて残ざん酷こくな子りゅい！　こんなにキュートでラブリーなオイラに乱らん暴ぼう狼ろう藉ぜきを働くだなんてっ！」

　ぱたぱたと羽根を激しく動かしながら、ちょこまかと飛び回っていた。

　自称キュートということのようだけど、お世辞にもかわいい造形とは言い難がたいものがあるよ。形容するならばブサイク、微妙、失敗作……とかとか？

「今めっちゃ失礼なこと考えてなかったりゅい!?」

　心まで読むの!?　だとしたら高機能すぎるでしょう……。私はよくわかりやすいって言われるから、顔に出てしまっていただけだろうけどさ。

　それにしたって、この生物は一体……。












「オイラは私立ミカグラ学園に所属する△×○□◇だりゅい！　本日の面接官を仰せつかっているりゅい！　えっへん！」

　名前を名乗ってくれたらしいけど、複雑すぎて全く聞き取れそうになかった。

　でも名前を聞き返すのってとっても失礼なことだよね。あだ名を付けてしまってそれで呼んでごまかしていこう。エルナちゃんってばナイスアイディア！　そうしよそうしよ～。

　ネーミングセンスにはとっても自信があるのだ。

「えっと……微妙な顔してるからビミィって呼ぶねっ。いいかな？」

「全くもっていいわけがないりゅいっ!!　却下だりゅい！　失礼すぎりゅい！」

「そのりゅいっていう語尾、キャラクター付けのつもりかもしれないけど声と全然合ってないからやめたほうがいいって思うよ？」

　一般的にイケボと称されるであろう声色で、その語尾は大分無理があった。声から察するに男の子だろうが、今日きよう日びギャルゲーでもそこまで痛々しい語尾のキャラは登場しまい。というか、見た目と声と語尾のバランスが無む茶ちや苦く茶ちやすぎた。

「そ、そうでほわわか？　これならオイラに合ってるでほわわ？」

　ほわわ、て……。思わず全身を超高速で駆け抜ける寒気に身震いしてしまった。なんなのこの感覚。一周回って逆にオーケーなのでは!?　いやいや、そんなわけない。私今どうかしちゃってた。よく考えても、ううん脳みそ空っぽにして何も考えなくたって更に悪化の一途しか辿たどってないよ！

　私がジト目で静かに首を横に振ると、うーん、と考え込んだ後に、「それならどういうのならオイラに合うのか教えてほしいりゅい……」と弱気な様子で乞こうてきた。

「うーん、そうだなぁ～」

　いざそうやって聞かれてみるとなかなか難しいものだ。語尾のことを真剣に考えたことなんてないんだから当たり前なんだけど、あまりに真しん摯しな様子に憐あわれみを覚えて、わからないとかそんなのどうでもいいよなんてことはとてもじゃないけれど言い出せなかった。

　なんだか自分は面接官だと言い張っているし、カメラか何かでこの様子を面接試験として誰かに見られている可能性も考えてしまう。

　そうなると邪じや険けんにもできないかもしれない。

　絶妙にブサイクなフェイスにキラキラと瞳ひとみを輝かせ、ワクワクしています！　と言いたげな顔でこちらを凝視している。

　な、なんだか妙にハードル高く設定されてない!?

　そんな邪気のなさすぎる期待を向けられるのなんて生まれて初めてのことかもしれないんですけど!?

　それも悲しすぎるでしょ、とこれまでの人生を振り返ってブルーになりながら、考えすぎても仕方ないのでパッと頭に浮かんだことをそのまま口にする。

「語尾に〝ブサ〟ってつけてみるのはどうかなぁ？　独創性に溢あふれていてとってもいいと思わない？」

「確かに個性的ブサ。他には決して存在しないであろうオリジナリティ満点ブサ」

　納得しかけた後、はっと気付いたように、

「いやいやいや！　完全にブサイクのブサから思いついた語尾でブサ!?　しかも、今のは〝で〟の後に語尾がついてしまっただけで、〝デブサ〟と自虐しているわけではないブサ！　デブでもブサイクでもないでブサ!?」

　ビミィは、ああっまた!?　と苦悩の表情で羽根をパタパタとしながら自己ツッコミを繰り返していた。実に楽しそうな生き物である。

「微妙とかブサイクとか、扱いが酷ひどすぎると思うりゅい……」

「結局その語尾に戻すのね。いいと思うよ、かわいいよー？　天使だよー？」

「バカにしたみたいな半笑いで褒ほめられてもさっぱりテンションは上がらないりゅい」

　今回もわかりやすく表情に出てしまっていたようだった。

　つくづく隠し事ができないタイプだ。噓うそのつけないスタイルだ。本音を晒さらして他者と渡り合う正直者のエルナちゃんだ。

「自分を良く言いすぎてないりゅいか……？」

「ポジティブって言ってくれるかな？」

　何事も前向きに考えられるのは、私のいいところだと思っていた。いい性格してるねと嫌いや味みっぽく言われることもあるけれど、そんな言葉にも照れて返せば相手も笑ってくれたりするのだ。

　笑顔の連鎖って素晴らしいよね、とニコニコしていると、

「ならオイラのことも笑顔にする方向で扱ってほしかったりゅい……」

　ビミィが悲しそうに拗すねていた。

「まぁまぁ、そういうこともあるよ」

「誰のせいだりゅい!?」

　そんな風に憤慨する様子もちょこまかしていて微妙に可愛かわいらしかった。

　あくまでも微妙にという但し書きが付いてしまうのが悲しいけれど……。

　さて、と一度腕組みをして落ち着いて考える。

　面接を受けにこの部屋に入ると自称面接官のビミィがいた。

　その生き物に目をやると、「なぁに？」とでも問いたげに小首を傾かしげている。

　最初は作り物かと思ったけど、このツッコミ能力やぷにぷに感はとてもそうとは思えない。ぷにぷにとほっぺたを指でいじりながらぼんやりと思考していると、

「ぷにぷにしないでほしいりゅい、くすぐったくなってしまうりゅい」

「息荒くするのやめてもらっていい!?」

　ハァハァと息を荒らげながら頰ほおまで染めていた。

　ビミィの声色は完全に成人男性のそれだけに、こんな反応をされたら鳥肌が立つほどリアルで気色が悪かった。

　セリフは小動物キャラのそれなのに、ミスマッチなことこの上ない。

「何かの手違いで、神様のミステイクで生まれてきてしまった子なのかな……？」

「ちょっと!?　また声に出てるりゅいよ!?　望まれてこの世に命を授かった、貴重な生命りゅい！　ミステイクどころかテイクオフりゅい！」

　テイクオフの意味はさっぱりわからなかった。

　一体どこに飛び立とうとしているのかな。

「テイクオフは違うりゅい……？　うーん、て、テイクアウト……？」

　どこかにお持ち帰りされようとしていた。私にだけは言われたくないかもしれないけど、あまり賢い子ではないようだった。

　どうでもいいけど、このやり取りはいつまで続くんだろ。早いところ面接を済ませて帰ってお菓子食べてダラダラしたいのに、とダメダメなことばかり頭をよぎる。

　目をぐるぐる回して飛び回るビミィを捕まえて、「ところで」と切り出した。

　それを受けて気を取り直したのか、きりっと真面目まじめな顔を作りながら、

「そうだったりゅい。面接の結果はもう出ているりゅい！」

　突然強引に話題を本筋に戻された。

「面接の結果が出てるって……なんかしたっけ？」

　この部屋に入ってから、面接らしきやり取りをした記憶はまるでなかった。

　というか、なにひとつ建設的な会話をしていないんじゃないかということに思い至って、軽く絶望さえしたりした。

　ああ、もう落ちた……これは落ちたでしょ……。

　もしも態度や会話内容で合否が出るのなら完全にアウトなのでは……？　アウトにアウトを重ねて追い込まれている状態なのでは……？　野球でいうなら九回の裏ツーアウト満塁なのでは……？　バッターは満を持しての私なのでは……？　ということは、

「──むしろ一発逆転のチャンスなのでは!!」

「いくらなんでも前向きすぎるりゅい!?」

　呆あきれた顔も絶妙に微妙。ちょっとだけ顔を背けたくなるくらいだけど、「それだけは無理ですっ！」と拒絶したくなるけれど、一周まわって首を傾かしげ、半信半疑で二周まわり、三周目を無心で全力疾走したところでようやく受け入れる体勢と覚悟ができた。

　うん、この子はブサイクだけどカワイイということにしよう。ブサカワというやつだ。

　ウンウン、と自分の中だけで完結させてしまう。ビミィにそれを伝えたらやっぱり反発されるだろうけど。

「なにかまた失礼なことを考えてないりゅいか……？　それはそれとして！」

　一呼吸おいて、今から大事なことを言いますよー！　みたいな顔をしてこちらをチラッと見やる。

　若干イラッとさせられるものの、そこはグッと堪こらえて脳裏に浮かんだＲＰＧ風の選択肢の中から『おとなしく黙って聞く』という項目を選ぶ。

　別にビミィの姿形がモンスターっぽいからＲＰＧ風の画面が浮かんだのではないのだ。決してそんなことないのだ。ほ、ホントにだよ？

　そんな葛かつ藤とうとは裏腹に、

「面接の結果、見事合格という結果が出ましたりゅい！　筆記試験の結果とも合わせて、私立ミカグラ学園への入学を認めるりゅい！」

「なんで!?」

　あまりにも簡単に、安易に、容易に、唐突に合格判定が出てしまった。

　第一声が疑問形になってしまうのも当然のはずだ。

「なんでって言われても。余裕で合格だりゅい。なんなら、点数順位でいったらトップに近いはずだりゅい」

「大丈夫なのこの学園!?」

　どうしよう、急に心配になってきた。

　深く考えていなかったけど、あのシグレが選び、通っている学園だ。

　可愛かわいい制服に惹ひかれ、一瞬で釣られ、頭の中お花畑状態で軽い気持ちで受験することにしてみたものの、私はもしかして取り返しのつかない大変なことをしでかしてしまったのではなかろうか……。

「大丈夫だりゅい！　オイラが保証するりゅい！　大船に乗ったつもりで入学してくるといいりゅい！」

「余計心配なんですけど！　その船乗る前から沈むオーラ全開に見えるよ!?」

　そもそも、私がトップ合格に近いって一体……。自慢じゃないけど、テストで上位をとったのなんて、小学生の低学年の時くらいしかなかった。

　あの頃は「エルナちゃん天才児！　将来は医者か政治家!?　とにかく立派な仕事につけちゃうこと間違いなしね！」なんて母親に持ち上げられていたのが懐かしい。

　今では「エルナちゃん……せめてニートにならずに働いてね……。どんな仕事だっていいんだからね」となんの期待も寄せられなくなっていた。

　優しい言葉は、時にこうも人をヘコませるものか、ということを学んだ昨今だった。

「とにかく合格なのは本当だりゅい！　次は入学式で会うりゅい～！」

　入学式……。イメージするそれに思いを馳はせてみる。

　ミカグラ学園の可愛い制服を着た新入生女子達との出会い……。

　寮でルームメイトになるのは黒髪ぱっつんの人懐っこい子犬系貧乳女子、百ゆ合り子こ（即興の妄想ネームとはいえ酷ひどい名前である）。

「百合子、電気……消すね……？」暗い部屋で二人きり。あるのは静寂の中に響く息遣いだけ。何気なくそっと触れ合う指先。「だ、だめだよぉっ……」暗くら闇やみに伝わる衣きぬ擦ずれの音。「服は脱ぐか脱がされるかだよ、百合子……！」「やるかやられるかみたいに言われても!?ああっ……」そして二人は必然的に落ちてしまうのだ、禁じられた恋に……！

　百合子ぉ……っ。

　うあああああっ！　ゆりこぉぉぉぉぉぉっ!!

　妄想の世界に浸っていると、ゴミを見るような視線が突き刺さっているのに気付いた。

「この粗大ゴミどうしよう？　捨てるのも面倒だし……。誰か引き取ってくれないかな？」的な冷たすぎる視線が炸さく裂れつしていることに、いくら鈍感な私でも気付かされてしまった。

「な、なんちゃって……！」

　精一杯のてへぺろフェイスでごまかしてみるものの、部屋の空気は絶対零度で凍りついたまま「コイツやっぱ不合格にしようかな……？」ってオーラだけしか感じとることはできなかった。

　再びＲＰＧ風の画面を脳裏に浮かべてみると、存在するコマンドは『逃げる』だけ。

　オンリー。イッツオンリー。

　私は無言でその選択肢を選び、一言も発してくれなくなってしまったビミィに背を向けて逃走することにした。

　ふと、ビミィが面接官であることを思い出し、

「ありがとうございましたぁぁぁぁぁ！」

　と叫ぶ。こんなことで失点を取り返すことはとてもできまいと思いつつも、最後だけは丁寧に挨あい拶さつして部屋を飛び出る。

「……どうしようもなく不合格な子だけど、そこも含めてこの学園には相応ふさわしいのかもしれないりゅい」

　疾走する私を見送りながらビミィが嘆息して呟つぶやく。

「オイラの姿を視覚で捉とらえることができた時点で合格。そう伝える暇もなく帰っていってしまったりゅい。本来なら、オイラについての記憶を消し去ってから家に帰さなきゃいけない決まりだけど……」

　ふう、と否定するように首を振ってから「あの子なら心配ないりゅいね、きっと」と部屋の外でぼんやり私の走り去った後を見つめているクル美みさんに向けて小さく笑った。

　クル美さんは口元だけで静かに微笑ほほえみ、他人にはわからない程度に微かすかな頷うなずきを返していた。




　さて、そんな私は屋敷から自宅に帰り着くまでの一切の記憶が飛んでいた。

　ただひたすらに走り、道に迷い、転び、服はボロボロになり、帰るなり母親に「一体どんな面接受けたらそんな事に!?」と驚きよう愕がくされる程度に変わり果てた姿で帰宅したのだった。

　開口一番、「余裕で受かったよ！　合格だよ！　私天才だよ！　聞いて聞いてあのねあのね、ビミィっていう微妙で奇妙な生き物が面接官でねっ……」と今日あったことを無我夢中で話し始めると、母親は何かを悟ったような顔で「受験で疲れたのね……。うんうん、頑張ったわよねっ！　エルナちゃんは精一杯がんばったんだものねっ!?　もう寝なさい、早く休みなさい？　さあさあさあ！」とベッドへ無む理り矢や理り連れて行かれてしまった。

　半強制的に、臭い物に蓋ふたをするかのように強引に布団をかぶせられながら、信じてもらえないのも無理はないか、と思う。まるで夢を見た後のような、ふわふわとした感覚。

「ほ、本当に夢だったらどうしよう!?」

　もしもこれが夢の中の出来事で、もう一回試験なんてことになったら真剣に困る。私のＨＰはもうとっくにゼロだ。復活の呪じゆ文もんだって通用しない。

　で、でもお姫様のキスでならムクリと起き上がれるよ……？

　なんだ。また割と元気あるんじゃん、と自分に笑いながら、ゆっくりと眠りに誘われる。

　これからの学園生活に想おもいを馳はせながら。楽しいに違いない未来に何の疑いもなく、ただ純粋に前しか向かずに、曇りなきイメージを描いて────。




　正式な合格通知が届いたのは、その数週間後のこと。

　晴れて春から、一宮いちのみやエルナは私立ミカグラ学園の新入生となる。

　空はまるで、祝福するかのように青く青く晴れ渡っていて……。

「よーし、待ってろ青春～！　待ってろ美少女達～！」

　その純粋な青にまるで相応ふさわしくない不純な叫びは、風に乗って空へ舞っていく。ひらり、ふわりと。




　────物語が動き始める音が、聞こえたような気がしていた。






第二楽章　ホップステップトルネード









　エルナの朝は、カーテンから漏れる日差しと共に爽さわやかに始まる。

　清涼飲料水のコマーシャル出演でも狙ねらってるのかと疑われるほどの、スッキリとした笑顔。自然についた軽い寝癖が、親しみやすさと愛あい嬌きようを感じさせていた。

　早く早く、と急せかすようなチュンチュンという鳴き声に導かれて、天てん蓋がい付きのベッドを軽やかに降りる。

　淡雪のように真っ白なカーテンを開くと、そこにはエルナの起床を待ちわびる数匹の小鳥達の姿。愛らしい鳴き声の大合唱はただエサを求めるためのものではなく、純粋にエルナと挨あい拶さつを交わしたいがためのもの。

　おはようのキスをすると、小鳥達は満足したように小さな翼を広げて、街へと出かけてゆく。

　毎朝の恒例行事であり、例え休日であっても欠かすことのない習慣として定着していた。

「あら、あの子今日も……？」

　エルナが出窓から顔を覗のぞかせると、年の頃は中学生くらいだろうか、少女がぼーっとした顔でこちらを見上げているのが見えた。

　その子に優しく微笑ほほえみ手を振るのも、ここ最近の日課だった。

　少女はそれを見ると、途端に顔を真っ赤にして走り去ってしまう。

　ブレックファースト……いえ、朝食と言った方がわかりやすいでしょうか、の時にお母様にそれとなくその話題を出してみると、「きっとそのお嬢さんは、エルナさんに憧あこがれているのね」と極厚のステーキを並べながら上品に、まるで歌うような朗らかな口調でそう言った。

「やだ、お母様ったら！」

　そんなことを言われたら、冗談だって意識してしまう。

　確かに、少女からラヴェレイター……いえ、発音が良すぎてわかりにくかったでしょうか、恋文らしきお手紙を頂戴したこともありました。

　ハート型のシールを剝はがして封を開けると、甘酸っぱくもプリミティヴでセンシティヴな内容で好意を綴つづられた微笑ましい文章。

　お礼のお返事を伝えようとすると毎回逃げられてしまうのだけど、その様子もまた少女らしくて可愛かわいらしかった。

「私にもあんな頃がありましたでしょうか……？」

　ほう、と息を吐きながら部屋に鎮座する大きなにんじん型のキャラクターぬいぐるみを抱き上げて問うてみると、にんじんはウンウンと肯定するように大きく首肯。

　そうなのかなぁ、と思いながら、ぎゅむっとぬいぐるみに顔を埋うずめるように抱き締めてみた。

　一宮いちのみやエルナ、本日から私立ミカグラ学園の新入生！　真新しくも愛らしい制服に身を包んで、校風に相応ふさわしいお淑しとやかな女の子にならなくちゃ！　と決意を新たにして。

「素敵な出会いが、たくさんありますように！」

　窓の外では、エルナの新しい一歩を祝福するように色とりどりの花弁が舞い踊っていた。

　早起きしたおかげで、まだまだ時間はたくさんある。事前に準備はしてあるけれど、寮に持っていく荷物も再確認して。ちょっとだけ最後に近所をお散歩してから行くのも悪くないかも、と思った。

　鼻歌混じりでパジャマを脱ぎながら、小鳥達は寮まで遊びに来てくれるだろうか、と首をすくめる。

　すると、「心配ないよ！」とでも伝えるように小鳥達が美しい鳴き声で綺き麗れいな螺ら旋せんを描いて窓辺を飛んでいった。

　幸さい先さきは文句なく良好！　きっと、ここから始まる物語はハッピーな方向に向けて一直線、振り向くことなく邁まい進しんしていくんだ！




「邁進していくんだぁ……むにゃあ」

　じりりりりりりりりッ！　部屋に爆音で鳴り響く目覚ましの音。売り文句が『泣く子も引いて黙り込む大音量！　これで起きなきゃ人間失格！』だった、極端に寝起きの悪い人向けに開発されたらしいジャンボサイズの目覚まし時計。

　私の朝は、その破滅的にデカい音をガン無視するところから始まる。

　カーテンレールから外れかかった、私としては「女子力高すぎのセンス！」と言い張っているけれど友人達からの評判はすこぶる最悪な、卑屈な笑顔のペンギンキャラクター柄のカーテンからは眩まばゆいばかりの光が、朝の訪れを伝えようと強く差し込んでいる。

　けれど私は、そんな光に一ミリも動じず、自称夢の中警備員の職務を全うすべく、ぐーすかと見事な寝息をたてていた。

　万が一清涼飲料水のコマーシャルに採用したら売り上げが右肩下がりになるであろう、ヨダレの痕こん跡せきを隠そうともしないだらしなさすぎる寝顔。

　寝ている間にこの部屋で小爆発でも起きたのかと疑いたくなるレベルで不自然に乱れきった、最も早はや髪型の原型さえ想像できない状態に仕上がっている寝癖は、『成れの果て』とか『堕落系女子の末路』とかのキャッチフレーズを感じさせた。

　いい加減にしろや騒音で飛んでもいられねぇよ！　と口汚い罵ば声せいで訴えるようなギャアギャアというカラス達の鳴き声に反応して、私は抱き枕代わりにしていた、ぺちゃんこのぬいぐるみを窓に向けて力強く投げつける。

　ドガガッ！　というぬいぐるみと窓との衝突音にカラス達は恐れおののき、毎朝毎朝いい加減にしてくれよ……と泣き言を訴えるようにもう一度カァ～と鳴いて飛び去っていった。

　毎朝の恒例行事であり、ご近所の奥様方の間では「カラス除よけには、一家に一人エルナちゃんで間違いないわね……」と皮肉交じりに噂うわさされているくらいにパターン化した光景。

　当然ながら、小鳥など寄り付きもしない。小鳥達の間では立ち入り禁止区域として設定されているという噂まで流れているくらいだ。

「エルナ～！　エルナ～！」

　ばんばんばん、と外から窓ガラスを激しく叩たたきながら必死に名前を呼ぶ声が聞こえた。

「入学式もうとっくに始まっちゃってるりゅい～！　起きて～！」

　時計の針は朝どころか、人によってはそろそろランチの準備でもしましょうかね、という時間に差し掛かりつつあった。

　大胆でダイナミックすぎる寝坊である。

　よいしょと窓を開けて、ビミィが部屋に飛び込んでいく。

「こ、これはっ……！」

　ビミィの目に飛び込んできたのは、少女マンガや服、お菓子の空き袋が散乱し、バレリーナばりのつま先立ちができたとしても横断不可能であろう、足の踏み場皆無な汚部屋。

　あまりの衝撃に言葉を失ったものの、耳が痛くなりそうな轟ごう音おんの震源地である目覚まし時計をすぐに止め、気を取り直して布団の上でトランポリンするように飛び跳ねて騒ぐ。

「起きるんだりゅい！　ひゃっほーい！　早く目を覚ますんだりゅい！　いやっはぁー!!」

　起こすことよりもボンボンと飛び跳ねるのが楽しくなってきている様子なのは気のせいだろう。

「ヒャッハー!!　りゅい！」

　世紀末を生きる無法者のような叫び声まで上げはじめていた。

　語尾だけかわいらしいのがなんともミスマッチだ。

　音にはさっぱり反応をみせない私も、具体的で物理的な衝撃を腹部に受けて、

「うぐっ……うぐっ……」

　違和感から徐々に意識を覚かく醒せいさせていく。

「エルナのお腹なかはぽーよぽよ♪　ぷーよぷよっでー、ぶーよぶよっ、りゅい♪」

　ビミィは既に当初の目的なんて忘れて天然の遊具に無我夢中だ。

　即興のご機嫌ソングまで飛び出して無む垢くな子供のように天てん真しん爛らん漫まんなビミィを、

「誰のお腹がぶよぶよだこのケモノォォォォォ!?」

「りゅい!?　ギョエエエエ！」

　と、目にも留まらぬとんでもない勢いの回まわし蹴げりで叩たたき落おとしていた。

　ピクピクと動いているので生命に別状はないはずだけど、とっちゃるけんね！　命とっちゃるけんね！　と言わんばかりの全力アタックだった。

「うーん、まだ眠たいよ～。これからは私が起きたいと思ったタイミングを朝と呼ぶことにしようよ。よって今はまだ夜中だよ」

　破天荒な提案をしながら、まだ殆ほとんど開ききっていない目を擦こする。

「夜中に女子を叩たたき起こすなんて、ビミィったらどういう了見なの？」

　了見、という言葉を死ぬまでにどうにか使ってみたいと思い、使いどころを探りながら日々を生きていたので、上う手まい具合に使いこなせて多少機嫌を直す。我ながら単純かつ簡単すぎた。

　そんなことなど知る由もないビミィは、ニッコリと笑う私にゾッとしたようで身震いしながら、

「言ってることが無む茶ちや苦く茶ちやだりゅい……。あと、ビミィっていう呼び名はもう決定？　どうしても変更は利かないりゅい？」

「うん、無理！　微妙な顔をしてるからビミィ。ぴったり！　これ以上ない名前！　私のネーミングセンスってばヤバくない!?　ヤバヤバくない!?」

　別の意味でヤバいっす、というビミィの物言いたげな視線は無視することにして、寝起きのテンションで自画自賛のダンスを踊る。

　ダンスの授業中に披露したら、先生に「なんだかマジックポイントを吸い取られそうな踊りだね……」と手放しで絶賛された程のハイレベルなやつだ。

　他の人にはとてもマネできない、とも言われた。ふふ、そんなに褒ほめられたら照れますってば。

「ビミィ……ビミィかぁ……。はぁ、マジかぁ……。今まで学園のマスコットとしての強い自負と自覚をもって、キュートな存在であることを大前提とした立ち回りで、それはもう我が物顔で得意満面で学園を飛び回ってしまっていたりゅい……。微妙だからビミィ……。りゅい～……」と今にも泣き出しそうにあだ名を何度も反はん芻すうするビミィを横目に、キュートとかなに寝言言ってるんだろうと思いながら欠伸あくびを嚙かみ殺ころしてカーテンを開ける。

「あっ、アイツ今日もいやがる……！」

　私が出窓から顔を覗のぞかせると、年の頃は中学生くらいだろうか、坊主頭の少年が憎たらしい顔でこちらを見上げていた。

　カーテンが開けられたことに気付いた様子の少年は、今まさに探し求めていた親の敵かたきが現あらわれました！　ということでもない限り到底成立しないような、気合いの篭こもりすぎた睨にらみつけかたでこちらを凝視。

　ピッと人差し指を指し向け、

「き、今日こそウチのピーちゃんを返してもらうんだからな！　まだ食べちゃってないだろーな!?」

　必死の形相で叫んでいた。

「あれは一体なんなんだりゅい？」

　不思議そうに聞くビミィに、

「あのね、真面目まじめに説明するのもアホらしいんだけどね。私が小鳥を焼いて食べる妖怪だっていう噂うわさがこの辺りに住んでるガキ達の間で広まってるみたいなの！　酷ひどくない!?　こんなかよわい美少女が小鳥焼かなくない!?　ねぇ、焼かなくなくなくなーい!?　むしろ愛めでたいのよ！　でも寄って来てくれないのよ!!」

　私の感情入りまくりの悲痛な叫びに、ビミィは若干引き気味だった。

　朝ご飯……大抵昼近くになるまで起きないからお昼ご飯の時に母親にその話題を出してみたら、「エルナちゃんなんでも食べそうな顔してるもんね、お母さんのケーキを食べたみたいにね～？」と嫌いや味みったらしく言われるだけだった。

　とにかく、とにかくだ！　エサを取り替える間に飛んで逃げてしまったらしい、少年が大事にしていたペットのピーちゃんは当然この家にはいやしないのだ。

　きっと今頃は鳥とり篭かごから出て、どこか遠いところで平和に暮らしているのだ。

「それか、誰かもっと素敵な飼い主に尻尾しつぽを振っているよ」

「うわあああああ!!　やめろぉぉぉ！　ピーちゃんはそんなヤツじゃない!!」

「エルナ、鬼なのかりゅい……？」

　今日は引き下がるけど、明日こそ返してもらうからなっ！　と泣きながら走り去っていく少年に手を振って見送りながら、明日からはもう相手もしてあげられないんだよね、と小さく呟つぶやく。

　それにしても夢の中と現実とのギャップが酷すぎるのではなかろうか。

　夢の中ではかわゆい少女にラブレターを貰もらっていたけれど、現実では今の少年から『一週間以内に同じ手紙を一〇〇通出さないと呪のろわれてブスになって死ぬ』と書かれた呪いの手紙を貰った。

　ふん、所しよ詮せんガキ！　まったく子こ供ども騙だましよね！　と鼻で笑いながら、期限ぎりぎりになって冷や汗をかきながら一〇〇通必死で書き上げた事実は、いつかお墓に入るまで誰にも知られないように心の奥深くに大切にしまっておく……。

　だって、ブスになって死ぬって。想像したら怖すぎるって思うの……。

　はぁ～、と二日酔いのオッサンじみた低めの息を吐きながら部屋に鎮座する大きなにんじん型のキャラクターぬいぐるみを抱き上げ、真顔でお腹なかにパンチを連発。

　ストレス解消のアイテムに使用されすぎて磨すり減へっている凄せい惨さんな様子のぬいぐるみのお腹を見たビミィが、

「女の子という存在に抱いている幻想が一瞬で崩壊してしまいそうな光景だりゅい……」

　声にならない声を上げて、身震いしながらドン引きしていた。

　一宮いちのみやエルナ、今日から私立ミカグラ学園の新入生（遅刻だけど）！　真新しくも愛らしい制服に身を包んで（まだパジャマから着替えてすらいないけど）！　校風に相応ふさわしいお淑しとやかな女の子にならなくっちゃ（ぬいぐるみ殴ってるけど）！　とさっきまで見ていた夢での決意をそっくりそのまま使いまわす。

「よっしゃー！　まずは腹ごしらえだだだだッ!!」

「……もう……遅刻という概念はエルナの中で消滅してるりゅいね……」

　窓の外では、私の新しい一歩を彩るかのように坊主頭の少年が新たな呪のろいの手紙をポストに突っ込んでいるところだった。

　寝坊したせいでそれを追い回す時間はない。寝る前に今日の準備もまるでしていないので、寮に持っていく荷物は後から送ってもらうことにしよう。

　いつだって明日のことは明日になってから考える！　明日の私ファイトっ！

　母親もすっかり慣れているので、きっと部屋を掃除した上に、テキパキと荷物を揃そろえて送ってくれることだろう。

　ちょっとだけ最後に部屋を見回してみる。

　幼い頃からの思い出がたくさん詰まった部屋で、いざとなるとなかなか離れがたい。

　置いてある物ひとつひとつに愛着があって輝いてみえた。

　というのは噓うそで、最後とはいえ無理のありすぎる綺き麗れいごとで、実際はゴミの詰まった部屋からは一刻も早く離れて目を背けたいし、置いてある物ひとつひとつに黒歴史がある、恐ろしいマイルームだった。

　パジャマを脱ぎながら時計を見ると、流石さすがに笑えないレベルの遅刻になりそうな時刻を示していた。

　のんびり朝食を食べていたら母親に怒られそうだ。

　愛飲している、『これ一本で一年分のエネルギーをチャージ！　ヤバヤバエナジー』というゼリー飲料を手に登校することにする。

　近所の個人商店がオリジナルブランドとして展開しているゼリー飲料で、原材料は無表示だし、栄養分の詳細には『細かいことはいいじゃん！　とにかく一年は楽勝！』としか書いてないというアバウトさ。けれど効き目は確かで、飲めばテンションＭＡＸになれてしまう代物だった。

　鼻歌混じりで制服のリボンを結んで、トレードマークでもあるマフラーをふわりと巻きつける。

　この制服を着たくて入学を決意したのもあって、鏡を見ながら上機嫌だった。

　制服姿の自分と一緒に鏡に映るゴミだらけの部屋のカオスな光景は見ないフリを決め込むことにした。お母さんごめんね……。

「それじゃ、レッツゴー！」

　元気良く叫んで、母親への挨あい拶さつもそこそこにまるで弾丸のように自宅を飛び出す。

「道案内は任せて！　オイラについてくるりゅい！」

　胸を張って張り切っているビミィを置いて逆走してみたりする。

　自分の道は自分で決める！　ゴーイングマイウェイ！

「ちょ、ちょっと無視して逆方向に走り始めないで!?　かっこいいこと言ってるようだけど道間違ってる！　オイラのこと見えてるし声も聞こえてるでしょ!?　新手のイジメりゅいか!?」

　涙目になっているビミィを「冗談、冗談だよ」となだめながら、眩まぶしすぎる日差しを手で遮った。

　これからの生活に、夢と希望とほんの少しの煩悩（可愛かわいい女の子といちゃいちゃ学園生活）を携えて、私は一歩一歩踏みしめるようにして、全力で走りだした。

（位置について……、よーい、ドン！）

　心の中で派手に撃うち放った号砲は、多分自分を鼓舞するため。

　遅刻確定の大分遅れたスタートダッシュだったけれど、行き先の信号はオールグリーン。

　視界は良好！

　ストライドは軽やかに、飛び跳ねるようなリズムで！





　　　＊






　新しい制服を着ているだけで、昨日までとは一味違う、ちょこっとだけ大人になったような感覚を覚えていた。

　気のせい以外の何物でもないのはわかりきっているけど、それでも気分は弾む。

「気分が高揚してるのって、その怪しいゼリー飲料のせいではないりゅいね……？」

　訝いぶかしげに聞くビミィに、

「失礼ね！　店主のおじいちゃんが毎朝人目につかないように材料を調達して人目を忍んで手作りしてる貴重な品だよ？」

　走りながら、ズルズルっとゼリーを吸い込む。ドロドロとした喉のど越ごしの悪い食感が目覚ましにちょうど良かった。

「人目を忍んでコソコソ作ってるところがまた怪しげだりゅい……」

　妻に先立たれ、娘は嫁に行ってしまい、老体に鞭むち打うって一人で店を切り盛りするおじいちゃん……。生まれつき体の弱い孫のノリオ（仮名）のためにと長年かけて独自に考案した『これ一本で一年分のエネルギーをチャージ！　ヤバヤバエナジー』。

「これでノリオも元気に庭駆け回るぞぇ！　ノリオもコタツで丸くなるぞ！」

　孫をイヌやネコと間違えてはいないだろうか。特に後者は意味がわからなかったけれど、大変な興奮っぷりだけは伝わってくる。

「これでお年玉やゲームソフトをあげる時以外にも遊びにきてくれるぞぇ！」

　悲しすぎる独白だった。既に今日完成することを見越して、「プレゼントがあるから遊びにおいで」とノリオの家に連絡を入れてある。

「おじいちゃん、ノリオが遊びに来たよう！　プレゼントを貰もらったらすぐ帰ろうと企たくらんでいるノリオの登場だよう！」

「おやおや、本音と建前の大切さをまだ学んでいないカワイイ孫が遊びにきてくれたぞぇ」

　靴も脱がずに、両手を差し出して「ちょーだいな！」のポーズをしているノリオの手を引いて仏壇の前へ連れて行き、「おばあちゃんにも挨あい拶さつをするんじゃ」と優しく促す。

　おばあちゃんへの挨拶を終えたノリオに向かって、

「今日はノリオにプレゼントがあるぞぇ。ほれ！」

『これ一本で一年分のエネルギーをチャージ！　ヤバヤバエナジー』を手渡す。

　これを飲めば体の弱いノリオもたちまち元気になって、「おじいちゃん大好き！　これってもしかして……恋なの……!?」と初恋と間違う勢いで好意を向けてくれるはずだ。

「どうだい？　Ｔｗｉｔｔｅｒで画像付きで呟つぶやいてもいいんじゃよ？　おじいちゃんからのヤバヤバプレゼントで絶頂なう！　って呟いてしまってもいいんじゃよ!?」

　ノリオはパッケージをしげしげと眺めてから、

「いや……こういう冗談はいいから。ゲームソフトは？」

　急に大人びた声色と言い方で、一切笑わずにヤバヤバエナジーをポイッと投げ捨てた。

　Ｔｗｉｔｔｅｒにも、「入れ歯に騙だまされて笑えないなう」と呟かれていた。

　おじいちゃんのことを、あのノリオが……食べてしまいたいくらいかわいい孫が陰で入れ歯と呼んでいた。

「ノ、ノリオ─────っ……!?」




「────その日からおじいちゃんは変わったの。入れ歯も洗わず、寝ても覚めてもひたすらヤバヤバエナジーを生産するマッスィーンになって……」

「妄想が長いし辛つらいし暗すぎるんだりゅい！」

「えへへ」

　ゼリー飲料から広がる、妙に具体的な妄想のドラマを展開させながら走っていたら、自業自得だけど道を間違えたりスッ転んだりで散々な目に遭って。

　それでも気付いたら、送迎のバスが来るはずの大きな駅の前まで辿たどりついていた。

　とはいっても起きた時間を考えたら当然のことだけどバスはとっくに走り去ってしまった後で、影も形もない。

「ありゃー、もう行っちゃったかー。ノリオの心がおじいちゃんから離れていったように、バスもこの場所を離れてしまったかぁ～」

「妄想を引っ張りすぎだりゅい……。ノリオ君の心はなんだかんだでおじいちゃんの傍そばにあるはず！　心の停留所は案外たくさんあるんだりゅいっ！」

　ビミィはなぜだかおじいちゃん側に感情移入して泣きそうになっていた。

　人の単なる妄想にここまで入り込んでくれるなんて、なんていいヤツなんだろうと思いながら、「ところでこいつ一体なんだっけ？」という素朴な疑問に立ち帰ってしまう。

　母親に行ってきますの挨あい拶さつをする時も、ちっともビミィに気付いた様子はなかった。

　ここまでお喋しやべりしながら街中を走っている時だって、誰一人ビミィのことを見たりはしない。むしろ、私にばかり注目が集まっていた。

　制服姿が魅力的すぎるからかしら!?　と若干天てん狗ぐになっていたけど、よくよく考えてみると、そういう類の好意的な視線は皆無だった気がする。

「この子大丈夫？」「独り言激しすぎなんですけどォ～？」

　と、こそこそと言われていたような……？

　そんなことを考えていると、ビミィが、コホンと咳せき払ばらいして疑問に答えてくれた。

「試験の時に言い忘れていたりゅい。オイラの姿は、学園に入る資格のある人間にしか見ることができないりゅい！　選ばれた人間にのみこの声も届くのだりゅい～」

「……えっ、中二病ってやつなんですか？」

　ちょっとだけ冷ややかな目でビミィを見てしまう。

　選ばれた人間っていうワードを使ってしまうのはなかなかにハイレベルだ。

「違うりゅい!!　いきなり敬語になるのもやめて！　真剣に傷つくりゅい！」

「ごめんねごめん！　それで、封印された左手がなんだって？　疼うずくって？」

「そんなことは一切言ってない！　バカにした感じでノリノリで煽あおってくるのはやめてほしいりゅい！」

　でも、ビミィの主張が本当ならこんなやり取りも周りの人々には私の痛い独り言にしか見えていないのだ。そう考えると心底寒気がした。

　それを踏まえて、さっき何気なくしていた会話のことをぼんやりと思い出してみる。

　確かこんな感じだっただろうか。




「エルナにいくつか質問がしたいりゅい。深い意味はないけど、時間潰つぶしだと思って付き合ってほしいりゅい。まず、好きな動物は？」

「ゴリラが好きだよ！」

「ご、ゴリラ？　意外なところを突いてくるりゅい。じゃあ次。将来、結婚願望はある？」

「結婚したい！　お嫁さんになりたい！」

「その辺は普通に女子っぽいのかりゅい……。次はえーと、入学案内の制服モデルの子に憧あこがれてるみたいだけど、どこに惹ひかれたんだりゅい？」

「やっぱりあのクールさがたまらないよねっ。ああ……強く胸に抱かれたいよ～！」

「ちょっと目が真剣すぎて怖い……。あ、ちなみにエルナは運動は得意りゅい？」

「そういえばダンスが得意なんだよね～！　踊って見せようか!?」

「今は学園に急がないといけないから、また今度の機会にお願いするりゅい。質問が飛んで悪いけど、ゴリラってどんな鳴き声だったっけ？　ド忘れしてしまったりゅい」

「ウッホホウッホ♪　ウッホホウッホ♪」

　わかりやすいように、多少身振り手振りを交えながら教えてあげる。こういうところは変に丁寧な私だった。

「ありがとうありがとう、そうだったりゅい！　お、もうそろそろ駅につくよ～」




　……うん、こんな会話をしていたはずだ。もちろん、周囲の人たちにビミィが見えていないなんてことは全くもって思慮にない。

　例えば近くにいた美人なママとお茶ちや目めな幼女からは、私の痛々しい独り言に見えていたわけだ。

　さっきの会話ならばこんな感じだろう。




「……ゴリラが好きだよ！　（瞳ひとみを輝かせて）結婚したい！　お嫁さんになりたい！　（遠くを見つめながら）やっぱりあのクールさがたまらないよねっ。ああ……強く胸に抱かれたいよ～！　（思い出したように）そういえばダンスが得意なんだよね～！　踊って見せようか!?　（両りよう拳こぶしで胸を叩たたきながら足踏みして）ウッホホウッホ♪　ウッホホウッホ♪」




　うわああああああああああっっっっっっっ

　こんなことがあっていいの!?　なんという悲劇だろうか。

　私は唐突にゴリラとの結婚願望を赤裸々にカミングアウトしつつ、誰に向けてでもなく街中で突然ゴリラダンスを披露する孤独な女の子に見られていたのだ。

　身振り手振りを交えつつ、割と全力のゴリラポーズだった。ああ……死にたい。死んでしまいたい。

　美人ママと幼女もさぞかし怖かったに違いない。

「ママ～！　あのおねえちゃん何してるの～？　ゴリラさんなの～？」

「しっ！　見たらいけません！　目を合わせたら絶対だめよ!?　そろそろ暖かくなってきたから、色んな人がいるの。気をつけないとね！」

「はぁ～い！」

　こんな会話をされていたって何も文句は言えない。どう考えたって危険人物だ。

　小学校の朝礼でハゲ散らかした校長が、

「ゴリラっぽい動きをする挙動不審な人物がうろついているから一人で通学路を歩かないように！」

　と鼻息荒く注意を促していてもおかしくなんてない。

　近隣の子供達の間で『ゴリラ女』の都市伝説が流布し、「いい子にしてないとゴリラ女が踊りに来るわよ!?」「うわ～ん！　ヤダヤダヤダ～！　ごめんなさいぃ～！」と子供の躾しつけに利用されだす可能性だって考えられる。

　インターネット上でも話題になり、『自分のイメージするゴリラ女の画像を発表しよう！』みたいなネット住民達の大おお喜ぎ利りに利用されてしまうかもしれない。

　例えば『ゴリラ女が火事に遭遇してバケツリレーでの消火活動に積極的に参加している画像ください！』などというテーマが掲示され、おもちゃにされてしまう可能性も決して捨てきれないのだ。

　想像はどこまでも止とめ処どなく広がっていく。取り返しのつかないことをしてしまった。冷や汗が止まらない。

「エルナ、どうかしたりゅい？」

　相変わらず声色に似合わない語尾であざとくキャラを立てているビミィのことが、なぜだろう……。今はとても憎たらしく見えた。

　きっ、と強めに睨にらみつけてやると、

「りゅい？　あ～っ！　もしかしてそれもゴリラの真ま似ね!?　わぁー野生的な殺気までとってもよく再現できてるりゅい！」

　得心したように手を叩たたいて感心されてしまった。

　……先生、この生き物を成敗したらそれは罪になりますか？　多少の罰なら受けたっていい。コイツは……コイツだけは……ッ！

　今動けば、ゴリラ女は一人で急に怒り出して暴れてた！　凶暴なメスゴリラだ！　と噂うわさのネタが増えてしまう危険を秘めている。でもそんなのもうどうだっていい。

　大きく助走をとって、バットを持つように両方の手のひらを握にぎり締めて思いっきり振りかぶる。

「ビミィ!!」

　顔真っ赤になりすぎて最も早はや聞き取れないかもしれない、地の底から這はい出でてきたような声で叫びながら殴り飛ばしてやった。

　この行動のせいで、「ゴリラ女の鳴き声はビミィィィィィ！　らしいぞ……。求愛の叫びである可能性も……!?」なんて噂に更なる尾ひれがついて収拾がつかなくなることになるリスクは、一顧だにせずに。

「ど、どうしていきなりぶつんだりゅい!?」

　中空までなかなかの勢いで吹っ飛んでいきながら、なぜか唐突に怒られて攻撃されたとしか認識できていないビミィの頭の上にはハテナマークが点灯するばかりだった。




　そもそもまだお互いのことを良く知らないし、そんなに仲がいいはずもないので気まずい空気はなかなか拭ぬぐい取とれない。

「りゅんっ!!」

　ビミィは膨れっ面で顔を背けてしまっている。『りゅんっ！』っていうのはもしかして『ふんっ！』的なことなんだろうか。わかりにくっ!?

　そこまで無理してキャラを守ろうとしなくてもいいんじゃないかな～とツッコミたいけれど、喋しやべったら負けみたいな雰囲気が充満していたので何も言わないでおく。

　ただただ徒いたずらに時間が過ぎていくだけだけど、どうやって学園まで行くのだろう。

　ぼけーっと考えていると、一台の高級車が目の前で静かに止まった。

　お金持ちしか乗れませんのでゴリラ女はトランクにでもどうぞ。とでも言ってきそうな、気高くもお高くとまった車だ……。

　まだ先程の一件を引きずった被害妄想に襲われながらぽかんと口を開けて眺めていると、その車の扉が開く。そして現あらわれたのは、

「クル美みさんだ!?」

　運転席から登場したのは、試験会場で会ったメイドのクル美さん。クール美人だからクル美さんだった。時間をおいてよくよく考えるとこのネーミングは勢い任せすぎたかもしれない。

　メイド服のままで街中に颯さつ爽そうと現れる様子からは限りない非日常感を覚える。けど、横でふわふわと飛んでいるビミィを見ると「日常ってなんだっけ？」という気持ちにさせられる。

　ごく普通に善良に誠実に（家族や友達には思いっきり首を振って否定されてしまいそうだけど）生きてきたつもりなのに、どうしてこうなったの……？

「エルナ、この車で学園まで行けるりゅい！　さあさあ、急ぐりゅい～！」

　大人だしケンカはもう引きずりませんよ、という態度のビミィに若干負けた気分になりながら、言われるがままに後部座席に乗り込む。

　クル美さんは特に乗車をエスコートしてくれるわけではなかった。ちぇっ、メイドさんとか執事にドアを開け閉めしてもらうの憧あこがれだったのにな。

「なにこのシート!?　柔らかすぎでしょ！　必要以上にお尻に優しすぎでしょう!?　貴族が座るところ!?　痔じ持ちの貴族が座るところなの!?」

「違うと思うりゅい……」

　シートの上でテンションが上がってトランポリンのようにぴょんぴょん飛び跳ねている私に、ビミィが悲しそうな視線を向ける。やめて、そんなかわいそうな子を見るみたいな目で見ないで。

　貴族が座らないならこんなに柔らかい必要があるのだろうか……と腕組みしつつ真剣に悩んでいると、いつの間にか車は音もたてずに発進していた。

　ビミィが「あっ、安全のために忘れてはならないりゅい！」と言いながらシートベルトをしていたけど、どう見たってブカブカで意味を為なしていないのには気付かないフリをしておいた。

　窓の外から見えるのは、それこそ赤ん坊の頃から育った街の風景。

「私立ミカグラ学園は知っての通り全寮制。よっぽどのことがない限り、なかなか帰宅の許可は下りないりゅい……」

　だから今のうちに目に焼き付けておいた方がいい、と暗に教えてくれているようだった。

　柄じゃないけど、流れていく景色を眺めているとセンチメンタルな気分にもなる。

　思い出の場所を通るたび、ぽつぽつと懐かしい記憶が溢あふれ出でてきた。そのひとつひとつは見る人によっては何の変哲もない路傍の石ころかもしれない。

　けど、私にとっては宝石のようにキラキラと輝いて。忘れられない、忘れたくない大切な宝物だった。

　小さい頃に従兄いとこのシグレによく遊んでもらった（その頃は遊んであげている気分だった）、どこにでもありそうな公園を通り過ぎた。

　何が原因か遊具はすっかり取り払われてしまっていて、雑草は生え放題。遊んでいる子供の姿も見当たらない。

　けれど、目を閉じれば思い出すよ。この公園で、よく私の考案したオリジナルの遊びである〝変質者ごっこ〟をしたことを……。

「うへへ。そこのお嬢ちゃん、おじさんとイイところに遊びにいこうか……」

　幼少期の私が変質者になりきって鬼の役割を果たしている場面を思い出す。

　ルールがほんのちょこっとだけ特殊で、鬼は変質者のおじさんという設定なので、若干興奮状態で小走りで追いかけて捕まえなくてはいけない。

　変質者は足が遅いので（子供の勝手で残ざん酷こくなイメージ）全力疾走は厳禁。

　なりきりが足りない子は仲間はずれにされるので、みんな必死だ。

　変質者ごっこは大人気のゲームだった。

　捕まった子も鬼になるので、時間が経たつにつれて変質者がどんどん増える。

　最終的に暗くなる頃には公園中が変質者だらけというとんでもない遊びだった。慣れていない女子は本気で泣なき喚わめいて逃げたりもしてた。大人からみたらさぞかし意味不明で不気味な光景だったと思う。

　特にシグレが鬼になったときのそれっぽさは神がかっていた。変質者ごっこのカリスマ的存在だった。将来の変質者が約束された逸材といってしまっても過言ではなかった。

　でも……その頃かな、あの公園には遊びに行ったらいけませんってクラス会で言われるようになって公園が寂れていったのは……。

「りゅい!?　それ完全にエルナのせいなのでは!?」

「失礼だよ！　そんなことないもん！」

　心外もいいところだった。人がせっかく切ない気分に浸っているのに、もう！

　大人にはたくさん怒られてきたし、問題児扱いだってされた。けどその分たくさん友達もできたし、いつだって無邪気な笑顔に囲まれて育った気がしていて。

　もうそんな子供じゃないし、無む茶ちや苦く茶ちやなことなんてそうそうしないけど。それでも、学園でも退屈しない……たくさん笑えるような、まるでお祭りみたいな日常を送れたらって思うんだ────。

　よし、と決意を新たにする。

　そうこうしている間に、いつの間にか車は学園のすぐ傍そばを走っていた。山奥の更に奥の奥。自然に囲まれた広大な敷地に佇たたずむ学園が視界に入る。窓を全開に開けて、「うわぁ～っ！　ここがっ!?」爽さわやかな風にマフラーと髪の毛をなびかせながら大声を上げる。

　ビミィが華麗にシートベルトを抜け出し、車と並走して飛び回りながら、

「ようこそ、私立ミカグラ学園へ！　講師代表として心から歓迎するりゅい！」

「ありがと……！　って、講師!?」

　聞き捨てならない情報をニューリリースしてくれた。

「……うるさ」

　クル美みさんが聞こえないくらいのボリュームでボソッと呟つぶやく。そんなメイドさんの運転に導かれて学園の門を潜くぐり抜ぬける、賑にぎやかで落ち着きのない一人と一匹。

　軽やかに鳴り響くチャイムが、入学式の終わりを告げるものだなんて気付くことなく。

　大騒ぎしながら、車は森を抜け、木の枝でできた妙に幻想的なアーチを潜り抜け、目が回りそうなほど広大な敷地を校舎に向けてひた走って……。





　　　＊






「こんなはずじゃなかった！」

　そして冒頭に戻る。何度喚わめいたって喚き足りない。着いた頃にとっくに入学式が終わってたのはまあ、寝坊したのが悪いと言えるだろう。楽しみにしていた新入生歓迎パーティーへの参加が途中からになってしまったのも、自業自得だと渋々ながら受け入れてあげようじゃないか。

　ようやく到着した私を待ちかねたように歓待してくれた学園の先輩であり、従兄いとこでもあるシグレが並ぶように横に立ち、

「大丈夫。最初は驚くことばかりかもしれないけど、慣れてしまえばこれ以上愉快な学園はないよ？」

　と、誇るように言う。安心させるように、時折垣かい間ま見みせる昔のままのふにゃっとした柔らかな笑顔で。

　きゃーっ、という隠す気もなさそうな女子達の黄色い悲鳴が耳に痛い。

　この学園にもシグレのビジュアルや、身近で見ていた私としては噓うそくさいとしかいいようのない〝頼れるお兄さん感〟に騙だまされた情弱女子がたくさんいるようで……。

　どうしてか、いつだって女の子には異様に支持されているのだ、この従兄は。到底納得がいかないけど。

　けっ、と唇を尖とがらせて無言で先を促す。

「この学園の特色はね、生徒は全員が必ず部活動に入らなくてはいけないところなんだ」

「しかも、文化系の部活動しか創部を許ゆるされないりゅい！」

　私の肩の上で一休みしているビミィが説明を付け加えてくれた。

「そういえば、そんなようなことがパンフレットに書いてあったかも？」

　制服のデザインやそのモデルにばかり気をとられていて、その他の細かい部分は全く気に留めてもいなかった。

　全寮制という情報は流石さすがに頭の片隅においていたけど、それ以外はどうせ他の学園と同じような校風だろうとばかり高をくくっていたような……。

　でも、珍しくはありそうだけど運動系の部活がないというのはそこまで驚きよう愕がくするようなことではない気がしていた。

　今までずっと運動部一筋。請われて部活を掛け持ちするくらい運動神経にだけは恵まれていて、学力にもその才能のほんのおこぼれでもいいから能力が備わっていればッ……、と成績表に無念そうに書かれた身である私としては多少残念ではある。

「ちなみに、これは入学式でも注意喚起されていたことなんだけど……」

「新入生は入学してから一ヶ月以内に必ずどこかの部活に所属しないと退学処分になるから。気をつけてほしいりゅい！」

　ふむふむ、それは確かに注意しないと取り返しのつかないことになるよね……って、ええっ!?

「退学は厳しすぎでしょ!?　そこそんなに厳しくする必要なくない!?　うぐっ、なんか苦しい！　苦しいよ!?　校こう則そくの締め付けがキツすぎて呼吸困難になりそうなんですけど！」

　ぐええ、と苦しむ真ま似ねをしながら訴える。私の知る限りは退学処分ってそんなに簡単に処されるようなものではなかったはずだ。

　ようやく進学できたっていうのに、せっかく手に入れた念願の女子高生というブランドをみすみす失うなんて考えられない。

　女子高生なら許ゆるされることっていうのが、世の中には意外とたくさんあるって思うのだ。

　例えば満員電車の中でギュウギュウ詰めにされ、意図せず美人ＯＬさん、詳しくいうと気が強そうに見えて実は弱い一面も持ち合わせているというギャップが萌もえポイントの天使系オフィスレディーさんの胸に顔を埋うずめてしまっても、叫ばれるどころか、

「あ、女子高生ね！　それなら全然さっぱりイヤじゃないしむしろ女の子同士で心強いからもっと傍そばにきてほしいな！」

　と胸元に顔を押し付けてくれるはずだ。そうだと信じてやまないのだ。

　想像するだけで女子高生らしからぬヨダレが出てしまいそうだ。

　例えば私が突然ギターを始めたとして、初心者丸出しのショボイ演奏をしているところを撮影して動画を投稿したとしても、

「女子高生か、イイネ！」「もっと短いスカートでよろ」「笑顔が素敵ですねぇ」「主さんどこの高校？　友達になりたいっす～」「次に期待！」

　とかの優しいけれどもギター演奏には無関係の、欲望丸出しの生ぬるいコメントがたくさんされるはずだ。どれだけ下手でも女子高生であるというその一点のみで、ゴリ押しで許されてしまうはずなのだ。

　例えば私が突然ネットの生放送デビューし、内容が全くない上に笑いどころ皆無の雑談（ただしカメラで自分の顔は写している）を始めたとしても、

「初見です、ＪＫと聞いてコミュ入りました！」「かわいいね！　どこ住み？　会えない？」「８８８８８８８８８」「オシャレですね。立ち上がって全身カメラで写してみて！　できたら嘗なめ回まわすように写してみて！」

　とかのコメントが女子高生という立場と肩書きだけでアホなほどてんこもりに、盛り盛りマシマシでついてしまうはずだ。

　これがもし女子高生というブランドがなければ、まして男子高校生だったら最後までコメントは０のまま、ただのマイクを通した寂しすぎる独り言として放送が終わり、枕を濡ぬらして眠るしかないはずだ────。

　ああ、考えるだけで退学処分の重みが肩にのしかかってくる……。

「エルナのイメージはあまりにも偏りすぎてるりゅい……」

　ビミィが心底呆あきれたように言うけれど、それくらい退学はイヤだし困るということを伝えたかったが脱線してしまっただけなのだ。

　それにしても、眼前で繰り広げられ続けている目を疑うような各部のパフォーマンスは留とどまるところを知らない。

　これは、今日ここで『ビックリ人間が大集結！』的なテレビ番組の収録でもあるのだろうか、と半ば本気で疑ってしまいそうになるよ……。

　ここまでどこを見ても衝撃の光景が広がっていると、目が回るようだった。

　他の新入生も同じように気け圧おされているだろうな、と周囲を見渡してみるけれど、ここまでわかりやすくビビっているのは私だけみたい。

　むしろ興奮気味にキラキラとした憧あこがれのまなざしを向けている新入生ばかりに見えるのはどういったことなのか。おかしいのは私!?　私なの!?

　基本的にはとても和やかに滞りなく執り行われているように見えるパーティー。

　しかし突然、その片隅から穏やかではない、押し殺したような声が響いた。

「どうしてそんな泣きそうな顔しちゃってんの？　これじゃまるで俺が悪いみたいになってるだろ？　なぁ？」

「ごめんなさいですごめんなさいです！　そんなつもりじゃないのです！」

　制服をラフすぎるくらいに着崩した金髪の男子が、その目の前で転倒でもしてしまったらしい新入生らしき男の子に面倒くさそうに詰め寄っていた。

　どうやら転んだ拍子に軽くぶつかった様子で、必要以上に謝り倒す男の子に金髪の男子が気分を害してしまったという構図らしい。

　そんなにたいしたいざこざとは思えないけれど、明るい雰囲気のパーティーに水を差しているのは間違いなかった。

「ああ、あれは美術部代表の九く頭ず竜りゆう君だね。さっきまで舞台に居たはずだけど……。尻しり餅もちをついてる子は、どこかで見た顔だけど新入生かな？」

　私が気にしていることを察して、シグレが丁寧に教えてくれる。

　美術部はわかるとして、代表っていうのはなんだろう。部長のようなものかな？

　それにしたって、こういうのはいけないって思う。小さい頃から変に正義感が強くて、ケンカは黙って見ていられない性分だった。それで失敗したこともたくさんあるけど、だからって大人ぶって見て見ぬフリをするなんてとてもじゃないけれど無理な相談だ。

　ふんす、と肩を怒らせて無言のまま歩き出す。子供を制するように止めようとするシグレの手は、うるさいというようについペチッと叩たたいてしまった。

「ほら、見てみろよ。お蔭かげ様さまで注目の的だ。もしかしてこういう展開がお望みだったのか？　女の子みたいなルーキーちゃん」

「違うのです！　ボクはただぶつかってしまったことを謝りたくて、それで……！」

　誰も面倒なことに首を突っ込みたくはないのだろう。ただ遠巻きに見ている生徒が増えるばかりで、事態の沈静化に手を貸そうという者はいないようだった。

　教師の姿は見当たらないし、自称講師のビミィもどうやら動く様子はなく、ただ興味深そうにぽけーっと見守っているだけ。見ようによっては上級生が新入生をイジメているようにも見える構図なのに！　と憤慨してしまう。

　両手を大きく広げて、スキップでその二人の間に割り込みながら、

「そこまで～！　ストップストップ！　そして～！　ステップステップ！」

　軽やかなステップで軽快に仲裁に入ってみた。こういう時でもどこか緊張感がないのは私の悪いところでもあって美点でもある、とよく言われていた。

　その狙ねらいがハマってかどうか、二人は一瞬言い合いをやめてじーっと視線を私に集中させる。

　仲裁に耳を貸したというよりは、なんだろうコイツとでも言いたげな訝いぶかしげな注目だった。そんな中、私はステップを踏むことをやめない。段々この場でのステップダンスが楽しくなってきた感も否めなかった。

「ふっ！　はっ！　ほいよっと！」

　沈黙の中、私のマヌケな掛け声だけが場を流れていく。

　シグレが他人のフリをしようと距離をとっていくのが見えるけど決してそれを責めることはできまい……。私もこのシチュエーションが一体なんなのか考えはじめているところなんだから！

　ヤバい新入生が入ってきたぜ……というニュアンスのどよめきの中、美術部代表だという九く頭ず竜りゆう先輩が疲れた風に口を開いた。

「……何がしたいんだ。で、言いたいことは？」

　声を抑えてはいるけれど、その苛いら立だちが伝わってくる。

　怖い、けどここで後には引けない……！

　正義感が強いとはいえ、運動神経がいいとはいえ女の子だ。そして乙女だ。いや天使だ（ちょっと調子にのって盛りすぎたと反省はしてる）。

　もしも暴力を振るわれたらどうしよう、と体が竦すくみそうになってしまう。

　ステップをやめて黙りこくってしまった私に向かって、嘆息して九頭竜先輩が言葉を発そうとしたその時。

「……その辺にしておいたら？」

　清廉な声が、空気を優しく震わせた。




　──振り向くと、そこには女神が立っていた……。

　というのは決して誇張した過大な表現でもなんでもなく、私にとっての憧あこがれであり、この学園を志望した理由のひとつである女性が凛りんと存在していた。

　清せい楚そにして可か憐れん。詩的に素敵。唯美的という無敵。艶あでやかな黒く長い髪はその毛先の先端まで瑞みず々みずしく存在感を示して、ふぁさっと揺れるたびに「これは法に触れないヤツ!?　触れるか触れないかの瀬戸際のヤツじゃないよね!?　合法のヤツだよね!?　大丈夫ね!?」と確認をとりたくなるような魅惑の香りを振りまいている。

　あまりの衝撃に言葉も発せないでいると、気のせいかもしれないが、その女神は私に向かって口だけで微笑ほほえんでくれたようにも見えた。

「……九く頭ず竜りゆうさん、そんなに荒れるようなことでもないでしょう？　かわいい新入生だもの。大目に見てあげて？」

　パンフレットで制服モデルとしてその御身を晒さらしていた麗しき女性は、姿だけではなくその声までも美しかった。天は二物を与えたというのか。

　上から物を言うのではなく、あくまでも対等に。諭すように対話しようとするその態度には、感服させられるものさえあった。

　振り返ると、自分の仲裁の仕方はなんだ。ステップて！　ダンスて！　意味不明だし勢い任せだし！　恥ずかしいとは思わないのかね!?　んん!?

　思わず脳内で直前の自分にキレてみたりもする。

「あ？　荒れてるって？　冗談。ちょっと構ってやってただけだろ？」

　九頭竜先輩は再び面倒くさそうな顔に戻って、途端に興味を失ったように立ち去ってしまった。

　怖がられているのか、その方向に立っている生徒達は一人残らず道を空けるように後ずさりをする。

　仕方ないわね、というように小さく嘆息して、女神はまだ尻しり餅もちをついたままだった男の子に立ち上がるよう促す。












　男の子は予想だにしない展開に目を白黒させて、そこでも、

「ありがとうです！　助かりましたです！」

　ペコペコという効果音が聞こえてきそうな極端な低姿勢でお礼を繰り返していた。

「九く頭ず竜りゆうさんはあんな見た目だからどうしても誤解されやすいんだけど、怖い人ではないの。嫌わないであげてね？」

　ほわああああああああ!!

　今頃になってテンションが上がってしまう。あの！　パンフレットの女神が！　あのあの！　同性だけど結婚したい女の子ランキング（私による独自調べ）で他を置き去りにしてダントツで一位を独走する彼女が！　あのあのあの！　写真で見たままの、劣化なし、フォトショップ補正なしの混じりっけなし一〇〇％の美しさのままで！

　現実に、ほっぺたをぎゅむっと強くつねっても目の前に、シグレに駆け寄ってパーン！　と頰ほおを叩たたいてみても夢から醒さめずに（なんでだい!?　と驚かれた）、赤ん坊が見たら泣き出すだろうなとリアルな想像ができてしまうくらいに目をしぱしぱと開閉させてみても幻のようにいなくなったりはしない。

　こんな風になりたい！　と憧あこがれた人が唐突に登場して、どうしようと思ったところを救ってくれて。その上どうやら錯覚でなければだけど私を認識してくれているのだ。

　言葉には出していないはずなのに顔には思いっきり興奮が出てしまっているらしく、

「……えっ？」

　女神は引いているようだった。

　ハァハァと息を荒くして大型犬のようにベロを出し、熱い視線を注いでいるのだから当然の反応なのかもしれなかった。我ながらとてもお淑しとやかな高校デビューを目指していたとは思えない姿。……だって、抑え切れないよこの想おもい！

「……今度あなたが目を付けたのはその子なの？」

　女神のそれは、誰に対しての言葉だろうか。

　その視線の先には、ビミィがふよふよと真剣な面持ちで浮いていた。

　……あれ？　もしかしなくても二人はお知り合い？　……ごほん。ビミィ、今までごめん。本当に色々とごめん。ビミィっていうネーミングからしてごめん。自分の中で定着しちゃってもう他の名前なんて許容できないけどそれはごめん。お願いだから紹介して！　土下座、いや土下寝でも土下ダンスでもなんでもするからどうにかして私と女神の出会いを素敵に演出してあげて！

　パチッ、パチチッ！

　あまりの勢いに風すら巻き起こりそうなウインクで合図をするけれど、ビミィが気付く様子はまるでなかった。

「今はまだなんとも言えないりゅい。ただ……」

「……ただ？」

　あわあわとアタフタするばかりの私を尻目に、二人だけの世界に入ってしまったような会話が継続されていた。

「星せい鎖さ。キミとは違うベクトルでの可能性が、この子にはあるのかもしれないりゅい」

「……そう」

　二人の会話内容は、全く頭に入ってこなかった。なにしろそれどころじゃないのだ。これは私の人生の歴史に残るであろう、後に書籍化されてもおかしくないような記念碑的な出会いであり、事件なのだから。

　何か話してるな～、ビミィはいつ私のことを紹介してくれるのかな～、というそわそわ感で頭の中は爆発寸前待ったなしの秒読み状態。

　故に、彼女が何事もなかったかのようにすたすたと歩き去ってしまった事実に気付いたのは、シグレの首を絞めながら、

「どうしよう!?　ねえどうしよう!?　私変じゃないかな!?　髪型とか表情とか口調とかなんだか色々変じゃないかな!?　大丈夫!?　大切な初対面このままで、ありのままの等身大の私でいっちゃって問題ないかな!?」

「ぐ……ぐるじいよ……！　こういう形の愛は求めていないよ！　もっとノーマルなやつを所望するよ！」

　それにエルナちゃんは普通に性格が変だよ髪型とか気にする以前の根本的なヤツだよ、と告げられて愕がく然ぜんとした後のこと。後の祭りとは正しくこのことだ。

「オーノー……」

　純日本人なのにもかかわらず、衝撃的すぎて思わず外人みたいなリアクションをとってしまう。

　けれど、私のことは認識してもらえたみたいだし初日としてはかなりの前進でしょう、と気を取り直すことにした。ポジティブ！　レッツポジティブシンキン！　イエア！

　……まだインチキ外人じみたアクションをとってしまう辺り、立ち直りきれてはいないのかもしれない。

　そんな私を、頭のおかしな人扱いすることもなく、九く頭ず竜りゆう先輩に絡まれていた男の子がぺこりと頭を下げて声をかけてくる。

「あの、ありがとうございました！　ボク、一年生の射い水みずアスヒっていいます。ミカグラ学園中等部からの持ち上がり組です……」

　青い髪に華きや奢しやすぎる体たい軀く。声は高めで弱々しくて、「ボク……本当は女の子なんです！」と告白されても納得できそうな女子力の高さ。

　ぐぬぬぬぬ、となるけど、彼に罪はない。

「ううん、結局助けるどころかなんか変なステップ踏んでただけだったし！　残念な子アピールに余念がないだけみたいになってたし！　あ、私は一宮いちのみやエルナ。同じ一年生だよ。よろしくっ！」

　あはは、と笑って手を差し出し、握手を求める。アスヒ君は照れたように躊躇ためらって何度か手を出したり引っ込めたりした末に、ようやく握手に応じてくれた。手もちっちゃくて細ッ！　そしてなにこのきめ細かい肌！　乙女!?　こやつ乙女ゲーのキャラなの!?　攻略待ちってこと!?　ねぇそうなの!?

　きゅんきゅんさせやがってからに！　と思ったものの、それは流石さすがに口には出さずに握手した手をブンブンと強く上下に振るだけに留とどめた。

「……？　よろしくですっ」

　困ったような、訝いぶかしげな表情をされてしまったけれどそれもまた萌もえるので良し！

　うむ、よかろう！　良しとしよう！

　ところで、実はずっと気になって仕方がなかったんだけど、

「ねね、アスヒ君の持ってるそれってなに？」

　この際だから聞いてみよう。男子にしては小柄な彼に、不釣合いな大きさのそれは、とにかく重たそうに見えていた。九く頭ず竜りゆう先輩にぶつかったのも、それでバランスを崩したせいなんじゃないかって思う。

「これは、天体望遠鏡なんです。ボク、中等部の頃からずっと天文部で……」

「あ、望遠鏡！　なるほど納得！　だからそんなに立派なんだね～！」

　ほうほう、と頷うなずきながらしげしげと眺めてみる。天体望遠鏡を見ているだけなのに、なぜかアスヒ君が真っ赤になって恥ずかしがっていた。

　それにしても、天文部……。きっと高校でも同じく天文部に入部するのだろう。

　運動部一筋だった私は一体何部に入るべきか……。

　全すべての部が不向きにさえ思えて、皆目見当もつかなかった。

「こ、この学園は街とは大分離れているし光が少ないから……屋上からはとても綺き麗れいに、驚くくらい鮮明に星々が見えるんです！　良かったら一宮さん……エルナさんも一度遊びにきてくださいっ」

　なにこの子カワイイ……！　上目遣い系男子！　星の話題になると途端に早口になるのが愛らしすぎる！　嚙かみそうで嚙まないのがもどかしすぎる！　一回苗みよう字じで呼んでから勇気を出して下の名前で呼んでみてくれるのもたまらんのですけど!?　うわーうわーこれはずるいカワイイよう……！

　悶もだえているのがバレないように上う手まいこと平静を装いながら言葉を返す。

「うん、一回見学に行きたいな！」

「はい！　それじゃあまたです！　あ、それと！」

「うん？」

　たたたっ、とシグレのところまで駆け寄って、感無量！　という面持ちで、

「漫画研究会代表の二にの宮みやシグレ先輩ですよね！　中等部の頃からずっと憧あこがれています！　あの、あの……それだけどうしても伝えたくて！」

　言うだけ言い切ってから丁寧にペコリと頭を下げて名残惜しげに離れていくアスヒ君。去り際まで一挙手一投足がラブリーだな、くそう。

　でも、最後のアレはなんだろう。恥ずかしながら私の見方が腐っているだけかな？　なんだか、ボーイズのラブ的な、特定の層が大歓喜！　的な空気を感じた気がするのは考えすぎかな……？

　そういう趣味はないつもりだけど、友達でそういうのが好きな子がいたから知識としてはあるのだ。

「ねえ、シグレって漫画研究会の代表……？　なの？　九く頭ず竜りゆう先輩もだけど、部長と代表って別物なの？」

「ボクは部長で、かつ代表だよ。そうだね、エルナちゃんにはまず、このミカグラ学園独特のシステム、部活対抗戦のことを説明していこうか」

「部活対抗戦？」

　耳慣れないワードだった。言葉からイメージするに、運動会的なイベントだろうか。

　でも、この学園は文化系の部活しかないっていうし……？

　考えれば考えるほど混乱しそうになってきたので、あきらめて説明の先を促す。

「じゃあ講師であるオイラが説明させてもらうりゅい！　ミカグラ学園では定期的に部活同士の対抗戦を開催して、その結果によって学内に存在する全部活のランク付けを行っているりゅい」

「対抗戦？　文化部同士でどうやって勝敗を決めるっていうの？　と思ったけど……」

　それは愚問だった。目の前でこの瞬間も依然展開されている新入生歓迎パーティーの様子を見たら一目瞭りよう然ぜん。頭痛がしてきそうで、思わず額を押さえてしまう。この学園は、普通なんかじゃないんだ……。

「文化系とはなんだったのか」と己の常識を問い正したくもなる。それぞれの部活毎ごとにそれっぽいアイテムを持ち、あっちでは殴り合い、こっちではビームらしきものを出し、そっちでは天変地異のように花が咲き乱れ、どっちを向いても非常識な光景が広がっていた。

　大抵のことは笑って受け入れる度量のある、自称特大の器を持つ私だけど、これに対応するのにはそれなりに時間がかかりそう……。

　そんな気持ちを知ってか知らずか、ビミィによる解説は続いていく。

「代表っていうのはその対抗戦に出場する、各部活から選出された選手だと思えばわかりやすいかな。部長さんとは別のものだりゅい！」

「そう！　だから部長で代表のボクはとても凄すごいってことなんだ。好きになってくれてもいいんだよ、エルナちゃん」

「……」

「好きになってくれてもいいんだよ、エルナちゃん！」

　気持ち悪いから無視しただけなのに、聞こえていないと思ったのかもう一度声のボリュームを上げて言い直してきた。もうどうしよう。法で裁いてくれないかな？　いっそ思い切って司法に委ねてみようかな……？

　全寮制だからこれからずっと顔を突き合わせて生活することになるだろうことを想像して、一気にげんなりする。何を勘違いしたのかウインクしてきた彼に、心の中で殺虫剤をぶちまけることで心を落ち着かせた。

「対抗戦にはいくつも種類があって、影響力がスペシャルなのは〝中間試戦〟と〝期末本戦〟だりゅい。それ以外に、学園が指定した組み合わせでの〝単発対抗戦〟や、一年生限定の〝ルーキー戦〟なんかもあるりゅい。それによって変動した各部のランクによって、寮の部屋割りや食事、学園生活における様々な事柄に強く影響を及ぼすりゅい！」

「ランキング上位の強い部に所属していればそれだけで寮の部屋が広くて綺き麗れいなところを優遇して与えられるし、食事だって豪華になるんだよ！」

　ここが面白いところだ、と共通認識している部分のようで、二人は間髪いれずに畳み掛けてきた。

「はー！　イメージが全然追いつかないけどなんだか凄いね！　でもお祭りみたいで楽しそう！」

　ただ勉強するだけじゃない。刺激があって、退屈とか単調なんてワードとは程遠い学園生活が約束されていると言えるだろうか。

　でも、でもだ。……そういうのはパンフレットに載せておいてほしかった！　そうでなくても、試験の時に事前に教えておいてほしかったよ!!

　事前に普通じゃないのがわかったところで、結局このおかしな学園を選んでしまっていたような気もしないでもないけど、ね。

　やっぱり私の器はとんでもなくビッグらしい。こんなファンタジーすぎる、夢のような状況になんとなく順応しつつあるらしいことに驚きを隠しきれない。

　こういうこともあるよね、と思っている自分と、いやいやこんなことねえよ!?　と否定しているもう一方の自分がいて……。

　前者が力技で押し勝つのも、時間の問題だろうなと容易に想像できた。でもそんな自分、嫌いじゃないぜ……？

　でも、話を聞いてると、どの部活に入るかってかなり重要じゃない？　それで学園生活の快適さって全然変わってくるし。

　その考えを読んだのかどうか、

「パーティーに出ていないところもあるから全すべてじゃないけど、今この場にいる部活の代表を紹介するりゅい～」

　ビミィが気の利いたことを言いだしてくれる。なかなかやる生物だ。

「お願い！　じゃあまず、さっきから気になってたあそこで大きな筆をブンブン振り回してるのは……？　むしろ振り回されている感が強いあの小さな子は……？」

　一際背の小さな、袴はかま姿すがたで目のパッチリ大きな黒髪ロリ少女。大きな筆で相手を殴り倒すべく振り回しているのに、その掛け声は、

「やあー！　ふんにゃあー！　なにとぞー！」

　なんとも気合いの抜けた、可愛かわいらしすぎるもの。なんか何なに卒とぞ、って言っちゃってるけど、絶対掛け声としておかしいよね……？

　それでも必死なその姿は抱き締めたくなるくらいで、大きなお友達（シグレとかシグレとかね）にはたまらないであろう無意識の愛あい嬌きようを振ふり撒まいていた。

「あの子は書道部代表の八や坂さかひみ。ああ見えて二年生で書道部の先頭に立つ優等生なんだりゅい！」

「うへへ……たまらん……。って二年生!?　あの体型で!?」

　どう見ても私と同じ新入生か、もっと言うなら中等部の生徒にしか見えないくらいに幼かった。

　それでも、華麗な足捌さばきと、見た目からは想像もつかないパワフルな筆使いは流石さすが代表、という貫かん禄ろくがある。筆の使い方、絶対間違ってるけども。

「書道部は筆で戦うのね。なるほど、ちょっと納得……」

　部活同士で対抗戦、と聞いてもピンと来ないけれど、こうして見ると意外にシンプルなのかもしれないと思った。

　……はっ、もう早速この環境に適応してるというの私!?　これなら、いきなりオンラインＲＰＧの中に閉じ込められたとしても生きていけそうかもしれない。

　二刀流で剣を持ち、無む闇やみやたらと布地の少ないＲＰＧ的すぎる軽けい鎧がいを着て乱舞する妄想をしながら、書道部代表のひみちゃんを眺める。

「はぁ～……。かわゆい……。誘拐したいよう……」

「邪よこしまな気持ちがダダ漏れりゅい!?」

　ダメだ。思わず声に出てしまっていたらしい。こんなにラブリーならきっとそれを産んでくれたお母様も可愛らしいんだろうな。

　きっと顔や声もそっくりで、親娘おやこというよりは姉妹のような二人なんだろうな。

「ああ、誘拐した後に身代金交渉までこぎつけて、娘を心配して涙目のひみママが見たいよう……」

　ぎょっとした様子でシグレが、

「あの、何を言ってるの、エルナちゃん……？」

「想像するだけなら犯罪じゃないでしょ!?　想像の世界では私が神様でしょ!?　誘拐くらい好きにさせてよ!!」

「そ、そうだね……。うん、わかったよ……」

　必死にまくし立てる私を「いつ病院に連れていこうか……？」みたいな顔で見ている。長い付き合いなのにシグレはわかってないな。このモードに入った私を病院に引っ張っていったところでムダなのに！　病院に行ったら、今度はそれこそひみちゃんが看護師さんになった想像が捗はかどるだけだ。ミニスカ姿のドジっ娘こ看護師にクラスチェンジされるだけだ。私が女医になって、ミスをしたひみちゃんにお仕置きをするストーリーが頭の中で展開されてしまうだけだ。もうこうなったら誰にも止めることなどできやしないのだ！

「つ、次の代表者を紹介していくりゅい！」

「ちょっと待って、今大事なとこだから。これから聴診器当てようとしてるところだから」

「もう病院妄想にシフトしてるりゅい!?　しかもまた犯罪臭満載の充実した内容!?」

　恥じらうひみちゃんかわいいよ……！　悪いところがないか診るだけだからね、目を閉じてたらすぐ終わるからね、はぁはぁ……！

　体型とはミスマッチに育った胸に、ジワジワと手が伸びていく。あともう少し！　もうちょっとでやわらかな山の麓ふもとまで辿たどりつく、という大事なところで、

「あーあー!!　次は演劇部だりゅい！　代表は二年の赤あか間ま遊ゆう兎と。大所帯の演劇部のエースだけあって、その実力は確か！」

　妄想をかき消すように大声で紹介を再開されてしまった。ちぇっ、いいところだったのにな。ひみ登山への挑戦はまた今度、お預けだ。

「演劇部か～！　死神の鎌かまみたいなのを持ってるように見えるんだけど、何あれカッコイイ……！　私もアレ持ちたい……！」

　とにかく中二病心をくすぐってやまない、たまらない魅力を放つ武器だった。あれを持って、「オマエの命日は、次の流星群が降る日までだ……！」とか言いたい。

　キリッとしたキメ顔で言い切りたい。

　それで相手から「流星群ていつ降るの!?　単発の流星ならセーフ!?　その流れ星にお願いごとしてもアウト!?　っていうか俺の命日わかりにくいな!?」みたいなツッコミを受けたい。いや、今はそんなことはいいんだ。

　目を引く特徴的な豹ひよう柄がらの帽子には、やはり豹ひようがモチーフなのか耳までついていて、格かつ好こいいのに愛あい嬌きようのある、人好きのしそうな不思議な雰囲気を纏まとっていた。

　垂れ下がった前髪で左目が隠れ、表に出ている右目で探るように挑戦的に新入生を見回している。

「やー、今年はなかなか面白そうな子達が入ってきてるね！　ま、俺に代わって舞台の主演を張れる的な逸材まではなかなかいないだろうけどねー」

「赤あか間まはなんでも演劇中心で考えすぎだから。じゃあ今度は女の子主役の台本にしようか？　そしたら主演の座から赤間を引きずりおろすことが……」

「俺、うまくやれば女装しても結構見れる的な感じに仕上がると思うぜ……？」

「そこまでするかね!?　たまにはスポットライトの中心を譲ってよ他の部員にさ！」

　彼の周りは笑い声が絶えず、囲むようにしている同じ演劇部の部員と仲良さそうに会話していた。

　動物をモチーフにした服を着ている男子女子が思い思いに奔放に行動している。

　演劇部らしいというか、とても個性的な集団。それを見やって、シグレが教えてくれる。

「演劇部に入ると、必ず役割が与えられるんだ。彼らはそれに沿った着こなしをしているってことだね」

「へー、だからかー。犬とか牛っぽい格好の人もいるもんね。もしシグレが演劇部だったら、きっと役はエロガッパだよね」

「そんな動物いないですよね!?　百歩、いやもっと長距離を全力で走破して譲ってエロを取り外してもらってもカッパだけど、そんなイメージも失礼だよね!?」

　親指をグッと立てて、心配いらないよというように、

「いいお皿、見つけてきてあげるからねっ！」

「ちょっと！　いらないから！」

　親切心を押し付けてみたら即断られてしまった。

　そんなに嫌がらなくてもいいじゃないか、カッパはそんなに悪いやつじゃないぞ！　知らないけど！

　割と似合いそうなのにな、カッパ……。じゃないやエロガッパ……。恨みがましく見ていたら、ぷいっと視線を逸そらされてしまう。むう。

「それにしても、演劇部代表の赤間遊ゆう兎と君。さっきからめっちゃ私のこと見てる気がするけど気のせいかな……？　コイツは一ひと目め惚ぼれされたかなあ？　青春はじまったかな……？　でも困る、困ります私には女神という人が!!」

「気のせいだと思うりゅい」

「完かん璧ぺきに気のせいだよ」

　……はい。

　そんな、二人で声を合わせて言わなくたっていいと思うんだ……。

『ばーか』

　赤間君も、そんな風に唇を動かしたような気がした。それさえも、お得意の気のせいなのかもしれなかったけど。

「お次は、華道部代表の二年生、湊みなと川がわ貞さだ松まつ。摑つかみどころがなさそうに見えて、実際本当に摑みどころがない子だりゅい！」

「なにその紹介……。華道部ね～。私には縁のなさそうな部活だよね」

　小学生の頃、通学路に生えていた野花を片っ端から口にして食べられるか食べられないかだけで『綺き麗れいな花』『そうでない花』と判断を下していた私にとって、花は今でも非常時の食料としてしか認識ができないのだ。

　ちなみに、数日置きにお腹なかを壊していたのはそのせいだったんだな、と成長した今ならわかる。クラスメイトに「この花おいしいよ！　ごちそうだよ！　お父さんの給料日の後にしか食べることが許ゆるされないクラスのやつだよ！　奢おごるから一緒に食べようよ～」と勧めても苦笑いされるだけだった過去を思い出す。

　その辺りに生えていた花を我が物顔で「奢るよ」と言い放っていた当時の私って、一体どんな立場だったの……。地主気取りだったとでもいうの……？

　こんな私が華道部に入っていいはずがない。

「ほら見て！　湊川君は草花を自在に咲かせて操ることができるのりゅい！」

「うわぁ……！」

　彼が無表情のままで虚空に手をやると、それまで何もなかった空間に草が出現し、花が咲き乱れる。これでどう戦うのかは予想もできないけれど、華麗すぎる見事な技だった。

「……うん」

　湊川君はこんなもんかな、と納得したように一人で頷うなずいてから、その花々を椅い子すにしてストンと腰掛けていた。

「えっ!?　座るために出したの今の!?　草花に対する扱いってそういうのでいいの!?」

　なんだか勝手に裏切られたような気分になってしまった。花を食べて生きてきた私にだけは絶対言われたくないだろうけど、植物に尊敬の念を持とうよ！　愛し愛されて生きようよ!?

「……独特な子だけど、決して悪い子ではないりゅい」

　華道部を代表するのが果たしてこの人でいいのかな、と傍はたから見ていると思ってしまうけど、対抗戦で強ければＯＫなんだろうか……？

　花の上に座るだけでは留とどまらずに、今にもよっこいしょと寝転んでしまいそうな勢いの彼を見ながら考え込んでしまう。

　演劇部とは違い、周囲に他の部員らしき人影はさっぱり存在しない。花に囲まれてはいるけれど、一人ぼんやりと佇たたずむその姿はどこか寂しそうにも見えた。

「ふーむぅ……」

　と思いきや、模擬戦を終えたらしい書道部の八や坂さかひみちゃんがその背後からコソコソと忍び寄って、

「わっ！　どっか～ん！　わーい、湊みなと川がわちゃんビックリしたー？　ねえねえ、心臓飛び出ちゃったー!?」

　可愛かわいらしいアクションで驚かせていた。

　湊川君は微動だにせず、なんだろう？　と平和そうにひみちゃんを見ている。

「……ビックリした。……心臓は飛び出てないみたい」

「それでビックリしたの～!?　わかりにくいよっ！　心臓が飛び出たかどうかも、わざわざ心音確かめてから答えなくてもさー!?」

「……そう？」

　まったりとした和みまくりの、マイナスイオンが出まくっているやり取りだった。

　……和服同士、仲がいいのかなぁ？

「そしてそして、いよいよ登場！　お待ちかね！　よってらっしゃい見てらっしゃい！　拍手喝かつ采さい、噂うわさの鬼才！　漫画研究会代表の二にの宮みやシグレ。黒くろ縁ぶち眼鏡めがねがチャームポイントの、エルナちゃん自慢の従兄いとこだよ！」

　シグレが突然ポーズを決めて自己紹介を始めていた。誰も聞いちゃいないのに唐突に始めていた。一切合切求められていないのに披露しだしていた。

「……自慢の従兄どころか我慢の従兄だよ……。耐え忍ぶことしかできないよ……。できたら僅わずかに繫つながっている血縁を捨て去りたいよっ……」

「血縁をなくして結ばれたい!?　従兄でも結婚はできるけど他人として恋してみたかった!?　うんうん、わかるわかるよその気持ち」

　鬼のようなポジティブさだった。こういうところがちょっと自分と似ているようで更に嫌だ……！

　でも、こんなんでも代表なのだ。悲しいことに漫画研究会を背負って立つ存在であるのは確かなのだ。こんなのに背負われてしまっていいんだろうか、と他人事ながら心配になる。その船、立派に見えてるかもしれないけど錯覚ですよ！　ちょっと体重かけたら簡単に沈むやつですよ!?　と叫びたくなる。

　ただ、遠巻きに見ている生徒達の視線でシグレの立場を実感してしまう。

　だって、みんなどこか憧あこがれるような、まるで小さな子供がヒーローを見るような目でシグレを見ているのだ。騙だまされないで！　お願いだからみんな冷静になって目を覚まして!?　こんなヒーローでいいの!?　小学生の頃に私の宿題を手伝ってくれたと思ったら、『将来の夢』がテーマの作文で「シグレのお嫁さんになりますぅ！　うふっ！」と気持ちの悪い文体で夢を捏ねつ造ぞうしてくれたようなヤツよ!?

　結局作文の字が思いっきり私の書くような文字じゃなかったせいで先生にバレてこっぴどく怒られたし。涙ながらに抗議した時のシグレの「てへぺろ！」を思い出すだけで頭の中が沸騰しちゃいそうになるよ……。

　漫画研究会だけには入るまい、と静かに心に誓う。

　他にもたくさん選択肢になる部活はあるのだ、うん。

「後は……エルナもちょっと顔を合わせたけど。美術部代表の九く頭ず竜りゆう京きよう摩ま、彼は三年生だりゅい！　さっきは気が立ってたみたいだけど、誰彼構わずケンカを売るようなタイプではないりゅい」

「へえー、今思えば絵の具が制服にたくさんついてたもんね。美術部かぁ……」

　自慢じゃないけど、画力にはちょっと自信があった。「私、絵上う手まいですけど？」みたいな顔をしてお日様の下をのっしのっしとノシ歩いてきた。（誤解だ。ノットダジャレだ！）

　多分感覚で生きているので、芸術方面には強いのだ。幼稚園の頃に賞をとったこともある。過去の栄光もいいところで、事あるごとに得意げに吹ふい聴ちようしてはウザがられている。

　でも、美術部は選択肢のひとつに入れてみてもいいかもしれない。

「あ、そういえば思い出したけど、さっき挨あい拶さつしてたエルナと同じ新入生の彼も、中等部では有名な子だよ。きっとすぐに天文部の代表になってくるんじゃないかな」

　シグレが指しているのは、射い水みずアスヒ君のことだろう。

　そんな優等生だったなんて。だから九頭竜先輩もあんな反応だったりしたのかな？

　けど、ミカグラ学園は中等部からこんなシステムなのね……。

　中等部からの持ち上がり組と高校からの外部受験組とでだいぶ温度差がありそうだな、と思う。うまく馴な染じめるかどうか心配になるような繊細な性格はしてないけど。

「どう？　これがエルナがこれから三年間生活をする場所。私立ミカグラ学園りゅい！」

　確かに、最初はびっくりもしたし騙だまされた!?　ってあせったりもした。シグレに対しての殺意が芽生えたりもした。

「危なく前科がつく寸前までは行った」

「そんなにかい!?　ヤンデレ的な!?　それはそれで嬉うれしいかも……」

　シグレがオーバーに反応するけれど相手にしてやらない。

　でも、こうやって色んな人を見て、空気を感じていると……。

　不思議だけどそんなファーストインプレッションは全すべてかき消されてしまった。

「これはこれで、楽しげなスクールライフが待ってそうじゃん？」

　これからのことを考えて、自然に笑顔がこぼれてしまう。

　だって、こんなの絶対に退屈するわけないじゃない？

　単調な、ただ授業を受けるだけのルーチンワークみたいな毎日を送るよりはよっぽど素敵に思える。

　まるで私のための学園みたい、というのは言い過ぎかもしれないけど、本当にそんな風にさえ感じられた。

　肩に乗っているビミィを軽く撫なでて、「よし！」と気合を入れる。

　新入生歓迎パーティーはどうもそろそろ終わりのようで、新入生達は入学式で配布されたらしい紙を持ってそれぞれの部屋がある寮へと思い思いに歩いていく。

「エルナちゃんの分は貰もらっておいたよ、はい」

「助かった～！　実はいきなり心細くなってたよ！　ひっそりと野宿も覚悟したよ！」

　ビミィを無む理り矢や理り枕にしてその辺りで寝るハメになるかもと内心ドキドキしていた。

　でもキャンプみたいでちょっとテンション上がるぅ！　フゥー！　とか思ってた。

　シグレが手渡してくれたのは、学園の広い敷地に寮の場所を示した地図。全寮制だけあって寮の建物の数が半端じゃないし、当てずっぽうで片っ端から回ってみてもとても正解には辿たどりつけそうにない。

「それと、これも渡しておくよ。生徒全員に配布されるオリジナルの端末なんだ。携帯電話は持ち込み禁止だろう？　だからこの端末には学園の敷地内限定で使用できる通話の機能も備わっているんだ」

　スマートフォンのようでそうではない、見たことのない端末だった。ちょっと触ってみた感じ、よく意味のわからない機能は多数見受けられるものの直感的に操作できそうで説明書なんて見なくても使えてしまえそうではある。

　地図の機能も搭載しているようで、これがあれば迷子になることもなさそうだった。

　でも気になって仕方がないのは、

「なんでもうシグレの連絡先が登録されてるの!?　しかも削除しようとしてもパスワードを求められてできないし！」

「早速登録してロックしておいたよ。いやぁ、そんなお礼なんていらないよ」

『お兄ちゃん』という名前でシグレの通話番号が燦さん然ぜんと刻み込まれていた。

　お礼を言うどころかどちらかというとお礼参りをしてやりたかった。

　捨てたい……この端末は悲しいことに早速穢けがれてしまったから捨てたいよ……！

　思い切って全力で振りかぶり、ソフトボール部も兼部していた経験を生かして投球モーションを取るものの、

「くっ……」

　これがないと今後マズいのは私でもわかるので、どうにか踏みとどまらせる。

　シグレが満足そうにしているのが不服で仕方がなかった。

「この端末は学園生活の色々なことに使うから、肌身離さず持ち歩くように。あと、毎朝欠かさず愛のモーニングコールをするからね！」

「すんな───っ」

　きっとシグレのことだ。実際は朝に弱い私のことを思って言ってくれてるのだろうとは思うけど、なんで毎回こんなわざとらしくとってつけたみたいに気持ち悪い言い方をするんだろう。照れ隠しの一種なの？　ねえそうなの!?

　でも、まあいっか。結局のところいつだって最終的にはシグレに頼ることになるのだ。

　あんまり甘い顔をすると絵に描いたようにのぼせ上がってつけあがるからイヤだけど。

　何かあった時に一番親身になって力になってくれるのが、このおかしな従兄いとこなのは確かなんだから。

「うん？　エルナちゃんどうかした？」

「なんでもないっ！　じゃあ、私も早速寮に行ってみるよ～！」

　危ないところだ。シグレに精神的にデレているところを勘づかれたら速攻で式の日取りを相談されかねない。ちなみにドレスの寸法は以前知らない間に測られていた。自分でも把握していない指輪のサイズもなぜかシグレには知られている。二人の子供の名前案もノートで提出された。ノート五冊に渡る大長編だった。殆ほとんどミステリー大作だった。その場ですぐに破り捨ててやったけども。考えれば考えるほど、どういう親しん戚せきなの……？

　気をつけてね、と手を振るシグレにあっかんべー！　をして、不思議そうな顔をされてしまう。ふんっ、知らない！




　列を成している他の新入生に続くように、足早に歓迎パーティーの会場を出る。

　建物の外に出ると、眩まばゆいばかりの日差しの歓迎を受ける。あまりにも内容が濃すぎてだいぶ時間が経たったような気がしていたけど、まだ陽ひの落ちていない時刻だった。

　端末を見て、自分の部屋のある女子寮の場所を確認する。まだ敷地内の広さがイマイチ把握できていないのもあって、ここからどのくらいの距離があるのかさっぱりイメージできない。

「うーん、とりあえず歩いてみるしかないのかなぁ？」

「寮までは普通の女の子の足で歩いても十分もかからないりゅい！　だからエルナなら五分で余裕りゅい！」

「そっか！　じゃあ探検がてらのんびり散歩しながらいこーっと。……あの、私の足も普通の女の子のだから！　なんで通常より二倍のスピードがあるって想定なのかが理解できないんですけど!?　まだそんなに私のこと知らないでしょうよ！」

　というより、ビミィはいつまで着いてくるつもりなんだろうか。もしかして相当暇なんだろうか。講師って言ってるけど、窓際だろうか。煙たがられて窓際に追いやられてるやつだろうか。見た目で差別を受けてるんだろうか。そもそもこの微妙な姿形はなんだろうか。罰ゲームだろうか。一体前世でどんな大罪を犯したらこんなことになるんだろうか。神様は残ざん酷こくだ……。

「あの、ブツブツと声が漏れてるりゅい……。聞こえてますけど……？　思いっきりシークレットにしておいていただきたかった、永遠に心に秘めておいていただきたかった内容がオイラの耳元にクリティカルにお届けされちゃってますけど……？　ぜ、前世のオイラは何も悪いことしてないはずりゅい……」

　凹へこんでいた。目元がちょっと潤んでもいた。これは私が悪いかもしれない。

　罪悪感から、ビミィをしげしげと見回していいところ探しをしようと試みてみる。

　誰にだって褒ほめるべき点はあるのだ。ピンポイントでいいのならいくらだって褒めようはあるのだ。要は言い方の問題なのだ。かつて言葉の魔術師と呼ばれたこの私……自分にしか呼ばれたことはないけど、その私にかかれば造作もないこと！　お茶の子さいさい！　関係ないけどお茶の子さいさいって日常生活上でなかなか使うワードじゃないけどたまに言いたくなるよね。さいさいっ!!

「う～ん……」

「そ、そんなに見つめられたら照れちゃうりゅい」

　全身をくねくねとさせながら言われても。なんだろう、この感情……。殴りたい……？　殴りたいの私……？　今はダメ！　その時ではない！　と自らの拳こぶしを押さえ込みながら言い聞かせる。

　今はビミィを褒めてあげるタイミングだ。殴るのはそれが終わってからにしよう。

　結局後から殴るのかよ！　と思う向きもあろう。そこはもうアレだ。

　……アレってなんだ？

　それにしても、よくよく見ても褒めるところがない。全体の造形は猫の失敗作みたいな印象しかない……。

　しいていえば羽根!?　これはビミィならではのカワイイポイントって言っていいかも!?　こんなに小さくてなんでこれで空を飛べてるのか仕組みは本気で問いただしたいし問い詰めて追い詰めていきたいけど、褒められる唯一のポイントなんじゃない!?

　これだ、これしかない。ここからは私の言葉の選び方に全すべてがかかっていると言ってしまっても過言ではない。言葉の魔術師エルナちゃんのテクニックの見せ所だ。ＲＰＧでいうなら、持っているマジックポイントを全て消費する勢いで決めるべき場面だろう。

「あ、あの……その羽根とってもいいね……？　ビミィはオシャレ化け物だね……？　かなりハイレベルなオシャレモンスターだよね！　……ああ、これは決まった……」

「別の意味で決まってるりゅい！　オイラのハートにズガンと直撃！　失敬なっ、化け物でもモンスターでもないりゅい!!」

　狙ねらってないところに直球で抉えぐるように決まってしまっていた！

　ムダにマジックポイント使ったー！　っていうか元々のマジックポイントが思いのほか少なすぎて全て消費したところで大したことなさすぎた！　自分のポテンシャル高く見積もりすぎてた！　言葉の魔術師どころか言葉の遊び人だったー！　遊ばせすぎたー！

「オイラは問題……特別な生徒の専任講師だから、基本的には生活も共にすることになるりゅい！　だからケンカせず仲良くするりゅい！」

「今完全に問題児って言うところだったよね!?」

　まだ何もしてないのにどうしていきなりこんな扱い……。あれだろうか、生徒からは内容を窺うかがい知しることのできない幻のアイテム、内申書というやつだろうか。

　確かに、思えば担任教師とは色々なことがあった……。走馬灯のように蘇よみがえる、輝かしいあの日々の記憶。走馬灯のようには蘇っちゃいけない気もするけど、なんか死ぬ前みたいになっちゃうからニュアンスが大分違ってきちゃうんだけど、蘇ってきてしまうものは止めようがない。

　そんなこんなで、ビミィが私の担当に付いて回るというのには不承不承納得する。元より、一人でいるより誰かといた方が好きな性質だ。まるで苦にはならなそうだった。

「これでもうちょっとかわいかったらマスコットとして良かったんだけどなっ」

「……心が砕けそうなので聞かなかったことにするりゅい……」

　私の審美眼がおかしいだけなんだろうか？　周りを歩いているみんな一人ひとりに聞いてみたい。ビミィは果たして可愛かわいいのか否か!?

　でも、答えが出たら出たでビミィが再起不能になる恐れも孕はらんでいるのでやめておくことにしよう。私って優しい……。

　ふんふん、と鼻歌混じりで学園内を歩いていく。

　とにかく広すぎて、その果ては肉眼では確認できない。建物も数多く、校舎や寮が乱立しているだけではなく近未来的な形をしたショップまで存在している。敷地内だけで全すべての生活が賄えるようにということだろう。当然のように衣服や日用品も売られているし、映画館やアミューズメントパークらしきものまで見える。

「────すっご。学園っていうかこれはもう一つの都市だねー」

「買い物もさっき配られた端末でできるりゅい！　対抗戦の結果に応じてポイントが配布されるから、それでなんでも買えてしまうのだりゅい！」

「なにその夢みたいなシステム!?　超テンションあがるんですけど！」

　確かに店を覗のぞいてみると、それぞれの品物には値札の変わりに必要ポイント数が貼はられていた。高級な品物はもちろん高額ポイントが必要で、生活必需品は小額のポイントで買えるように設定されているようにみえた。うーん、よくできてる……。

　逆に言えば、対抗戦で勝てない部活に入ってしまったら貧乏生活を強いられるということでもある。あらまあ、弱肉強食すぎる学園ですこと……。

　山に囲まれるようにして存在する敷地は、それこそ緑豊かだけれど綺き麗れいに整えられている。パンフレット通りどころか、それ以上に魅力的な学園だった。

　現実からチョッキリと切り離されたような印象を受けるのは、さっきみたおかしな歓迎パーティーのせいだけではないだろう。

　まるで異世界に迷い込んでしまったかのような不思議な感覚。

　ゆったりと間隔を開けて建っているそれぞれの寮はどれも独特で奇抜なデザインをしていて、眺めているだけで飽きなそうだ。

　覚えてしまえば迷子にはならなそうな作りではあるけど、兎とにも角かくにも広いのでレンタルで電気で走るスノーボードのような乗り物を借りることもできるらしい。もちろん運転に免許もいらない素敵な学生向けタイプ。

「ただ、それを借りるのにもポイントが必要だりゅい」

「はぁ～、世知辛い学園だよ……」

　弱い部の部員は黙って歩けと言われているようなものだ。お前らゴミは徒歩で充分だと宣告されているようなものだ。（誰もそこまでは言ってない）

　でも、だからこそ頑張れるものなのかな？　対抗戦で熱くなれるようになってるのかな、とも思う。

　元より体育会系の私にはピッタリかもしれないけど、でも……、

「なんで文化部しか存在しないの!?」

「学園長の趣味……じゃなくて教育方針だりゅい！」

「教育方針と趣味って大分違うよ!?　趣味だとしたら一体どんな趣味のハゲなの？」

　学園長＝ハゲという、私の中での絶対的な方程式を前提としてイメージを浮かべてしまっていた。おとなしい子が好きなんだろうか？　でも文化部っていったってさっきのを見る限りみんな運動部よりもよっぽどアグレッシブでアクティブだったよね……。

　謎なぞは深まるばかりだった。





　　　＊






「着いた～！　ここがエルナの割り当てられた女子寮だりゅい！」

「わー！　なかなかご立派！　ちょっと中世のお城みたいじゃない!?」

　寮っぽい要素皆無の外観は、荘厳な城壁に囲まれた建築物。壁がやたらとしっかりしているのは女子寮だからセキュリティ的なことなのかな？

　こんなところに住める日がやってくるなんて！　と女の子っぽくときめいてしまう。周りにはハートマークが浮いていると思ってもらっていい。マンガ的な演出を想像してもらっていい。

　そのくらいに胸が高鳴っていたし、「全寮制～？　共同生活とかなんか汗臭そう～！」とバカにしてくれていたクラスメイト達に「ざまあみろ！」と伝えたい気持ちが溢あふれ出だしそうだった。

　汗臭いどころか高貴な香りすらしそうな建物だ。勝った。これは勝った！　勝利者の住むやつだ！　帰ったら絶対自慢する！　夜を徹して自慢の限りを尽くしてやる！

　鼻息荒くフンフンと興奮してしまう。さっきまで女の子っぽくときめいていたはずなのに台無しだ。

「じゃ、エルナの部屋まで案内するりゅい～」

　オートロックの入り口にピピッと端末を押し当て、開いたドアの中に当然のように入っていくビミィを、

「ちょっと待って……」

　ガッと摑つかんで呼び止める。その前に確認しておかなきゃならないことがあるんじゃないか？　まだ確かめていなかったことがあるんじゃないか？

　それを知っておかないと今後行動を共にするにあたって大いに差し支えがある。私も乙女だ。好きな食べ物はタン塩だけど乙女だ。バレンタインデーにはチョコを奪い取ってまわる追おい剝はぎと化すけれど乙女だ。夏になれば女子水泳部の着替えを覗のぞいたりもするけれど実は乙女なのだ。……乙女なのだ。（苦しくなってきた）

「ねぇ、ビミィってさ……好きなタイプの化け物はどんなの……？」

「なにその斬ざん新しんな質問!?」

　ストレートに聞くのもアレかもしれないので、こういうのは決して得意じゃないけど遠回しに聞いてみることにした。

　そう、私はビミィがオスなのかメスなのかが知りたいのだ！

　どんな化け物が好きか聞いてみて、その対象がオスかメスかで判断していこうという作戦だった。完かん璧ぺきすぎる……。我ながら天才的だった。何らかの賞を貰もらって然しかるべきだった。

「好きな化け物って。そんなの改めて考えたこともないりゅい……。どうでもいいっていうか、どんなのでもいいっていうか……」

「ええっ!?　どんなのでもイケちゃうタイプ!?　意外とフリーダムなのね!?」

　オスでもメスでもなんでもいいという衝撃的かつ大胆な告白だと受け取った。

　なんてこったい。こんな答えが返ってくるなんて思いもしなかったよ……。

　これからどんな顔をして付き合っていけばいいの……？

「何を困惑されてるのかさっぱりわからないけど、化け物かりゅい……。うーん、あえて言うならでかいのが好きかな？」

「えっ、下ネタ!?」

「エルナの言ってることがオイラには全く理解できないりゅい!!」

　食い違いがあるようなので、変化球はやめておいてストレートに聞いてみることにした。

　愕がく然ぜんとしたように、

「性別のことならそう言ってほしかったりゅい……。それに、好きなタイプの化け物を聞いて判断しようっていうのがまずおかしすぎるし……。オイラのこと今まで化け物扱いしてたりゅい……？」

　ショックを受けられてしまう。とても悲しそうだった。いくらなんでも化け物扱いはなかった。

「ごめんごめん！　化け物は違ったよね！　珍獣……？　いや珍味……？」

「全部おかしいりゅい!?　最後はもう食べ物扱い!?」

　マズそうだから食べはしないけど、と言おうとしたけど本気で泣かれそうなのでやめておいた。

「でも、ここから先は女子寮だよ？　いくら講師だからって、オスかメスかわからないと入っちゃダメかな～って思うんだよ」

「そういうこと……。オイラは見ての通り、立派なオスだりゅい！」

　……うん、どこをどう見ても全然わかんない。

　判断するにはやっぱりここしかないかと「やめて～!!」と赤面して嫌がるのを力で押さえて無む理り矢や理りひっくり返して下腹部を見てみても、シンボル的なものはついてない。どんなに目をこらしてみても見当たらない。声だけは確かにオスっぽいけど……うーん。

「でも、オスならやっぱり中には入っちゃダメなんじゃない？　いくら講師だからってそこはエチケットっていうか……」

　私がエチケットやマナーを語るのは違和感が尋常じゃないけど、そういうことを気にするキャラでは絶対ないけど、でもでもだって女子寮だよ。自分だけの問題じゃないのだ。

「大丈夫！　オイラも大人だりゅい！　生徒をおかしな目で見ることなんてないから安心してほしいりゅい～」

「大人ッ」

　確かに講師なんだからちゃんと大人なんだろうけど。なんだろうけど！

　どうしても納得いかないのは私だけなんだろうか……。大人って、大人になるって一体なんなんだろうか……？　思わず思春期みたいなことを考えてしまう。

　こんなちんちくりんな大人がいてたまるか！　みたいな気持ちが飛び出しそうで、でもどうにかこうにかバレないように持もち堪こたえているところだ。踏みとどまっているところだ。

「また失礼なこと考えてるりゅい……？」

　バレバレだった。筒抜けもいいところだった。どんだけ顔に考えてること出やすいの私……。

　寮の入り口でそんなやり取りをしていたら、

「やっほいほい！　先生、こんなところでなにしてるの？　不審者ごっこ？　化け物ごっこ～？」

「だから化け物じゃないりゅい！　……って、書道部代表のひみちゃんだりゅい」

　寮の中からぴょこん、と登場したのはさっき新入生歓迎パーティーで見たばかりのちっこい先輩。八や坂さかひみちゃんだ！

　うおお、と興奮が抑えきれない。なにこの先輩、やっぱり誘拐したい！　ビミィが不審者扱いされてたけどこれじゃ私の方が立派な不審者みたいになってるんですけど!?

　ぎゅむむっ。無意識に、反射的に抱き締めてしまう。挨あい拶さつよりも先に、自己紹介よりも早く。だって、こんなの我慢できるわけない……。

　新入生の分際で先輩を、しかも書道部代表という肩書きを持つ、学園内ではカリスマ的存在であろう八や坂さかひみちゃんを！

　ぎゅむむむむっ！　あまりの小動物感に、ついつい持ち上げてぬいぐるみのように抱き締めてしまう。これは罪にはならないタイプのやつだ。裁判にかけられたとしても、裁判官も「仕方ないよね～！」と笑って許ゆるしてくれる類のやつだ。私の中の神様が確かにそう判断しているのだ、うん。

「ぎゃああああ！　ぎゃわいいいい！　かわいいいい!!」

　自分の声帯からこんな絵に描いたような黄色い声が出るなんて思ってもいなかった。テレビを見ていると時折目にする光景の、空港で海外スターの到着に沸く女の子達の歓声。あれには視聴者としてドン引きしていたけど、今の私は多分あれよりも酷ひどい。視聴者というか、目撃者がビミィだけなのが幸いだった。

「ああ、なんて小さくて可愛かわいい……暮らす？　ひとつ屋根の下で？　ねえ？　毎日にんじんあげるよ？」












　ほっぺたをスリスリとこすりつけながら悶もだえていると、ひみちゃんはムスッとした様子で、「小さくないし！　身長１８０センチはあるし！　子供扱いしないでほしいな!!　どっちかというと巨人の部類に入るし!!」とわかりやすく見み栄えをはっていた。

　どう見ても１８０センチなんてあるわけないし、そもそも１８０センチで巨人扱いならこの世界は巨人が闊かつ歩ぽする恐ろしい場所ということになってしまう。

「それに一緒になんて暮らさないし～！　っていうか毎日にんじんあげるよ、って誘い文句は何!?　うさぎ扱い!?　ひみが野菜を食べない人種と知っての狼ろう藉ぜきか～!?」

　……聞きました奥さん？　自分のこと〝ひみ〟ですって！　高校生なのに！　先輩なのに！　一人称が！　ひみですって!!

　完全に天使でしょ……どうしよう……。この世に天使は存在したのだ……。もしかして野菜を食べないとこうなるの？　こんなに愛らしく育ってしまうの？　なら私もうこれから生涯野菜なんて食べないわ……。

「わかった、わかりました、先輩。いや、ひみちゃん」

「何がわかったの～!?　っていうかそろそろ放してってばもう！」

　言いながらイヤイヤと首を振る様子は、是非映像におさめて毎日寝る前に巨大スクリーンで視聴してからベッドに入りたいくらいに癒いやしレベルが高い。誰か！　誰かおらぬか!?カメラを持て！　今すぐに!!

「エルナ、そろそろ放してあげるりゅい。……しつこいと嫌われるよ？」

「……はいっ!!」

　ビミィに小声で諭され、ばばっと一瞬で解放してみせる。両手を上げて触ってませんアピールにも余念がない。（手遅れ感は否定できないけど）電車の中で痴漢に間違われないようにするためのポーズだ、といつかお父さんが教えてくれたやつだ。お父さん苦労して通勤してるんだね、とちょっと泣いた記憶がある。でもごめんお父さん。私、散々触った後にこのポーズとってる。せっかく教わったけど、多分完全に無意味……。っていうか一応女の子である私に痴漢に間違われないためのポーズ教えるって、お父さん一体私のことなんだと思ってたの……？

　でも、どんなに意味がなくたって触ってませんアピールは継続してみる。だってだって、ここで嫌われるわけにはいかないのだ。これからめくるめく恋物語が二人の間で展開されるかもしれないのに！　フラグをこんな最初からへし折るわけには！

「もう～！　思いっきり抱き締めるんだから。痛いよ～！　ちょこっと力持ちすぎない？　元力士～？」

「すまんですたい……！　って、こんな細い元力士がいてたまるかっ！」

「……エッ、軽い冗談だったのに思いっきり乗ってきた～！　ノリツッコミってやつだ～!?　先生、この子ヘンな子だねぇ！」

　……弄もてあそばれてる。私は今、小悪魔に弄ばれてる。だが悪くない、この感覚決して悪くはないよ!?　むしろ若干テンション上がるよ!?

「ひみちゃん、このヘンな子は新入生の一宮いちのみやエルナだりゅい。部活は未定のヘンな子だけど仲良くしてあげてほしいりゅい。ヘンな子だけど」

　何回ヘンな子って言うんだ。ビミィ、これまでの仕返しのつもりなのか調子に乗ってるな……？　でもひみちゃんの前で乱暴なことはできないし。ぐぬぬぅ……。

「エルナちゃんかぁ～！　ひみは八や坂さかひみ！　書道部だよ～。よろしくねっ、ヘンなエルナちゃん！」

「ヘンなじゃないけどよろしくひみちゃん！　仲良くしてね！　できれば必要以上に、周りに誤解されてもおかしくないレベルで、これでもかっていうくらい仲良くしてね!?」

　そんなつもりではないんだけど、ついつい鼻息を荒くしてしまう。いけない、これでは本当にヘンな子だと思われる。

「元気いいね、ヘンナちゃん！　で、ヘンナちゃんはこの寮に割り振られたの～？」

「ヘンナちゃんって!?　ヘンな子とエルナが早速混ざってますけど!?　しかも最も不要な〝ヘン〟っていうワードだけ丸ごと入って嫌なまとまり方をしちゃってますけども!?」

　呼ばれた感じの響きが悪くないのがなおさら嫌だった。それはそれで言いやすそうだし、呼ばれたらつい返事もしてしまいそうな勢いだった。

「ふふふ、冗談冗談だよ～♪」

　うむ。舌を出してからかう姿も、余裕を持っておいたはずの見積もりを大幅に上回って、想定を軽々と超えてラブリー！　八坂ひみ、死角なし！

　デデン！　と『死角なし』と特大の毛筆で書かれた書道の作品がひみの横に浮かんでいるようにさえ錯覚してしまう。

　はぁ～、この学園を選んで本当によかった！　シグレの存在でマイナスになっていたポイントをひみちゃんで早くも取り返しました！

　シグレが聞いたら泣き崩れてしまいそうなことを考えながら、再び抱き締めたくなる衝動を抑えてぷるぷると震える。

「ひみちゃん、エルナはどうやらこの寮に割り振られたみたいなんだりゅい」

　迂う闊かつに口を開いて失言だけはしまい、と黙り込んでいたら、ビミィが助け舟を出してくれた。

　ビミィが出す舟に乗るなんて癪しやくだけど、ここはグッと我慢だ。揺れのない素敵な航海にしてよ？　まさか泥舟じゃないでしょうね？

「そうなの！　じゃあひみが部屋まで案内するよ～！　ひみ達書道部の部員さんも今はこの寮に部屋があるからねっ！　仲間仲間～♪」

　ガンガンガンガンガン!!　船上から望遠鏡で宝島を発見！　繰り返す！　宝島を発見！

　冷静さを保つために、壁に頭突きを繰り返す。だめだ、うへへ。歓喜の表情を隠しきれない。このままじゃ気持ち悪がられちゃう！

「ヘルナちゃん何してるの……？　寮への挨あい拶さつみたいなことなの？　力士が土俵入りの際に四し股こを踏むみたいな？　寮への挨拶代わりなの？」

「名前そろそろちゃんと覚えてもらってもいいですかねぇ!?　惜しいところまではきてるんですけどね!?　あと随分しつこく力士で押してくるね!?　今のは土俵入りのアクションじゃないからね!?」

「ふ～ん」

「急に興味なくすのやめてもらっていいです!?　それと相撲じゃないんで！　その軍配を『ビミィ勝利！』みたいに上げるポーズもやめてもらっていいです!?」

　ビミィはビミィで、それを受けて「ごっつぁんです」的なポージングをしている。こいつ……。

「まあまあ。ひみちゃんが案内してくれるっていうんだから、お言葉に甘えるとするりゅい！」

　なぜか敗者に言葉をかけるように私の肩をぽむっ、と優しく叩たたいてくるのが実に腹立たしい。横綱気分かコイツ。……いや、力士じゃねえよ!?　相撲じゃねえよ!?

　うあああああ、と頭を抱えてしまいたくなる。私まで力士脳になってきているではないか。……えっ、力士脳ってなに？

「さっ、こっちだよ～。この寮の中はそれぞれの個室以外は土足でいいからね。ひみはたまに間違えて靴脱いで入っちゃうんだけどねっ、えへへ。入って入って～」

　ひみちゃんがパタパタと小走りで先導してくれる。ああ、なんて子犬ちっくなの……？

　素晴らしき、ああなんと素晴らしきかな！　先輩なのに、敬語を使うのがこの上なく苦手な私に対しても怒ったりなんてしないし！　むしろすっごいフレンドリーだし！　初対面で案内役まで買って出てくれるっていう天井知らずの途方もない優しさ！　あと体が小さいのに、袴はかまに隠れてしまってるけど意外とスタイルがいいのもギャップがたまらんね！（小声）

「エルナ、聞こえてるりゅい……。欲望丸出しの声が聞こえてしまってるりゅい……」

「うるさいよ、ほっといて。いいからあんたはおとなしくチャンコ鍋でも食べてなさい」

「相撲の流れまだ続いてたりゅい!?」

　ビミィとギャーギャー言い合っていると、寮の二階からひょこっと顔を出したひみちゃんに、

「お～い！　こっちこっち～だよ～」

　何してるのー？　と急せかされてしまう。ああ……毎日ひみちゃんに急かされたい。あの声で「早く起きて」と急かされたらいくら寝起きの悪い私でも一瞬で起床するだろう。なんなら「早く起……」の辺りでちょっと食い気味に反応して上半身を超高速で九〇度キッチリ起こして爽さわやかにおはようの挨あい拶さつをすることだろう。あの姿で「早くトイレ済ませて」と急せかされたら例え便秘だったとしてもそんなものなかったことになるだろう。多分、「早くトイ……」の辺りで既に乙女の悩みは解決され、気分良くトイレを出て行けることだろう。あの仕草で「早くして？」と急かされたらなんのことだかわからないままに「わん！」とだけ従順に吠ほえてしまうだろう。「三回まわってワン！」どころか百回くらい余計にまわって目を回し、わざとひみちゃんの膝ひざに倒れ込むことだろう。ああ……、ひみちゃんに急かされて生き、そして死んでいきたい……。はっ、何を言ってるんだ私!?　どこか遠いところに旅立ってしまってた気がするよ!?

「は、はーい！　待って、今行くよっ！」

　おかしな妄想の海に溺おぼれてトリップしかかっていたのを悟られないうちに、いつも返事だけはいいんだからと褒ほめられる元気な返事を返す。それにしても……。

　寮の内部を改めて見やる。外観もお城っぽかったけど、内装も劣らず豪ごう華か絢けん爛らんだった。学生寮とはとても思えない高さの天井は、スケールの大きさを感じさせる。

　入り口にいるせいか、結構な頻度で生徒が通りかかってビミィに丁寧に挨拶していくのが不思議な感覚だった。この生物、本当に講師として認められてるのね……。

　ひみちゃんにも先生って呼ばれてたし、散々バカにしてきたけどかなりマズかったんだろうか。やらかしてしまっただろうか。ビミィの顔を改めてしげしげと眺めてみる。

「どうかしたりゅい？」

「……うーん、やっぱり顔は微妙だよね？　神様はちょっとデザイン間違えたよね？　手元が狂った感あるよね？　福笑いみたいに目隠ししながら適当にやったよね!?」

「物もの凄すごく失礼だりゅい!?」

　んー、再確認した。これはバカにしてもいい種類のキャラだよ。今後もずっと扱いは変えないでいこう。何事も初心忘るべからずだよね。手のひら返しって良くないことだもんね！　ビミィ、どんまい！　でも、いくらなんでも重たい枷かせを背負いすぎだよ……。この容姿はヘビーだ……。あ、ヘビー……？

「ごめんごめん！　ヘビィ、ひみちゃんが呼んでるから早くいこ！」

「思いついたように突然の改名!?　ヘビィって、人生の難易度ヘビー級ってこと!?　それともまだ相撲の流れを引っ張って横綱級ってこと!?　そう言いたいのかりゅい!?　ようやく涙を吞のんでビミィっていう名前を受け入れかけていたところにこの仕打ち!?」

　流石さすがに本気で愕がく然ぜんとしているようだった。相撲のことを引っ張っているつもりはなかったのでそれは疑心暗鬼になりすぎだった。天丼ネタって恐ろしい。

　へなへなと力が抜け、自分で空を飛んでいく気もなくなってしまった様子のビミィを肩に乗せてなだめながら、寮の階段をゆっくりと上っていく。

　階段もやけに広く、人が一〇人は擦れ違えてしまいそうな幅がある。大勢の生徒が住まう寮とはいえ、どう考えても破格の待遇だ。

　私立だというのに入学金や学費も格安だったと母親が喜んでいたけど、こんな豪ごう奢しやな寮を建てるお金はどこから出てきたんだろう……？

　壁をぺちぺちと叩たたきながら、うーん……と考え込んでしまいそうになる。けれど、ひみちゃんが階段の上でおいでおいで、と手招きしているのを見て簡単に釣られてしまう。

「今行くよひみちゅわーん！　ちゅー！」

　だだだだッ！　と階段を駆け上がり、

「さ、ここがエルナちゃんの部屋だよ～！」

　そう告げられた場所は、本当にただの通路だった。なにしろ、階段を上がりきったばかりなのだ。どの部屋のドアだって開けてはいないし、どう見てもみんなの共有空間である廊下だった。

「……え？　……ええっ？」

　ひみちゃんは一体何を言ってるんだろう、と思う。通路の端には寝袋がポツンとふたつ置いてあって、そのうち一つには既に誰かが入っている様子でこんもりと膨らんでいた。

　あ、冗談!?　これも冗談ね!?　私ってばこんなのを真に受けちゃって恥ずかし！　だって寝袋まで置いてあるもんだから！　危ない危ない、もう少しでまんまと引っかかるところだったよ。

「おっけー、そういう冗談も交えつつね？　……っで、私の部屋ってどっちー？　二階にあるの？　それともまだ階段上がる？」

　一体何階まであるのだろうか、上階へと長く続く階段を見上げながら聞いてみる。

「冗談ってなんのこと？　ここだよ、ここが今日からエルナちゃんの暮らすお部屋」

　ひみちゃんは真顔で言って、ひとつだけ空いた寝袋を指差す。

「部屋？　……マイルームイズ寝袋？」

「イエス、ネブクーロだよ！　フゥ～！」

「学校から帰ってきたらこの寝袋の中で一日を振り返るっていうの？　あの、その日がどんなにいい日だったとしても死にたくなりそうなんだけど？」

「大丈夫だよ、その寝袋とってもあったかいから～！」

「体は温まっても心が思いっきり冷えていきそうなんですけど!?　……ほら見て！　現に既に中味のある寝袋が小刻みに震えてるから！　これ絶対中で泣いてるやつだから!!」

「帰りたいよう、お家うちに帰りたいよう……」という声がか細く寝袋の中から聞こえてくるのがわかった。

　どうしてこんな悲劇が起きてしまったの……？　新入生全員に課せられる試練みたいなものなの……？　それにしても過酷すぎる気がした。

「部活対抗戦の結果如何いかんで寮の部屋割りの優劣も決まることは聞いてないかな？」

　それは新入生歓迎パーティーの時にビミィが解説してくれて、インパクト特大だったのでまだよく覚えていた。

　仕組みとしては確かこうだ。定期的に開催される部活対抗戦の結果によって、学内の全文化部のランク付けが行われる。変動した各部のランクによって寮の部屋割りや食事などに強い影響を及ぼす、だったっけ。

「でも！　まだ今日入学したばっかりなのに!?」

　スタートはみんなここから、というわけではどうもなさそうなのだ。新入生らしき子達が楽しそうに綺き麗れいな部屋に荷物を運んでいくのが、今この場所からだって見えるのだから。

　憮ぶ然ぜんとする私に、ビミィが、

「エルナが遅刻するからりゅい！　基本的にはみんなもうさっきのパーティー中に部活を決めて入ってるから、それに応じた部屋が与えられるのりゅい！」

　途端に講師の顔になって戒めるように厳しい口調でツバを飛ばしてみせる。

「ミカグラ学園中等部からの子なんかはもう入る部活決めてる子が殆ほとんどだしね～。たぶん入学式当日の放課後の時点で無所属っていう方が少数派、相当レアだもん。ご覧の通り、まったくいないワケではないけどっ」

　そう言ってひみちゃんが指を差した先には、私のお仲間である中味入りの寝袋一体。どんな子だかわからないけど、なんだか不思議と仲良くなれそうな、そんな気がした……。

「なるほどね。部活無所属っていうだけで人間扱いされない学園かぁ……。でもでも、逆に言えばさっ！　部活に入れば寝袋生活もすぐに卒業で、部屋も与えられるってことだよね!?」

「ちなみに、無所属だと食事は一日に一食分しか支給されないりゅい」

「死んじゃうでしょ!?　ねえ人は食べないと死んじゃうでしょっ!?」

　無む茶ちや苦く茶ちやだった。理不尽なのにも限度がある。

　学園側はそんなにも部活に所属させたいんだろうか。

　ゆったり選ぶ時間くらいはいただきたい。

　あんまりにもあんまりな状況に絶望していると、ひみちゃんがツンツンと寝袋ちゃんを突いて外界に顔を出すように促していた。

「おっほ～い！　出ておいで～！　ひみのいる書道部に入らない～？　広い個室部屋と美お味いしいご飯とがキミを待ってるよん～♪」

　その甘美な誘惑の言葉に、寝袋ちゃんの小刻みな震えがピタリと止まっていた。もちろん私もピクリと反応する。

　書道部に入れてもらっちゃえば今日のうちに問題は解決してしまうということだもんね？　これってつまりそういうことだもんね!?

　書道なんて小学生の頃に授業でちょっとかじった経験しかない。確か、将来の夢を書いてきなさいという宿題で半紙いっぱいにデカデカと『埋蔵金発掘』と書いて先生に真っ赤なバツを付けられた記憶がある。

　子供らしい夢なのになんで！　と口を尖とがらせてブーブーと反発したら、「そういう問題じゃなくて単純に字がヘタクソだから」と華麗にぶった斬ぎられたんだった……。あれは非常に恥ずかしかった。

　そう、私はとても字が汚い!!　だがそれがなんだ！　何が悪いのかね！　これから向上していけばいいだけの話じゃないのか!?　字が汚いなら書道をやることによってグイグイ進化していくはずだ。才能という埋蔵金が見つかるかもしれないじゃないか！（ちょっと上う手まいこと言ったみたいな顔してる）

　そんな私を尻目に、寝袋ちゃんは、

「あ、あの。わたしなんかが書道部に入ってもいいんでしょうか？　未経験なんですけれど……」

　寝袋から這はい出でてきて弱気そうにアピールを始めていた。ピンク色の長い髪をツインテールならぬトリプルテールにまとめた、タレ目が印象的な薄幸そうな美少女。

「なんの！　私だって書道部入りたいし！　やる気だけなら誰にも負けない気概を持ってるし！」

　負けじと手を上げて入部希望の意思をウザいくらいに前面に押し出していく。ここで入部できないと今夜は寝袋だ。みんなの通行する通路で転がっている邪魔な寝袋だ。イジワルな子に「あーら、こんなところに寝ているだなんて気付かなくって！　ごめんなすってー!?」とスヤスヤと熟じゆく睡すいしているところを土足で踏みつけられるかもしれない。女の子の細い脚に踏まれる……ある意味嬉うれしい事件かもしれなかった。「あれれ？　これベンチじゃなくて人の入った寝袋だったようー！　ごめんね！」とわざとらしくベンチ代わりに腰掛けられるかもしれない。女の子に座られてキュートなお尻が密着……ある意味この上ないご褒美かもしれなかった。

　……って違う違う！　そんな屈辱的なことってないよ！　寝袋ダメ、絶対!!

「じゃあ二人とも、簡単な入部テストをするよ～。念ねんの為ための簡単なテストだから、心配しなくてもダイジョーブイブイっ！」

　筆と墨汁、それに半紙を置かれた。なんでも好きな文字を書けばいいということらしい。

「初心者でも全然おっけー！　ノー問題だよ！　書道は技術じゃなくてどれだけ心を込められるかみたいなところもあるからね～」

　にこにこと笑顔で説明してくれる。なるほど、そういうものなのか。なら私にもチャンスがありそうだ。気持ちを込めるのなんて寧むしろ得意分野とさえ言えよう。

　昔の私とは一味違うのだよ。

　ここでまた『埋蔵金発掘』なんて難しい字を無理に書こうものなら失格になるかもしれない。ここは文字として普段から一番書き慣れているモノを書いたらいいのだ。間違いない。

　さらさらさらーっと筆の赴くままに流麗に字を書かき綴つづってゆく。久々にやったけど書道も楽しいじゃない？　書道部、なかなか合ってるのかも！

　隣で筆を走らせる寝袋ちゃんの作品を横目でチラリと拝見してみる。

「素人にしてはよく書けてるけど、選んだ言葉があまりにも安易かな！　書道は心ってひみちゃんも言ってたし、もう少し思い切って自分を出してもいいって思うよねー」

「は、はぁ……」

　寝袋ちゃんも私の傑作を見て、困惑したように目を泳がせている。くふふ、もしやあまりのあからさまなレベルの違いに心が折れちゃったかな!?　ポキポキッといっちゃったかなー？

「できた～？　じゃあ寝袋ちゃんの作品から見ていくねっ！」

「はいっ、お願いしますっ……！」

　目をギュッと閉じて待つ様子はいじらしくてずっと見ていられそうな姿だった。

　女子っていい！　女の子バンザイ！　私も女の子だけども！

　ひみちゃんはふんふん、と鼻を鳴らして嬉うれしそうに作品を見ながら、

「『春』かぁ～！　定番だけど素敵な漢字だよね。時期的にも今まさにって感じ！　トメやハネも綺き麗れいだし、文句なく合格だよ～！」

　あっさりと合格が告げられていた。なんだ、そんなに入部基準は厳しくないのかもしれないな。念ねんの為ためのテストって言ってたし、形式上だけのことなのかも……？

「やったぁ！　ありがとうございます！　書道部の一員としてがんばっていきますっ！」

　寝袋ちゃんはすっかり大はしゃぎだ。ぴょこんぴょこんと小さく飛び跳ねて嬉しさを表現していた。ふふん、誰でも合格するテストとは知らずに………かわいいヤツめ。チューしちゃうぞ！

「ひみちゃん、次は私のだよ！　自信作だから早く見てみて!!」

「うん、りょ～かいっ！　どれどれ。えっ、……これって……？」

　予想外に達筆すぎてなかなか言葉が見つからないといったところだろうか。目を丸くしているひみちゃんを見てついついドヤ顔になってしまう。

「こ、これはなんて書いてあるりゅい……？」

　ビミィも衝撃を抑えきれないようだった。

　そんなにもショッキングな大作をこんなにも簡単に世に生み落としてしまうとは、私ってばなんて罪深い……。

「……あの、言いにくいんだけど……字が汚すぎてひみにも全然読めないよぉ……」

「わたしにもちょっと。これ文字なんですか？　思い切って自分を出した方がいいっておっしゃってましたけど、これがそうなんですか？　心に闇やみを飼ってるんですか？」

　寝袋ちゃん、意外と毒舌だったのね……。

「ぐちゃっとした線の集合体にしか見えないりゅい！」

　賞賛の嵐あらしが吹き荒れる予定が、散々な言われようだった。そんなバカな!?　芸術ってやっぱりなかなか伝わらないの!?　死後評価されるタイプのアーティストなの!?

「字が汚くたって魂で伝わるものがあるのが書道だって信じてたのに！」

「限度ってものがあるよ～。エルナちゃんは残念だけど不合格！　寝袋ちゃんは良かったら今日からでも書道部に来てほしいなっ」

　私だけが見事なまでに放置され、手をギュッと握にぎっての熱い勧誘が繰り広げられていた。こんな悲しい光景があっていいんだろうか……？

　間に割って入ることもできず、自分の書いた作品を手にただただ立ち尽くすのみ。ビミィだけが慰めるように傍そばにいてくれるけど、書道部所属になる二人とそれ以外、という線引きが明確になされてしまった空間の虚むなしさは尋常じゃない。

「じゃあ、正式な入部届けはあとでいいけど、とりあえず名前とクラスだけでも教えてくれるっ？　あ、忘れちゃうといけないから何か紙に書いてもらう方がいいよね。んーっと……じゃあこれに～」

「わかりました。寝袋ちゃんは卒業です！　わたしの苗みよう字じは花か袋たいなのでそう呼んでください。花の袋、って書くんですよ」

　言いながら、可愛かわいらしい丸文字で大きく名前を記入していた。

「寝袋ちゃんじゃなくてはなぶくろちゃんだった!?　なんか奇跡的にかなりのニアミスだけど突如として恐ろしく煌きらびやかになったよ!?」

　名前で印象ってこんなにも変わるなんて。輝いてみえる！　寝袋を華麗に脱ぎ捨てて書道部という安住の地を見つけた彼女が輝いてみえるよ！

　それに比べて私はどうだ。今夜はもそもそと一人寝袋に潜り込んで眠ることになりそうだった。唯一いた仲間は一足先に旅立っていってしまう……。こんなことならもっと違うことを書いたらよかった！　長すぎかもだけど、中学生時代に作文のテーマにしようとして怒られた『三十路みそじを受け入れて美魔女を目指しだす先生』にしておけばもっと文字に力が入ったかもしれないよ！

「どうせ書いたところで字が汚くて読めないんだし内容の問題じゃないりゅい。あと夜道は気をつけて歩かないといつかその先生に襲われても文句言えないって思うりゅい……」

　そうかもしれない。先生は一人でゲームをプレイする時、コンピュータの操るキャラに私の名前をつけた上でアバターも私の顔そっくりに作りこみ、強さを最弱に設定してから一晩中ボコボコにするのが習慣になっていると言っていた。

　なんて根暗なんだろう、だから結婚できないんだ！　と言いかけたらキッと睨にらまれ、次の土日は一歩も外に出ずにひたすら私の写真を貼はり付つけた自作のパンチングマシーンを叩たたき続けていたらしい……。

　今思えば直接的な行動を起こされなかっただけでも僥ぎよう倖こうだったのかもしれない。考えれば考えるほどに冷や汗をかいてしまうよ……。

「じゃあエルナちゃん！　ひみ達は行くけど、いい部活が見つかるといいね～？　困ったことがあったらなんでも言ってね？」

「今まさに最大級に困ってるんですけど!?　ここに一人取り残される以上の困りごとなんてそうそうないと思うんですけど!?」

　もしかしてご飯もここで食べるんだろうか。正座して食べるんだろうか。もし足がしびれても誰もそれに気付いて突っつきに来てはくれないのだろうか。「やーめーろーよぅー！」みたいなキャッキャとしたやり取りはできずに孤独に「足しびれたぁ……」とひたすら地味に苦しむことしか許ゆるされないのだろうか。そんなのってない！

「あはは、またまたぁ～！　エルナちゃんは最後まで冗談ばっかりだねっ！」

「冗談でもなんでもないよ！　マジなやつだよ！　最後までとか、もう会うことはないけど的なノリで言うのやめてもらっていいです!?」

　足早に立ち去ろうとする二人に立ちはだかるように両手を広げ、イヤイヤと首を振ってアピールする。

「あの……多分同じクラスだと思うので、また会いましょう？」

「花か袋たいちゃんの裏切り者ぉーっ！　自分だけ寝袋を脱ぎ捨てたからって爽さわやかな笑顔しちゃってさ！」

　ここに来た時は寝袋から顔も出さずに震えていたくせに、今はサナギから蝶ちようになったかのように様変わりしていた。「あら、まだ寝袋ですの？　わたしはとっくにベッドですけど？　えっと、寝袋って……ちょっとクサそう……？」と上から目線で見下されているような気がしてしまうのは被害妄想だろうか。

　気のせいか花袋ちゃんのタレ目がちょっと持ち上がっているようにも見えてしまう。人って簡単に変わるよ……。恐ろしいよ……。

　両手両足を精一杯広げているのに、悲しいかなこの寮の通路は広すぎた。二人が横をすり抜けていくのを止めることなんてできやしない。

「わたしの入ってた寝袋、いい具合に暖まっているので良かったら使ってもいいですよ？」

「そんな優しさいらないよ！　そんなことしたら余計に人肌恋しくなりそうだよ！　自分だけ行っちゃうなんてずるい！　裏切り者ーっ!!」

　情けない声だけが悲しく虚むなしく盛大に響き渡る。ひみちゃんはビミィに挨あい拶さつをして、花袋ちゃんはちょっとだけ申し訳なさそうな苦笑いをしながら歩き去っていってしまった。

　遠くから聞こえてくる楽しげな喧けん騒そうだけが、センチメンタルに鼓膜を揺らす。

　こ、こんなはずじゃなかった……。新入生歓迎パーティーでも口にしたそのセリフが、思わずもう一度飛び出しそうにもなる。

　だってそうじゃないか。誰が寮に入ることになって寝袋を与えられるって想像する？　これが部屋だぞって寝袋を指差されるってイメージする？　しないから！　どんなにネガティブな人だってここまでの地獄は想定できないはずだよ！

　決して綺き麗れいで広々とした個室が欲しいなんて高望みしてたわけじゃない。そんなワガママな子ではないつもりだ。あえて言うなら、できれば可愛かわいい子と相部屋になって桃色フィーバーＺな毎日を送りたいなんて思っていたりもしたけど、二段ベッドで私が上の段に寝て、相部屋の子がグッスリと寝静まったら上から寝顔を覗のぞき込こんで幸せな気分になろうなんて妄想していたりもしたけど、時には一緒にお風呂に入っちゃったりもして洗いっこしようなんて夢想していたりもしたけど、ただのジョークじゃないですか。言ってみればエルナンジョークじゃないですか……。

　まさかこんな仕打ちを受けるなんて……！　ポツンと置かれた寝袋にルパンダイブして嘆いてしまう。

「それじゃ、オイラは自分の部屋に戻るりゅい。明日の朝また起こしにくるりゅい」

「ちょっと!?　まさかビミィまで私を放置していく気なの？　いいモンスターだと思いはじめてたのに！　ちょっと人間に憧あこがれて良心の芽生えはじめた、倒したら低確率で起き上がって仲間になりたそうな目でこちらを見てくるタイプのモンスターだと思ってたのに!!」

「そろそろモンスター扱いはやめてもらっていいりゅいか!?　そんなエルナの良心こそ一刻も早く芽生えてほしいよ!?」

　どれだけ不毛な言い合いをして、どれほどビミィをいじり倒しただろうか。稀まれに通りかかる寮生も眉まゆをひそめるような子供じみたやり取りを繰り返してから、ビミィまで無情にもその場を去っていってしまった。

　ポツンとたった一人になって、制服がシワになるのも気にせずに寝袋の上で横になりながら高い天井を仰ぐ。ぎゃあぎゃあとバカみたいに不毛な言い争いのできる話し相手がいることは、とっても幸せなことだったんだなぁ……。

　家には家族がいた。自分の部屋はあったけれど、リビングで一緒になってワイワイしている時間が殆ほとんどだった。学校にいればいつも傍そばに友達がいた。割と男女問わず仲良くできてしまう性格だからか、クラスが変わっても毎回いつの間にか輪の中心になってしまっていた気がする。……考えてみれば眠るとき以外はいつだって誰かと一緒にいたんだ、私は。

　でも、たまにはこういうのもいいかもしれないなと思う。明日になってしまえばもう授業が始まるんだし、クラスメイトとも顔を合わせる。部活だって色々と見て回れるはずで。

　こんな不思議な学園なんだから、目まぐるしいくらいに賑にぎやかな日々が待ち構えているに違いないのだ。

　どんな友達ができるだろう？　どんな先生がいるだろう？　どんな授業があるんだろう？　想像の翼をちょっと広げてみるだけで、時間なんていくらだって過ぎてしまいそうだった。

　そんな風にしているうちに、窓の外の景色はすっかり日が落ちて暗くなってしまう。もぞもぞと寝袋に入り、ゆっくりと目を閉じる。

「ふぁーあ……。お腹なかすいたし……。シャワー浴びたいし……。でも何より……」




　────明日が来るのが楽しみでしょうがない！




　その夜は、長い夢を見たような気がした。中学校の頃の担任教師（二十七歳独身女性・自分からいくつに見えるか聞く癖に、年下に見られないと途端に俯うつむくタイプ。女子大生に間違われると一人で歌いながら踊るタイプ）が夢に現あらわれて、優しく背中を押してくれた。

「がんばれ。一宮いちのみやならきっとやれるさ」

「せ、先生……！」

「いい仲間に恵まれて、着実に経験値を積んで、たくさんの宝物を手に入れて……」

「はいっ……。はいっ……！」

「他人の家に無言で入っては勝手にタンスを開けて薬草を探し、不思議な種を飲んで１しかパラメータの上昇がないと舌打ちをし、可愛かわいらしい女の子キャラには布面積の少ない装備を着用させ……」

「突然雲行きが変わってきたよ!?　もしやＲＰＧか!?　いいこと言ってくれてるのかと思いきやそれＲＰＧの話か!?　そうなのか!?」

「とにかく！」

「……と、とにかくなんですか？」

「魔王はどうでもいいから世界のどこかにある若返りの薬を探してあたしの元に持ってくるがいい！　できるだけ早くだ！　手遅れになる前にだー！」

「なんの話なの!?　途中まで泣かされそうな空気だったのにどうしてこうなったのっ!?」

　夢の中でまで結局こんなんだった。もう卒業したというのに。最後に校舎を出るときには塩まで撒まかれたというのに。ああ、もう年齢の件は手遅れだって今すぐに電話してまくしたててやりたい。そんなことしたら部外者立ち入り厳禁のはずのミカグラ学園にまでどうにかして入りこんででもビンタしに来そうだけれど。

　でも、そのお陰なのかどうか。生まれて初めての寝袋での就寝にもかかわらず、一度も目を覚ますことなく笑顔で熟じゆく睡すいできていたみたいだった。

「うーんぅ……。エルフの里を征服して酒池肉林の天下無双の極楽浄土だよぉ……」

　ＲＰＧな夢の続きでも見ていたのか、欲望丸出しの寝言をかましてちょうど通りかかった寮生を「ひ、ひえええ!?」と恐怖のどん底に突き落としたりもしていたようだけど、それはそれで。




　ミカグラ学園入学初日は全く落ち着くことなく終始大騒ぎ、てんやわんやのうちに過ぎ去っていったのだった────。






第三楽章　スクールライフ・イン・寝袋









　激しく汗をかきながら、空を飛ぶビミィに先導され早朝の敷地内を結構な全力ダッシュで駆けてゆく。

「やー、実に爽さわやかな朝だね！　それにしても他の生徒の姿がみえないけどこれはあれかな？　今日もちょこーっと起きるのが遅かったかな？」

「ちょこっとどころじゃないりゅい！　もう始業のチャイムが秒読み態勢に入ってるりゅいー！」

　うん、そうだろうとは思った。だって本当に他に誰も登校中の生徒なんて影も形もさっぱりすっきり見当たらないのだ。

　逆に早起きしすぎたから誰もいないだけなんじゃ？　と現実逃避しそうになったけど、時計の針はただただ無慈悲に真実を突きつけてくる。

「あっ、この前時間を巻き戻す魔法覚えたんだよ！　それ使ってどうにかしよ？」

「まだ寝ぼけてＲＰＧっぽい夢の話してるりゅい!?　いい加減目を覚まして！　魔法なんてないんだりゅい！　ファンタジーと現実の違いを認識して、しっかりするんだりゅい！」

　ハッ、と一瞬我に返るけれど、よくよく考えてみるとファンタジー丸出しの姿をしているビミィに言われたところで全く説得力というものがなかった。だって、羽根あるし。空飛んでますし……。

　どうやら話を聞く限り、早めに起こしにきてくれてシャワールームまで誘導したり食堂に案内したりしてくれていたらしいんだけど……これが一切記憶にない。

　でも実際にお腹なかは膨れているし髪の毛もシャワー後のようでサッパリとしている。無意識のうちに、半分どころかほぼ全面的に眠りながら器用に朝のアレコレをこなしていたらしかった。凄すごいな私。その調子で苦手な授業も寝ている間にやっちゃってもらえないだろうか。

「むっ、ほっぺたに朝食の時についたと思われる付着物が残ってたよ!?　ぺろっ。こ、これは……レッドエリクサー……!?」

「だからＲＰＧ気分か!?　今舐なめたのは単なるケチャップだりゅい！　っていうかエリクサーってそんな味!?　なんだか夢が壊れるりゅい……。エルナの寝起きの悪さは筋金入りだね」

　大長編のゲームのような物語仕立ての夢を見ていたせいで、まだリアルとの境界が曖あい昧まいになっているみたいだった。うーん、どうにかして今夜寝る時にまた続きを見れないだろうか……セーブはしてなかっただろうか……とさえ考えてしまう。

　ぱんっ、と軽く頰ほおを叩たたいて目を覚ましてみる。青々と澄み渡った空には雲ひとつなく、そのせいかやけに太陽の存在感が強く感じられる。

　校舎の姿はとっくに視界に捉とらえているものの、あまりにも巨大な建物なので距離感が摑つかみ難にくかった。

　道は必要以上に美しく舗装されているので走りやすくはあるけど、それにしても広すぎる。学園の敷地内を移動するための、電気で地上を疾走するスノーボードのような乗り物を昨日見かけたのだけど、それをレンタルするのにもポイントが必要らしい。

　結局、どうにもこうにもまずは部活に所属しないことには何も始まらないのだ。

「はぁー……」

　小さく嘆息してから、あきらめて足を速める。夢の中で乗り回していた飛空挺ていがあれば一瞬なのにな、なんて思いつつ。まだまだＲＰＧな夢の残ざん滓しが残る朝。呆あきれ半分のビミィに急せかされて、全力でひた走り続けるのだった。




　始業のチャイムが鳴り響いたのは、どうにか講堂にギリギリで滑り込んだ瞬間だった。ずざざーっ！　と音を立てて駆け込んでくる私に、クラスメイトほぼ全員の視線が集中する。良くも悪くも注目を集めるのはこれまでの人生で慣れっこだったので、ゴホンと咳せき払ばらいして何事もなかったかのように着席してしまう。

　息を整えつつまず不思議に思ったのは、どう控えめに表現しても奇異に映る存在であるはずのビミィにみんなの視線が集まらないこと。

　とはいえ、母親のようにビミィの存在自体が見えていないわけではないようで、小さく目礼する子もいたり。当たり前のようにビミィを受け入れている状況が不自然に思えた。

「中等部からの持ち上がり組が大部分を占めるから、オイラみたいな講師を見るのが初めてっていう新入生は少ないんだと思うりゅい」

「あ、なるほど。そういうわけなんだねー」

　考えていることが顔に出てしまっていたのか、何も聞かないうちからビミィが親切に説明してくれた。

　そういえば、新入生歓迎パーティーで知り合った射い水みずアスヒ君もミカグラ学園中等部からだって言ってたっけ。中等部にも同じような部活対抗戦システムがあるみたいだし、私みたいな外部受験組の方が珍しいんだな。

　道理で入学試験も一人だったわけだ、と一人で納得する。

　遅刻間際に駆け込んできたことで浴びた視線も落ち着いたところで講堂をぐるりと眺めてみると、取り分け変わったところのないごく普通の学園のようにも見えた。

　制服ではなく部活のユニフォームらしき服を着ている生徒が結構な割合でいたり、どう見てもそれ授業にいらないでしょってアイテムを持ち込んでいるのも散見したり。あれらはきっと対抗戦で使うアイテムなんだろうか。なんともフリーダムな光景ではある。

　講堂は高校の教室というよりは、テレビドラマで見るような大学の授業風景的なスタイルのようで。

「席順も特に決まってないから、空いてる好きなところに座っていいんだりゅい」

「ほえー、自由だねぇ」

　席替えで一喜一憂するあのエンターテイメント感がないのは残念ではあったけど、もう高校生なのだ。そんな子供じみたイベントで「よっしゃああああ!!」とか絶叫するのはとっくに卒業したのだ。すっかりお姉さんなのだ。

「……お姉さんは寝起きの第一声が『お姫様全員と結婚できないんなら世界なんて絶対救ってやらないもんね！　べーっだ！』だったりはしないと思うりゅい……」

「ごめんって。それを言われたらさぁ……だってＲＰＧな夢の終わり際がそんなだったからさぁ……」

　どんな夢を見ていたかはっきりと思い出せるだけに、まことにお恥ずかしい限りだった。

　中等部からの友人同士で固まって着席しているのか、楽しげな会話があちらこちらから聞こえてくる。けれど、ビミィのような個人につくタイプの講師は他に見当たらないようだった。

　私、よっぽど問題児扱いされてるのかな……？　そんなに酷ひどいかなぁ……？　品行方正とか優等生なんて褒ほめられたことは確かに一度もないけど、昔から健康優良児だって言われるけどなぁ……？　あんまりよく意味はわかってないけど、優良って入ってるからいいヤツだよね!?　褒ほめられてるんだもんね!?

　こうまで特別扱いされると、うぐぐ……とちょっとだけ落ち込みそうにもなる。

　過去の行いについて懺ざん悔げしようと考えて、まずはどれからにしようと頭の中で星の数ほどある問題行動からピックアップしようと試みていたところで、自動ドアになっている入り口が音もなく開いてカツカツとハイヒールの音を立てて先生が登壇した。

「んん？　気のせいかな？　この先生どこかで見たような記憶が……」

「気のせいなんかじゃないよ。クルミ先生と会うのは三度目のはずりゅい！　昨日の朝も車で学園まで連れて来てくれたでしょ？」

　え？　えっ……？　ということはあの人なんだろうか。もしかしなくてもあの人がこのクラスの担任教師ということなんだろうか？

　登壇した女性を、頭の天てつ辺ぺんからつまさきまでじっくりと舐なめるように観察する。ヘアスタイルはそのまま。眼鏡めがねをかけてメイクの雰囲気が若干変わっている気がするけど、見れば見るほど確実にあの人だった。

　しかも、彼女はメイド服のままで堂々と教壇に上がっている……。その落ち着きすぎていて目を開けたまま寝てるんじゃないかと疑いたくなるレベルの独特の雰囲気だったり、どんなことになら興味を示すんですか？　と聞きたくなるような冷め切った視線は紛れもなく、ひとかけらの疑いさえも持ちようもなく……。

「入試の時のお屋敷にいたメイドのクル美みさんだ!?　本名はクルミさんっていうの!?　知らなかった……。なんか出されてもいないクイズに一方的に鬱うつ陶とうしくボケまくって答えたら、全然狙ねらってもいないのに奇跡的に正解した気分だよ！　やっほー！　……ううん、まあ実はわかってたけどね？　私そういうエスパー的なとこあるじゃない？　超能力少女的なポジションで生きてきた人間じゃない？　知ってた知ってた！　クルミ先生ねっ！」

「エルナ、最後の思いついたような急すぎる方向転換はなんのつもりだりゅい……？」

「ごめん、ちょっと知り合いのいない学園にきたからここはどうにかしてクラスの中で一目置かれる人になりたいって思ったりして……。尊敬の眼まな差ざしを一身に受けたいとか夢見ちゃったりして……。ここぞとばかりに必死にエスパーキャラをゲットしにいってしまったよ……。お恥ずかしい限りだよ……」

「そんな痛々しいキャラ、違った意味で一目置かれる存在になってしまうこと間違いなしだりゅい！　一目置かれる以前に思いっきり距離を置かれるりゅい！　高校デビューにしてももうちょっと考えよう？　冷静になるりゅい！」

　その通りだった。女の子にキャーキャー言われて囲まれるというより、ヒソヒソと遠くから噂うわさされること間違いなしだ。ハブられてお弁当も一緒に食べてもらえなくなり、一人で空き教室で体育座りしながらしょんぼりと食べるハメになるやつだ。「ふっ。能力を持つ者として、疎まれるのは慣れているさ……」とか、能力というよりは中二病に目覚めてしまいながら孤独にお弁当の卵焼きをつまむパターンになるやつだ……。それに超能力なんて本当に多少使えたところで、この学園ではこれっぽっちも目立たないような気がするぞ……と新入生歓迎パーティーの光景を思い出す。

　なにしろ、ファンタジーじみた能力バトルが繰り広げられていたのだ。さっきまで夢に見ていたＲＰＧよりもずっとゲームっぽくて、よっぽど現実味の薄い光景だった。

　っていうかクルミさんって同い年くらいに見えるんだけど一体何歳なの!?　教員免許大丈夫!?　闇やみ教師とかじゃないよね!?

　新しい学園生活に高揚しているのかメイド教師に動揺しているのか、まだ講堂内は薄くざわついている。それにはさして興味を示す様子もなく、視線は手元の出席簿のような画面を表示した端末に注いだままで、

「このクラスの担任の鳴海なるみクルミです。新任で緊張していますが、みなさん親しみを込めてクルミ様と呼んでくださいね」

　言葉とは裏腹に緊張なんてまるでしていない堂々たるクールさで、親しみを込めてほしいという割には様付けでの呼び名を推奨していた。

　中学の時に引き続き、個性の強すぎる担任に当たるのって、もう避けられない宿命なのかな……？

　みんな先生の放つ威圧感に圧倒され、浮つきざわついていたクラスメイトは一斉に全員黙り込んで……と思いきや、

「クルミ様ぁ♪」

　ノリノリ状態でハートマークを飛ばしながら忠誠を誓う女子も僅わずかながらに存在した。

「僅かながらも何も、エルナだけだりゅい……」

「はっ!?　まさかの私オンリーだった!?　私ロンリーだった!?」

　気をつけなくてはいけない。飛ばしすぎてすっ転んでしまったら、なにしろ速攻でロンリー弁当だ。中二病始まりの合図なのだ。想像するだけでガクガクと震えてしまう。

　不安に駆られる私をよそに、クルミ先生の独特の雰囲気に飲まれきっているみんなは予想に反して無反応もいいところだった。昨日顔見知りになった寝袋ちゃんこと花か袋たいちゃんの姿も見えるのに、こちらを一いち瞥べつさえする様子がない。それはそれで悲しいよ……。

　静まり返る講堂の中、先生が淡々と進行していく。

「初日なので、出席番号順に自己紹介をしていきましょう。まずは……一宮いちのみやエルナさん」

「わ、私ってばまさかの出席番号トップなの!?　このクラスにはアベルもアーサーもアリスも存在しないっていうの!?」

「まだＲＰＧネタを引きずってる!?　そんな剣と魔法の物語みたいな名前のクラスメイトは現実にはなかなかいやしないりゅい！　ＲＰＧ押しが過ぎるりゅい！」

　そっか、まだしつこくＲＰＧの中を冒険してたか……。いつまで夢見心地なんだ私。

　でも、出席番号が一番というのは生まれてこの方初めての経験かもしれない。今までは必ず青あお木きさんや相あい川かわ君が私の先を行っていたのだ。その背中を盾にするようにして後ろから安全に歩いていくのが私の生き方だったのに。どこへ行ったの、青木さんと相川君!?

「多分普通の学校に進学したんだと思うりゅい……」

　ミカグラ学園が普通じゃないのは鈍感な私でも薄々気付き始めてるけど、できれば講師であるビミィが公言するのだけはやめてほしかったよ……。

　自己紹介のトップバッター……。なんとも荷が重い、ハードルの高すぎる役割だった。せめて二番手ならば、前の人の自己紹介を参考に上う手まいことやれる自信がある。長くもなく短くもない、ちょこっと笑いの要素も入れ込みつつ和やかな空気を演出することだって可能だろう。

　でも、最初は本当にダメだ。どんなテンションで挑んだらいいかがわからないし、もしも滑ったりして次の人に「じゃあまあ、気を取り直しまして……」みたいな風に困り顔で流されたりなんかしたら、軽く死にたくなること間違いない。どどど、どうしよう……!?

　まず名前からボケていった方がいいだろうか？　それはいくらなんでもはしゃぎすぎだろうか？「一宮いちのみや・マックスニート・エルナです！」とか架空のミドルネームをでっちあげていくのはどうだろうか。……いやダメだダメだ！　絶対それは良くない！　「マックスニートさん」で間違って定着してしまう危険性が拭ぬぐいきれないからダメだ！　これから三年間ずっとクラスメイトから半笑いでニート扱いされるのはだいぶ厳しい！　違うクラスの人が不思議がって「なんでエルナちゃんってマックスニートって呼ばれてるの？　ニート候補生なの？　ドロップアウト願望があるの？　……あたしで良かったら相談に乗るよ？」とか聞いてきたら毎回自己紹介で滑ったくだりを説明することになるんじゃないのか？　マックスニートっていう響きが気に入ってなんとなく言いたくなっただけ、っていう寒すぎる解説を繰り返すことになるんじゃないのか？　そんなの私の精神が耐え切れない！　潰つぶれる、原形を留とどめないくらいまでガッツリと潰れてしまうよ！

　ぐるぐると思考を巡らせるものの、コケる要素しか思い浮かばない。

「そもそも自己紹介ってなんなの？　もっと言えば私という存在って一体なんなんだろう……？　どうして、なんのために何を思って生まれてきたんだろう……？」

「エルナ、迷走しすぎだりゅい！」

　わかってる、考えすぎなのはわかってるんだよ!?　でもこうしている間もずっと私にみんなの注目が集まってるし、クルミ先生は「さっさとしてよ」みたいなオーラ出してるし、テンパっちゃうのも仕方ないよ！

「わかった。オイラに全すべてを任せるりゅい！　ドンと委ねてもらっていいよ！　端末に自己紹介の文章を送るから、それを声高らかに読み上げるだけでバッチリＯＫだりゅい！」

「ビミィ……今度お礼に生肉あげるからね……！」

「モンスターじゃないからそんなの食べないりゅい！　焼いて!?　普通に調理済みで提供して!?」

　考えすぎて思考回路は見事なまでにショート寸前だし、追い込まれまくりで頭が回らないから指示通りに喋しやべればいいだけというのは助かる。これ以上みんなを待たせるわけにもいかないのだ。早く、とにかく早くしなくては……。

　ごほん、と咳せき払ばらいをしながらビミィからの連絡を待つ。すぐにそれらしきメッセージが端末に表示された。送信元に書かれているのが複雑で読めないファンタジックな名前だったからピンと来なかったけれど、そういえばビミィは正式な名前じゃなくて私が勝手につけたやつだった。「本当はもっとカッコイイ名前があるんだりゅい！」とプンプン怒ってたっけ。でもいいんだ、ビミィはビミィだもんね……！（いいこと言ってる風で全然言ってない。本当の名前を覚える気はゼロである）

　えーと、それでなんて書いてあるのかな……？　おっ、親切に読み上げるときの言い回しまで添えてあるぞ。何も考えずに指示に従っておけばこの自己紹介というミッションを百点満点でクリアできるっていう寸法だね!?

「それでは一宮いちのみやさん、どうぞ？」

　覚悟を決めたところでちょうど開始を促され、きっかけを貰もらった。ここからはノンストップじゃい！　誰も私を止めることはできない！　今を走り続けるのだだだだッ！

　全方位からの注目を集める中、端末をチラ見してカンニングしながら自信たっぷりに力強く読み上げていく。まずは書いてある通りに片足を机の上に乗せて、

「停滞する対抗戦に一石を投じるべく外部から降臨した無所属のトリックスター、一宮エルナ！　トップになるのは、出席番号だけじゃない！　甘い汁を吸いたいのなら、私をあなたの部に勧誘するといいよ？　よろしくね♪」

　一気に言い切ってしまう。

　耳に痛いくらいの静寂だけが、辺りを覆い尽くしていた。

　あれ？　空気おかしくない……？　っていうか私、何を言わされたの……？

「エルナったらかっこいい！　早速対抗戦の台風の目になるっていう堂々たる宣言りゅい！　よっ、伝説のはじまり！」

　いやあの……伝説のはじまりどころか学園生活の終わりを告げる激しい号砲になったような気がするのは私の気のせいかな……？

　ビミィを盲信した私がバカだった。だって、だってだってだよ！　とにかく藁わらにもすがりたい気持ちだったからさ!?

　怒る気にもなれず、放心状態で机の上に挑発的に乗せていた足を下ろして黙って着席する。トリックスターどころかスリップスターだよ……ツルッツルに滑りまくりだよ……。

　当然拍手なんて巻き起こるわけもなく、クルミ先生が沈着冷静に次の子に自己紹介を始めるよう指名して進行していた。

「ああ……終わった……私のお淑しとやかな学園生活が……！　女の子にモテモテのピンク色生活が……！」

「お淑やかとピンク色は相反すると思うりゅい……」

　うるさいお気楽極悪モンスター！　他の子はみんなごくごく普通に名前と所属している部活と出身校を無難に言っていくだけじゃないかっ！

　うー……、と机の上に顎あごを乗せる体勢で唸うなる。なんか、「徒競走をやりますよ！」と言われたのに第一走者の私だけ間違えて突然プールに向かってバッシャーンと飛びこんで全力で泳いでしまったくらいのとんでもないやらかし具合。

　当然ながら誰も後ろをついてきやしないし、今日は泳ぐ日じゃないですよって教えてもくれないし、他のみんなだけで仲良く手を繫つないで走っているのだ。

　うなだれながら他の子達の自己紹介をぼんやりと聞いていく。

　案の定というかなんというか、中等部からの持ち上がり組が殆ほとんどで外部受験組は私以外だとほんの数人程度しかいないようだった。

　しかもクラス数も多く生徒の総数も途方もないマンモス校にもかかわらず、対抗戦というイベントの存在のせいもあってかみんなそれぞれ顔見知りのような関係であるらしい。

　たとえ代表にはならなくても、練習試合なんかで手合わせをする機会が多々あるので、顔や名前くらいはなんとなく覚えてしまうようだった。

　なるほど、これは思った以上にアウェーだぞ……と息を吞のむ。

　それに、数少ない他の外部受験組の子達もどうやら昨日の内に早速部活を決めてしまっているらしいと知ると、途端にあせってくる。

　あれ？　もしかしなくても無所属なんていう出遅れたアホは私だけ？　寝袋仲間ってたった一人もいないワケ!?

「はぁ……。がんばろ……」

　早いところ部活を決めて、友達もたくさん増やしていきたい。クラスメイトとも、主に自己紹介のせいで今のところ百歩下がって一歩も進めないというなんとも最悪の関係が出来上がりつつあるから誤解を解いて仲良くしていきたい。

　早速今日の放課後から色んな部を見てまわるぞ、と決意を新たにする。

　寝袋もぼっちも、さっさと卒業するのだ。

　自己紹介に耳を傾けていると、新入生歓迎パーティーで見た部活以外にもとにかくたくさんの文化部が存在するのだとわかる。

　これだけの種類があるのなら、きっと私にぴったりな部もあるはず！　あせりはするけど、なんでもいいやって適当に入ったって楽しくないもんね。




　おかしなことばかりの学園ではあるけれど、授業内容は至って普通だった。あえて言えば、配布された端末を頻繁に用いることと、授業にまで対抗戦のポイントが有効利用できてしまうところが、一般的な高校とは異なる部分だろう。

　ポイントを消費することによって課題も免除されるし、試験のヒントまで閲覧することが可能になる。とにかく些さ細さいなことにまで対抗戦の影響が存在するのが斬ざん新しんだった。




　まるでジェットコースターのように慌しく新学期の初日は過ぎて、お待ちかねの放課後が到来した。

「うぅー！　みんなは学園のシステムに慣れきってるみたいだけど、私はまだわからないことだらけだなー……」

　体全体で伸びをしながら一人ごちる。ビミィもその真ま似ねをするように伸びをするので、なんだかイラついてぺしっと叩たたいてしまった。

「痛いっ！　何をするりゅい！」

「それはこっちのセリフだから！　なによあの自己紹介の台本！　顔真っ赤になったり真っ青になったりでもうとにかくワケわかんなかったよ！」

　自分だけクラスに馴な染じんでない感があるのはあれが無関係ではあるまい。外部受験組だからといって差別をされてるということではないはずだ。

　寝袋ちゃん……じゃない、花か袋たいちゃんだけはちらちらとこちらを気にかけてくれてはいたけど、早速できた友達との輪の中から出ることができずにいるみたいだった。

　今まではいつでもどこでもムードメーカーで、友達に囲まれていた私からすればこれは由ゆ々ゆしき事態。手持ち無ぶ沙さ汰たできょろきょろと辺りを窺うかがいながら、かといってすぐに講堂を出ることもできずにいた。さてどうしたものか、と考えこんでいると、

「エルナちゃん！　お待たせ！　いよいよボクが来たよ。満を持してお待ちかねのボクが華麗に登場だよ！」

　無駄に爽さわやかな声を轟とどろかせて従兄いとこのシグレがやってきた。若干その存在を忘れかけてさえいたから全然待ってなんてなかったんだけど、あまりにもゴリ押してくるからつい「う、うん。遅いよ？」みたいな態度をとってしまった。

　なんだか、シグレが来たことで講堂が再び息を止めたように静かになった気がする。

　もしかしたら、上級生が下級生のところに来るっていうこと自体が珍しかったりするのかな？

　自己紹介の時以上に視線が自分達に集まっているのを感じるし、ひそひそと噂うわさされているのも気のせいではあるまい。

「……ねぇ、あれって漫研の……〝ヒーロータイム〟の二にの宮みやシグレさん……？」

「絶対そう！　学園新聞で見たことあるもん！　生で見れるなんて超感動なんですけど！　でもでも、なんでそんな凄すごい人がウチのクラスにくるわけ？」

「あそこに浮いてる講師さんに用があったとか。傍そばにいるけど、まさか一宮いちのみやトリックスターさんと知り合いなんてことはないでしょー」

「あはは、それってエルナさんのこと!?　それはありえないよー！　だって外部からでしょあの子」

　……絶対私のこと何か言われてるよね？　内容までは聞き取れないけど、まず間違いない。こういう勘というか嗅きゆう覚かくはとにかく鋭いのだ。

　対抗戦の重要度がこれだけ高いことがわかった今なら理解できる。各部の代表っていうのはつまり相当目立つポジションで、カリスマ的な立ち位置を持っているのだろう。

　中等部にいても高等部の対抗戦は映像や学園新聞で見ることができるようだし、そんな状況ならシグレなんてテレビの中でしか見れなかった有名人扱いされても不思議じゃない。だから、昨日アスヒ君もシグレを目の前にしてあんなに感激してたんだね……。私からしたら、ただの変質的なイトコン（簡単に言えば、シスコンの従兄いとこバージョンだ）でしかないんだけど。

「シグレ、全然説明が足りてない！　部活は早く決めちゃわないとマズいって、なんで昨日の段階でもっと言ってくれなかったの!?」

「ご、ごめんよ……。てっきりビミィさんが説明しているものかと……」

　ビミィさん!?　……講師なんだから敬称をつけてもおかしくないというか本来は当然のことなんだけど、出会ったその瞬間から激しくｄｉｓり続け、ずっと虐げてきた私からすると違和感しかなかった。

　例えば、部屋に侵入してきた蚊に対して『蚊さん』と言っているのを耳にするような謎なぞめいた感覚だ。不思議ちゃんがなんにでも敬称をつけてしまう例のアレを目の当たりにしてしまった瞬間のような言葉にしにくい気まずさがある。

「エルナは一気に教えても頭に入らないタイプだりゅい。少しずつ順を追って教えていこうと思っていたんだりゅい」

「失敬な!?　学ぶよー!?　スポンジの如ごとく驚くくらいにグイグイ吸収してくよー!?」

　ぶー、と不満の声を上げるけど、「はいはい」とばかりに軽く流されてしまう。確かにテスト前日は一夜漬けで勉強して、その殆ほとんどが頭に入りきらずにすぐさま容量オーバーして古いものは順次忘れていき、さりとて新しいものもうろ覚えという悲惨な有様が通常だ。

　悲しいかな、ビミィの判断は非常に適切といえるのかもしれない……。

「どこの部も大抵は体験入部を歓迎しているからね。エルナちゃんも今日から早速色々実践してみたらいいんじゃないかな？」

　シグレが機嫌をとるような声色でうんうんと頷うなずいていた。

　八つ当たりに近い責め方をしても決して怒ることなんてない。私にはどこまでだって甘々な従兄いとこなのだ。

「体験入部ねー。本当はすぐにでも入っちゃって自分の部屋が欲しくはあるけど……」

　ゆっくり部活を選ぶのもいいけど、その間はどうしたって必然的に寝袋生活を強いられることになるのだ。あの無力感と寂しさはなんとも筆舌に尽くし難がたいものがあった。

「なら、まずはボクのいる漫画研究会を試してみるといいよ！　エルナちゃんなら大歓迎だよ！」

「死んでもそれだけはイヤっ！　選択肢に入れることを考えただけで鳥肌たっちゃうから！　どうせまた私をモデルにした、欲望を隠す気もない妄想丸出しのマンガを描くんでしょー!?　近くにいたら余計シグレにジロジロ見られる時間が増えそうだしっ」

　自分を犠牲にしてまで好待遇を求めるのはなにかを売り渡すようで絶対にゴメンだ。それなら食事が少なくたって、たとえ毎日寝袋にもぐりこむことになったって自尊心の方を取る。

　シグレはその何がそんなにイヤなのかわからない様子で駄だ々だをこね続けているけど、ここだけはどんなことがあっても折れるつもりはなかった。

「漫画研究会だけは絶対絶対却下ーっ!!」

　クラスメイトから遠慮がちながら興味津々に見られ続ける空間を脱出すべく走り出す。こうやって一緒にい続けて、シグレとセットみたいなイメージが知らず知らずのうちに定着するのは困るのだ。

　中学に入ったばかりの頃に頼れる従兄に無警戒に甘えすぎてしまって、案の定恋人同士だと勘違いされて面倒なことになる事例が多々あった。自分では気付かないみたいだけど、シグレはシグレでモテるからなぁ……。近くにいるとどうしても嫉しつ妬との対象にもなったりする。でも、あれから私だって成長したんだ、同じ轍てつは踏んでたまるか！

「待つりゅいー！　置いていかないでほしいりゅいー！」

　ビミィがあせったように私の鞄かばんを口にくわえて追いかけてきてくれる。お、重そうだけど平気かな？　なんて健けな気げなんだろうか。ビミィのことがここにきて初めて可愛かわいくみえたよ？

　それをよそに、シグレは残念そうにただ肩をすくめるだけでその場からついてくる様子はないようだった。

　グイグイ来るようでいて、一定以上にしつこくしてきたりすることがないのが従兄のいいところではあるのかもしれない。普段の言動も結局どこまでが本気なんだか。……なんか、手のひらの上で転がされてるみたいで面白くなーい！




　講堂を出て、校舎の廊下を駆け抜けていく。その途中で、

「おーっとー!?」掲示板を発見して急ブレーキ。

　手の届かないくらいの高さと、横幅も一体何メートルあるんだろうってくらいに大きな掲示板なのに隙すき間まなく、むしろ貼はり紙がみが重なり合ったりはみ出たりする勢いで部員募集の案内がいっぱいに貼り出されていた。

「わー、これは壮観だぁ……。知らなかった！　文化部って、こんなにもたくさん種類があるんだねー？」

「部員を三人以上集めさえすれば、どんなにマイナーな活動でも創部が認められたりするりゅい！　だから少人数で構成されるような部も多いし、対抗戦に強い生徒が所属するような大人気のところは大勢の部員で賑にぎわっているりゅい！」

　三人から、というのは確かに普通よりはだいぶハードルが低いかもしれない。仲のいい友達同士だけで作られた部もあったりしそう……。そういうのに憧あこがれる気持ちもなくはないけど、そもそもクラスに無所属の子が他にいないんだ。誘える相手もいないし、どんな部にしようっていう展望も全く思い浮かばなかった。

「ちなみに、漫画研究会はシグレが代表になってからというもの破竹の勢いでランクを上げ続けているせいで大人気だりゅい！」

「信じらんない、アイツそんなに凄すごいの!?　へぇー、でも何があっても入らないけどね？」

「どんなことがあればここまで嫌われるのか逆に気になってきたりゅい」

　話せば長くなるのだ、話せば。

　こうして部員募集の案内を見ているだけでも、それぞれが独創的でエンターテイメント性が高かった。いくらだって見ていられそうなくらいに創意工夫がなされている。

「んー、とりあえずは新入生歓迎パーティーで見かけた部とか、気になるところから順番に体験入部していこうかな。時間はかかっちゃうかもしれないけど、せっかくなら一番自分に合ってるとこ、探したいもんね！」

「それがいいりゅい。一度入ったら転部には制限が設けられているから、慎重に決めるにこしたことはないよ。早速レッツゴー！　だりゅい～！」

　そうとなったら、まず最初に気になるのはあの人のいる部しかないでしょー？　活動内容よりも人で選ぶのだって、立派な理由だって思うんだ、うん。

「────ねぇビミィ、女神のところへ連れていって！」





　　　＊






　肩を落として、正座をしながらぐりぐりと硯すずりで墨を擦る。書道部の部室である広い和室には、真新しい畳のいい香りと墨の奥深い匂においが入り混じって漂っていた。でも、それを楽しむ心の余裕なんてまるでない。私は深く傷心していた……。

　それにしても、書道は静かな空間でやるものというパブリックイメージが覆されてしまうくらい、部員達はそれぞれ奔放に賑にぎやかに活動していた。そもそも書道をせずにお喋しやべりに勤いそしんでいる子の方が多いようにさえ思える。

　全員が袴はかまかというとそういうわけでもなく、服装もバラバラ。古臭くて堅苦しいっていう勝手な印象とは全く異なる空間が、そこにはあった。

「で、星せい鎖ささんに門前払いされて書道部に来たの～？　ひみは構わないけど、昨日の今日じゃ字は上う手まくなってるわけないって思うよ～？」

　そう。そうなのだ。女神こと、御み神楽かぐら星鎖さんの所属する部に体験入部しようと話を聞きに行ったのだけど、部員は募集してないからと素す気げ無なく断られてしまったのだ。

　そういうケースもあるってことを考慮に入れてなかったから、思いの外べっこりとヘコんでしまったよ……。

　女神とのめくるめく放課後ライフを夢見ていた私にとって、大きな痛手だった。でもでも、「星鎖先輩の所属が帰宅部って。帰宅部もアリなの!?　それって文化部に入るの!?　なんか反則っぽくない!?」

「あの子は学園長のお孫さんなんだりゅい。だからパンフレットのモデルを引き受ける代わりに、帰宅部なんていうイレギュラーな部を創るのを許可されたんだよ」

　私の叫びを諌いさめるように肩に乗って、ビミィが事情を説明してくれる。帰宅部があるなんていう突拍子もない発想はいくら私でもなかった。

　唇を尖とがらせて、ついつい墨を擦る手にも力が入ってしまう。星鎖先輩に断られたその足で書道部を訪れたのは、私がショックを受けて道端でうつ伏せになって寝転がっているところに、たまたま花か袋たいちゃんが通りかかって見学でもどうかと誘われたからだった。

　その花袋ちゃんはというと、

「花袋ちゃん、筋がいいねー。初心者とは思えないよ、有望株だ！」

「えへへ。そ、そうでしょうか……？」

　書道部の女子部員に指導してもらいながら順調に馴な染じんでいた。早速支給されたのか、まだ着せられている感があるのは否めないけどサイズの微妙に合っていない、ブカブカの袴はかま姿すがたがとてもよく似合っている。

　私が今夜も寝袋に包まれる一方で、花袋ちゃんは袴と暖かい書道部員達に包まれちゃって……！　字が上手いかヘタかの差だけでこの歴然としすぎた立場の違いはなに!?

　花袋ちゃんが良かれと思って声をかけてくれたのはわかっている。寝袋組から自分だけ一足先に抜けてしまって、気に病む必要なんて全然ないのに私なんかのことをちゃんと気にかけてくれている。まだそんなに話したわけではないけど、いい子なのはすぐにわかる。

　でも、私の中に潜む悪魔が……！　デビルエルナ、いやデビルナ（今思いついたので早速略称として採用してみる）が心無い妄想を捏ねつ造ぞうして、耳元でいやらしく囁ささやいてくるのだ。

「花か袋たいちゃんは、エルナに昔飼っていたハムスターの面影を強く感じてるんデビ！　だから優しくしてくれるんデビ！」

「黙ってデビルエルナ（略称はやっぱりピンと来なかったので不採用に）！　おかしなことを言うのはやめて！　あとその安易すぎる語尾もこっちが恥ずかしくて耐え切れなくなってくるからやめて!!」

「やめないデビ！　も、もう後には引けないんデビ！　花袋ちゃんは……飼っていたハムスターのゲンゴロウ丸（♀）と似てるから、他人のような気がしないって接してきてくれてるのデビ！」

「名前ゲンゴロウ丸って、花袋ちゃんのネーミングセンスってば大胆すぎじゃない!?　しかもメスなのにその名前なの!?　そりゃゲンゴロウ丸もストレスで深夜に回し車で走り続けるよ！　走らなきゃやってらんないんだよ！」

　でもハムスターと似てるってどういうことなんだろう……？　私一応人間なんですけど……。ハムスターの面影とかほんの僅わずかでもあってたまるかなんですけど……？

　生まれてしまった疑念を払ふつ拭しよくするには、直接本人に聞いてみる他あるまい。でも、どうやって切り出したものか……？　ストレートに聞くわけにもいかないし……。うむむと悩んでいるところに、ちょうど花袋ちゃんが話しかけてきてくれる。

「あ、ゲンゴロ……一宮いちのみやさん、墨はちゃんと擦れた？」

「アウトォ───！　今完全にゲンゴロウ丸って言いかけたよね!?　確認するまでもなくハムスターと私を重ね合わせてるよねぇ!?」

「そ、そんなことないよ……？　あっ、お腹なかすいてない？　ヒマワリの種食べる？」

「いやいや食べてたまるか!!　もはや隠す気なしか!?　まっすぐ直球どストレートか!?　ハムスターじゃないからね!?　人間だからね!?」

「わ、わかってるよ……。そんなに怖い顔して言わなくたってよくわかってるよ……。ゲンゴロウ丸は遠いお空にいっちゃったって……。もうこの世にはいないんだって……!!　うわぁぁん!!」

「なんか私が悪いみたいな流れになってるけど!?　マズいこと言っちゃったみたいな空気になってるけど!?　そんで泣きながらヒマワリの種差し出すのやめてもらっていい!?　これはどうすれば正解なの!?　黙って食べたらいいの!?」

　仕方なくカリカリとヒマワリの種を嚙かみ、悪そうな笑みを浮かべるデビルエルナが見ている前で花袋ちゃんによしよしと頭を撫なでられる。なんだこれ。どんな悪夢なの……？




「一宮さんってば……。一宮さん？」

　肩を揺すぶられ、ハッと目を覚ます。いけないいけない、墨を擦るという作業があまりにも単調すぎていつの間にかうとうとしてしまっていたらしい。

　なんだか恐ろしく酷ひどい内容の夢を見ていた気がするけど、忘れよう。綺き麗れいさっぱり色々と忘れよう、そうしよう。やっぱり昨夜寝袋で眠ったせいで疲れが残ってるのかな……？

「おはよう花か袋たいちゃん、ヒマワリの種は食べないよ？」

「えっ？　う、うん……？」

　忘れようと思いながらもついつい釘くぎを刺してしまう辺り、よっぽどインパクトが強かったらしい。だって種、食ったからね？　モシャモシャと。夢の中とはいえ結構な量を食わされたからね？

　花袋ちゃんは首を傾かしげて不思議そうにしていた。やめて、そんな目で私を見ないで！　まるでゲンゴロウ丸を見るような目つきで私の顔を覗のぞき込こまないで……！

「エルナちゃん、やっぱり書道部はやめといた方がいいって思うよ～！　困ってるみたいだし入れてあげたいのは山々だけどねっ」

「そ、そうかも……。字がどうとか以前の問題だよね、基本の時点で飽きて眠っちゃってるようじゃ……」

　ひみちゃんが困ったような顔で、あくまでも優しく婉えん曲きよく的てきに不合格を伝えてくれる。せっかくもう一度機会をもらったのに申し訳ないけど、やっぱり書道部は私には向いてないのかもしれないな……。

　結局ただの一枚も半紙に筆を入れることなく、丁寧にお礼を言って部室を後にする。

「困ったことがあったらいつでも相談にのるよ～？　気軽に遊びにきてねっ！」

　にひひ、と無邪気に送り出してくれるひみちゃんの横に立って、こくこくと花袋ちゃんが難しい顔で同意するように頷うなずいてくれていた。

　二人ともそれぞれに私のことを想おもってくれているのだとわかる。この学園でぼっちだなんて自虐したりもしたけど、シグレとビミィだけじゃない。ひみちゃんも花袋ちゃんも、もういつの間にか友達になってくれていたんだな！

「ありがと！　また眠くなったら遊びに来るよー！」

　つい照れ隠しにそんな茶ちや化かし方をしてしまう。でも、二人には感謝の気持ちはきちんと伝わったようで、笑顔で見送ってくれた。




　一度外の空気でも吸って落ち着こうと、屋上までの階段を上ってみた。

　いつの間にか日もすっかり落ちて、辺りは薄暗くなってしまっている。

　緑に囲まれた学園だからだろうか、それとも時間帯のせいだろうか。地元で吸うよりもずっと澄んでいて肺が浄化されるような爽さわやかな大気を全身で感じられた。

　長い階段を上りきり、屋上へと繫つながる扉に手をかける。特に鍵かぎもかかっておらず、あっさりと音を立てて開いた。

「うわぁ～！　見てみて、星に手が届きそう！　こんな幻想的なの初めてだよ……！」

　屋上に一歩出ると、そこはまるで別世界のようだった。校舎よりも高い建物がないため、見上げれば視界に飛び込んでくるのは夜空だけという絶好のシチュエーション。

　山の中で強い明かりもないためか、星のひとつひとつの明滅が近く強く、さながらプラネタリウムのように目を楽しませてくれる。

「オイラも最初は驚いたりゅい。この恵まれた環境のせいか、ミカグラ学園は天文部が大人気で部員がとても多いんだりゅい！」

「そうなんだ？　これなら星を見ていたくもなるよね。望遠鏡ナシでもこれだけロマンティックな空が待ってるんだもん！」

　寝袋をここに持ってきて、空を眺めながら眠りたいと思ってしまうくらいだった。私にまさかこんなことにときめいてしまう女の子っぽい一面が隠されているなんて、と思わず笑い出しそうになる。

　夜空に奪われていた視線を少しだけ落として、改めて屋上を見渡す。広い校舎に見合ったこれまた広大すぎる屋上には、もったいないことに人の気配というものがなかった。

「あっ、あの子は天文部かな？　天体望遠鏡覗のぞいてるよ！」

　屋上の扉からだいぶ離れたところに一人だけ、大きな望遠鏡に体を寄せた小柄な男の子が座り込んでいた。

　さっきまでの私みたいに星空に夢中になっているのか、結構うるさく声を上げて騒いでしまっているのにもかかわらずこちらに気付いた様子はない。

「せっかくだから天文部に体験入部できないか聞いてみればいいりゅい！」

「言われてみればそうだよ！　ビミィ、生まれて初めていいこと言ったね！　とうとう人の役に立つ行いをしたね！」

「今のが!?　今のがオイラのベスト!?　だとしたら、今までの人生って一体なんだったりゅい……？」

　冗談なのに真に受けて考え込んでしまってた。人生って、もしかしてその姿で人のつもりだったのってツッコミたかったけどそれはさすがに遠慮しておいた。

　照明のない屋上をすたすたと進んでいく。天体望遠鏡を覗のぞき込こむ子に近づいてみてから、その線の細いスタイルと特徴的な髪の色でようやく気付いた。

「おーいっ！　そこにいるのはアスヒ君じゃない！」

　新入生歓迎パーティーでちょっとだけ話した、中等部の頃から天文部だという射い水みずアスヒ君だった。間近で声をかけるとさすがにこちらに気付き、やって来たのが私だとわかると途端にはにかんでくれた。

「エルナさん！　早速遊びに来てくれたんですねっ。いつ来てくれるかと楽しみにしてましたですっ」

　見学に来てほしい、と言ってくれていたことをぼんやりと思い出す。屋上にきたのはほんの偶然だったけど、アスヒ君に会えたのはタイミングが良かったのかもしれない。

　もじもじと頰ほおを赤らめていて、どうしたのかなと視線を合わせようとすると更に目を泳がせているのがキュンキュンする。ほんとに男の子なの？　この子……。仕草とか女子力に溢あふれすぎなんですけど!?

　私よりもずっと女の子してるんじゃない？　なんて言ったら男子としてショックを受けちゃうかな。

「アスヒ君、今日は一人なの？　他の天文部員さん達はもう帰っちゃったとか？」

　聞くと、ぶるんぶるんと首を大振りに振って、

「先輩方はみなさんまだいらしていないみたいで！　ボクは高校に来て初めての天体観測なので、嬉うれしくって我慢できずに一人だけ早くついちゃったのです……」

　恥ずかしそうに早口で教えてくれた。ひみちゃんとはまた別のベクトルで小動物感溢れる子だなぁ……。小動物からハムスターを連想し、ちょっとだけ苦い顔になってしまう。いやいや、もう忘れるのよゲンゴロウ丸のことは……！

　怪け訝げんそうにされる前に、不信感を抱かれてしまわないように深く深呼吸する。それはそれで、突然目の前にやってきたと思ったら何の前触れもなく深呼吸をはじめる変な女の子に見られるか、なんてことまでは考えが及ばなかった。

「そうなんだ。ねね、私にもちょっとそれ覗のぞかせてくれない？　私の視力〇・三しかない肉眼でもこれだけ綺き麗れいなのに、望遠鏡なんて通して見たら一体どんな視界が広がってるんだろ！　もうすぐそこに星があるかのような感じじゃない？　星がコンビニより身近に感じられちゃうんじゃない!?　徒歩三十秒くらいのイメージじゃない!?」












「言いすぎだりゅい……。そんな24時間営業感覚で、ちょっと肉まんでも買おうかな的な気軽さでこの素敵な星空を見ないでほしいりゅい……」

　なによ、楽な気持ちで見たらいけないのか！　星とやらはそんなにお高く止まってるのか！　綺麗ならそんなに偉いのかね!?　ちょっとした社長気分かね!?　「チミ、秘書に聞いてくれたまえ」が決めゼリフかね!?

　自分でも偉い人というか社長さんに対するイメージが歪ゆがみすぎているのは若干自覚しているけど、これはどうやったら正常になるんだろうか……？

「ちょっと待ってくださいね。エルナさんが見やすいように調整しますです」

　私の意味不明な自問自答に気付く様子もなく、純粋に星に興味を持ってくれたのが嬉うれしいらしいニュアンスでいそいそと準備をしてくれている。な、なんて穢けがれのない子なの。私もこんな風になれるように今からでも頑張ってみようかな!?

　そんなことをしたら間違いなくシグレに病気を疑われて半強制的に安静にさせられるだろうけど。改めて、私のキャラって一体……。

　角度や高さをいじったり、どう見てもピカピカなのにウェットティッシュで軽く掃除してくれたりするようだった。こうまでちゃんとしてくれると、見る側としてもちゃんとしなきゃ！　という気にもなってくる。天体望遠鏡を覗のぞいたことなんて、生まれてこの方一度もないかもしれない。

　正装してくるべきだっただろうか。蝶ちようネクタイか!?　小太りチョビヒゲ紳士のコスプレでステッキ持つか!?　口癖は「領収書ください」か……!?

「エルナ、突っ込む気も失うせるくらいに正装の認識も間違えまくってるりゅい……。正装すると性別や体型まで変わる意味がわからんりゅい……」

「そうなの？　私の中の紳士は実在する親しん戚せきのおじさんがモデルなんだけど」

「じゃあそのおじさんは紳士とは別の種類の偽紳士だりゅい」と悲しそうな目をして言われてしまった。今日は信じていた常識がたくさん覆される日だな……。

　愕がく然ぜんとしているとどうやら準備が終わったようで、特等席を空けてくれる。

「さっ、どうぞ眺めてみてくださいです！　きっと星の虜とりこになりますよっ！　あ、危ないので望遠鏡に付いているボタンには手を触れないでくださいね」

「ありがと！　わー、楽しみ。でも望遠鏡に危ないボタンなんてあるの？　際限なくズームしていっちゃうとか？」

　未知のアイテムすぎて想像もつかなかった。でも、変なコトをして壊してしまうのだけは避けなくてはならない。触れないでくださいと言われてしまうと、フリなのか!?　触れてみてくださいってコトかな!?　とつい芸人魂に似た謎なぞの使命感に襲われてしまいそうになるけれど、それはどうにか押おし留とどめなくてはいけない。アスヒ君が抱えるには大きすぎるくらいのサイズの望遠鏡だし、きっとそうそう買えるような代物ではないはずだった。紳士的に、いや女の子だから淑女的に扱うのだ。

　早速、傷をつけないようにそっとファインダーを覗のぞき込こむ。どんなものかと半信半疑だったけど、望遠鏡を通して夜空を見ただけで「ひゃあっ!?」と今まで出したことのないような変な声が出てしまった。

「な、なんですのこれ……？　これってＣＧじゃなく……？　〝最後のファンタジー〟的な最新ゲームの映像でもなく……？　実際に存在する風景ですの……？」

「淑女的に望遠鏡を扱ってるせいか、不思議と口調までもがお上品になってるりゅい……」

　自分の考える淑女口調というものがあまりにもテンプレ通りに安易すぎて辟へき易えきはするけれど、今はそれどころじゃない。

　吸い込まれそうな、という表現はこの星空にこそ相応ふさわしいと思った。さっきまで見ていた空と同じとは思えない程の光に心奪われてしまう。

　ふえぇ……、とファインダーから一時も目を離せずにいた。

「ふふ、とっても綺き麗れいでしょう？　ボクは小学生の時からずっと星を見ているんですけど、星々は日によって違った表情を見せてくれて……。飽きることなんてないんです」

　普段なら「何言ってんだ……？」と無遠慮に反応してしまいそうなセリフだけど、今はとても深くて含蓄のある言葉のように感じられる。

「確かに、いつまでだって見ていられそう……。これが毎日見られるんなら、天文部っていうのもなかなか素敵だよねぇ」

「曇り空の日もあるので、なかなか毎日こうはいかないですけどねっ。でも、エルナさんなら歓迎しますです！」

　頰ほおを赤らめて言ってくれているけど、別に変な意味じゃないことくらい私にだってわかる……。新入生歓迎パーティーでのシグレに対してもこんな態度だったからね！　もしも、もしもの話だけどそこに特別な感情が含まれているのなら、シグレに対してもそれがあるということになって一気におかしな話になってくるからね！　特定の層が歓喜する展開になってしまうからね！

　とはいえ、歓迎してもらえることが嬉うれしくないわけはないし、満更でもない気分ではあった。ファインダーから目を離さないままに、手を団扇うちわ代わりにパタパタと扇あおいで照れ隠しする。

「って、エルナさん、危ないですっ！　ボタンに手が触れて……!?」

「んっ!?　ボ、ボタンって……!?　うわわわっ!?」

　望遠鏡を覗き込んだままで手をやたらめったら激しく動かしたので、押してはいけないと念押しされていたボタンに接触してしまっていた。

　反発のない柔らかなボタンが沈むと、その瞬間に激しい炸さく裂れつ音おんと共に望遠鏡の先端からまるでバズーカのように小さな星ほし屑くずに似た光の弾が勢いよく飛んでいった。

「あ、危ないですからその武器から離れてくださいですっー！」

「えっえっ!?　なにこれ！　っていうか武器って!?」

　言われるより先に、既に反射的に飛とび退のくようにして望遠鏡から距離をとっている。

　びびび、びっくりした……！

　すぐに光の弾は霧散して消えてしまったけれど、それでもその熱量はまだそこに強く残っていた。

「ああああ、ごめんなさいです……。ボクがもっと注意していれば……。このアイテムは、天体望遠鏡でもあるんですが対抗戦で使用するボクの主砲武器でもあるのです。驚かせちゃいましたね……」

　アスヒ君がシュンと落ち込みながら教えてくれる。さっきの光の弾で相手を攻撃するということなのね……。納得だけど、あれって熱すぎない!?　強力すぎない!?

　誰かを攻撃するだなんて考えそうもない、優しさの塊のようなアスヒ君だというのに、こんなゴツすぎる武器を持っていることが衝撃的だった。

　もちろん対抗戦はスポーツみたいなもので、決められたルールの元で競技のようにケガをしないようきっちりと行われるんだろうけど。

「ボクの能力〝シューティングスター〟は、この天体望遠鏡に星の光を込めて射撃する力なんです。弾さえボクが込めてしまえば、他の人がボタンを押しても発射できてしまうのが難点で……うぅ。もちろん、ボクが撃うつよりも威力はだいぶ軽減されるんですけど」

　学園生ほとんどみんな、各々オリジナルの必殺技めいた能力に目覚める瞬間があるのだという。取り分け代表に選ばれるような生徒は例外なく強力な技を習得しているのだと、ビミィが教えてくれた。なるほど、とってもファンタジーだ。だけど対抗戦が成り立つ理由はよくわかった気がした。

「相変わらず凄すごい威力だりゅい！　アスヒ君は新入生ながらもう天文部の代表になるのが既定路線らしいと聞いてるし……。中等部の頃より更に進化して、若くして才能に満みち溢あふれてるりゅいー！」

「そ、そんな！　ボクなんてまだまだ全然です……！」

「同じ一年生なのに凄いねぇー！　私なんて部活さえ決まってないし、当然何の力もないっていうのにさ」

　ビミィは中等部の生徒もきっちりチェックしてるのね。

　ちゃんと講師らしい仕事もしてるんだな。微妙な顔してふよふよ浮いてるだけじゃないんだな……。

　でも、私もいずれ何かの部活に入れば武器を手に取ることになるんだろうか？　能力に目覚める日が来るんだろうか？　何に向いているのか、そもそも自分が何をしたいのか。全くもってイメージが湧わかなかった。

　天文部も決して悪くはないけれど、ずっとここで活動したいかというと違う気がする。それを伝えるとアスヒ君は残念そうに笑って、

「それならしょうがないです。入部はしなくても、時々は遊びにきて一緒に星を見ましょう……！　エルナさんがこの学園で一番やりたいことが、早く見つかるといいです」

「うん！　もうボタンは絶対押さないように気をつけるから、また望遠鏡覗のぞかせてよね！」

　最後に向こうから遠慮がちに握手をして見送ってくれた。アスヒ君の手はまるで女の子みたいに柔らかくて……でも確かな、揺るぎない熱を帯びていて。

　私が屋上を出るまで、ずっと小さく手を振ってくれていた。

　タイムリミットは一ヶ月、か。それまでに部活に所属しないと退学になるというありえない校こう則そくが、今更ながらずーんと重く肩に圧のし掛かかる。

　早く寮に帰って寝ようかなと思っても、戻ったところで待っているのは冷め切った寝袋……。落ち着きようのないオープンスペースでの生活……。

「早く自分の部屋が欲しいー！　広いベッドで横になりたいー！」

　心からの叫びが、階段に反射するように虚むなしく木霊していた。明日はどの部活に体験入部してみよう？　冗談では済まないくらいあせっているはずなのに、あれこれと不満たらたらのはずなのに、なぜだろう？　それ以上にワクワクしている自分がいるのが、どうにもこうにも不思議だった。





　　　＊






「頼もー！　新入生最後の大物、一宮いちのみやエルナが演劇部に体験入部にやって参りました！　幼稚園の頃から木の役という大事なポジションを任され続けた稀き代たいの天才女優が我が物顔で参上いたしましたよー!?」

　────翌日の放課後。こうなったら片っ端から体験入部して自分に合った所を探し出すしかないと判断して、早速動き始めていた。

　なにしろ、部活に無所属というだけでこの学園では様々なことに対して厳しく制限がかかりすぎるのだ。食事の内容が最底辺なのはもちろん、シャワーに至ってはなんとたったの五分間だけしかお湯を与えられない。女子ですよ!?　こんなんでも一応年頃の女子なんですよ!?　泡の付いた髪の毛を洗い流している途中でお湯タイムが無残にも終了し、残りを水で流すことになったときはあまりのせつなさに涙が出そうになったよ……。

　それもそのはず、私の端末に支給されるポイントは授業に出席することで得られる最低限のポイントのみ。ここから部活に所属するだけでもポイント支給はだいぶ潤沢になり、そこで初めて人間らしい生活が営めるようになるのだ。

　今朝は学食で一緒になった花か袋たいちゃんにご飯を奢おごってもらった。どうやら、おにぎりひとつと水道水がなみなみと注がれたコップだけを目の前にして座り込み、深く絶望していた私を見るに見かねてらしい。本当にいい子だ……。

　兎とにも角かくにも、早いところどこかに入部しなくてはということで本日選んだのは演劇部。

　部員の総数でいったら上位にランクインするような人気の部らしいけれど、放課後になってすぐに来たせいか広い部室にはまだ数える程しか生徒がいなかった。

　劇に使うのであろう小物や衣装、それに大道具が至るところに雑多に置かれていてカオスだ。あっ、私が今まで木の役を任された時に見につけていた衣装（？）もある！

　けどおかしいな？　部室の入り口を開けて元気いっぱいに挨あい拶さつをしたものの、みんな無言でこちらをぽかーんと見るばかりで何も返事はしてくれない。

「最初の挨拶が大事だよっ！」とひみちゃんが教えてくれたので「ふむふむ！」と納得し、私なりに最高の挨拶をお見舞いしてやったつもりなんだけれども。食らわせてやった充実感で溢あふれているんだけれども。何かおかしかっただろうか……。

「えーと、新入生ちゃん。保健室はここじゃなくてお隣だよぉ？　春は精神的に疲れて追い込まれるコトも多いのかもしれないけど、ゆっくり頑張るんだよぉ？　精一杯生きるんだよぉ？」

「えっ、いきなり頭おかしい子扱いされてる!?　違うから！　ちょっと張り切りすぎただけだから！」

　ネコ耳のついたフードを被かぶっているやけのスタイルのいい先輩に、のんびりとした口調で言われてしまう。本気で心配そうな目が、なんだか心に突き刺さるよ!?

　新入生歓迎パーティーで見かけた通り、部室にいる他の部員もみんなそれぞれに制服を動物モチーフにアレンジして着用しているようだった。

　声をかけてくれた女の子の先輩（ちなみに先輩かどうかは胸のサイズだけで判断してる）は猫。兎うさぎっぽい男子もいれば、ブタさんや熊までいて殆ほとんど動物園状態だった。

　そのままでも十二分に可愛かわいい制服だと思うんだけど、これはこれで眼福……。確か部のルールで役割みたいなものが与えられるっていう話だったけど、もしも私が入部したとして、カバとかナマケモノとかの珍妙な動物が割り振られたらどうしよう……。演技がどうこう以前にそれだけで超テンション下がるわ。

　興味深くみんなを観察していると、このままでは話が進展しないと思ったのか、

「この子はヤバい子なんかじゃなくて、いや若干ヤバい子だけど体験入部希望なんだりゅい！　ヤバいやつが現あらわれたと思ってもらって間違いはないけど、今日一日見学だけでもさせてあげてほしいりゅい！」

　ビミィが割って入り講師らしく仲介役を買って出てくれた。でもなんだろう、このフォローしてもらってるはずなのに全然フォローになってない感じ……？

「あーっ、かわいい先生だぁ～！　うふふ、ぎゅ～っ！」

「む、むぐぐぐ……。ぷはぁ！　や、やめるりゅい!?」

　猫っぽい先輩に捕まり、胸元に強く抱き締められていた。ビミィ、いくら出したら交代してくれるかな？　端末にポイントがもう全然残ってないけど、からっぽになるまで何かお菓子を買ってあげたっていいからここはひとつどうか交代してくれないかな……？

　あまりにも柔らかそうなので、口からついついこぼれ落ちそうになるヨダレを制服の袖そでで拭ふきながら真剣にそんなことまで考えてしまう。

　うーむ、あのボリューム感は尋常じゃないね。最近の月刊少年コミック誌みたいな、もう半ばヤケクソなのかなっていうレベルのボリューム感があるよね。例えがわかりにくいよね、ごめんね。

「で、なんだっけ？　新入生最後の干物だっけ？　一宮いちのみやエルナさん」

「最後の干物じゃなくて最後の大物ですけど!?　ほら、よく見て！　どこか干からびてるように見えます？　ぴっちぴちのぷるんぷるんの、いやぷるんぷるんはだいぶ盛りましたけど、我ながら赤面しそうなくらいに無茶な見み栄えを張りましたけど、でも新入生ですよ!?」

「えっ？　最後の煮物？」

「わざとか!?　最後の煮物って、なんか言葉からストーリーを思い浮かべてしまって泣きそうになるわ！　おばあちゃんが最後に作ってくれた煮物、みたいな泣きの二時間ドラマスペシャルが走馬灯のように流れたよ！　ラストシーンで唐突にバラードソングがＢＧＭとしてかかるタイプのやつだよ！」

「じゃあ最後の獲物……？」

「これもう大おお喜ぎ利りか!?　しつこいようだけど正解は最後の大物だから！　惜しかった、みたいな顔しないでくれますか！　惜しくもなんともないから！　それに獲物って動物みたいな格好したあなた達がいうとシャレにならないとこがあるから！　自覚して!?　そこ！　冗談でも舌した舐なめずりはだめだよ!?」

　部員さん達に次々といじられてるんだけど、一体なんなのこれ……。ビミィは猫先輩にまだ捕まっていて呼吸困難で死にそうな顔をしてるし、あまりにも収拾がつかなすぎた。

　偶然今いる部員がこうなだけで他の人たちはそうでもなかったりするのかな？　もし全員このタイプだとしたら、演劇部に入部したら私はツッコミ疲れて死んでしまうよ……？　そんな死因絶対に嫌だよ……？　ニュースで「ツッコミ過ぎによる過労死で……」とか流れたら私はまず間違いなく成仏できないよ……？

　想像するだけでドッと疲れがくる。ため息をついてから辺りを見回すと、演劇のセットにでも使用するのか、奥に置いてあるソファーが目に入る。そこに一人寝転んでいた男子部員が大きな欠伸あくびをしてから、妙にアクロバティックな動きで起き上がった。

「なんか今空中で回転したよ？　なんのアピールなの？　普通に起きればよくない……？」

「う、うるさいなぁ！　寝起きで体を動かしたかった的なの！」

　垂れ下がった前髪で片目が隠れている男子は、確か演劇部代表の赤あか間ま遊ゆう兎と君だ。恥ずかしそうにぴょんぴょんとその場で小さく飛び跳ねていた。

　何か含みのありそうな目つきをしているのに、少年らしすぎる声も相まって随分と親しみやすそうな子だよね……。

　その印象はあながち外れてもいないらしく、起きてきた途端に他の部員に囲まれてすぐに輪の中心になってしまった。好かれているのは単純に代表だからというだけではないだろう、というのが部員達の表情から容易にわかる。

「なんとなく話は聞こえてたけどさ、みんなせっかくの新入部員候補は大事にしなきゃ」

「いいこと言った！　今赤間君がいいこと言ったよ演劇部の皆さん!?　聞きましたかー？　大事にしなきゃ、だろォ？（キリッ）って赤間君が！」

「絶対そんな言い方はしてないからな!?　なんで今語尾カッコつけた!?　顔もそんなドヤ顔的なのはしてなかったからさ！」

「えー、そうかなー」

　赤間君のリアクションからすると、普段はさっきの私みたいに部員達のおもちゃにされてるのかもしれない。結局最後は俺が標的か!?　みたいなあきらめ混じりにちょっと眉まゆ毛げの下がった表情がとてもかわいらしい。












「で、初日以外に来たってことは第一希望的ではないわけでしょ？　ウチの前にはどこに見学に行ったの？」

「んーと。書道部と天文部に！　どっちからもすっごく熱心に誘われたんだけど、自分の可能性をもっと試したくて！」

「よく言うりゅい……」

「天文部？　射い水みずアスヒのいる部か……」

　赤あか間ま君は小さな声でそう言うとほんの一瞬だけ暗い顔を見せて、すぐに何事もなかったように笑顔に戻る。

「まぁいいや。で、体験入部希望なんだっけ？　ウチはさ、入るのに演技力だとかそういうのは問わないようにしてるんだ。裏方的な仕事だってあるし、まずは端役からだって時間が経たつにつれて上達するヤツはいくらでもいるしね」

　私としては演技力を見てもらいたい、木の役には幼稚園時代から定評がある！　と熱弁を振るいたかったけれど、そんなことをしたらこの場で入部を断られる未来が容易に想像できてしまうので、大人しく口を噤つぐんで話を聞いておくことにする。

　何かを我慢することは心底苦手だけど、シャワーのお湯が五分で終了したことを思えばちょっとくらいの我慢には耐えられる。なにがなんでもポイントが必要なのだ。のんびり時間を気にせずのぼせるくらい湯船に浸つかりたいのだ。お風呂に入りたい欲でいえば、今この瞬間ならどこかのしずかちゃんすら遥はるかに超えていると断言できよう。

「一宮いちのみやちゃんはどんなことがしたいの？　こういう役がやりたいとか、照明的なのに興味があるとか曖あい昧まいでいいんだけどね」

　どんなことがしたい……？　正直深くは考えていなかったけど、入るとしたらせっかくだし演じる側がいいかな？　目を閉じてイメージを膨らませてみる。

　女の子部員全員にひらひらの衣装を着せて、みーんなお姫様。それで私が一人だけ男装して王子様役なんてどうだろう。できたら私のことを取り合うような台本がいい。Ｒ指定の台本だとより素晴らしい。演劇をやる人は役と現実を混同するくらいまで感情移入するって聞いたことがあるから、実際に過ちが巻き起こってしまうかも……!?　ああ、夢が広がる……！　ああ、男子は全員裏方ね。赤間君には特別に、王子の家（３ＬＤＫ）のトイレ掃除係という大役をあげよう！　私ってば太っ腹すぎ!?　太ってはいないけど、決して入学前の休み期間に油断して食べ過ぎて太ったりなんかはしてないけども！

　うんうん、と頷うなずいてから閉じていた目を開ける。……するとすぐ傍そばにあったのは、赤間君の憐あわれむような笑顔で。不自然なくらいニコニコと微笑ほほえんでいるのが逆に怖かった。

　それより顔近くない？　近いよ!?

「考えてること口に出ちゃってたよ？　残念だけど演劇部としては一宮いちのみやちゃんの野望、というか欲望は受け入れられそうにないや。……俺もトイレ掃除的な役作りはちょっとできそうにないしさ」

「あれー!?」

「そうだなぁ……ならさ！　一宮ちゃんには『回れ右してここから今すぐ素直に帰る的な人の役』をあげようね。果たして上う手まく演じられるかな？　じゃっ、バイバーイ！」

　他の部員が集まりだす以前に、体験入部以前に自己紹介のような段階で強制的に部室の外へ排出されてしまった。入ろうかどうか悩むことさえ許ゆるされないなんて!?　こんなパターンってある!?　ちょっと試しに私の考案した台本でやってもらえたらそれだけで満足したのに!?

　みんな不快そうな素振りは一切見せずに、いっそ私を面白がる空気しかなかったような気がしたけど、きっとそれとこれとは別ということなんだろうね？　大所帯の部活だもの、余計な火種は受け入れないという方針なのかもしれない。

「こうなったらもう一軒いくよビミィ！　もう一軒っ！」

「酔っ払い!?　それもなんでちょっと本当に千鳥足みたいになってるんだりゅい!?」

　お昼ご飯を食べていないから、フラついているとしたら空腹のせいでしかないんだけど、それを言うとなんか情けなくなるから黙っておくことにする。

「はっ、私いいこと思いついた！　もしマンガなら今頭の上に電球がピカーンと光るマークが登場したね！　ＲＰＧなら新しい必殺技閃ひらめいてるね！　ファンファーレ鳴ってるね！　もー天才かもしんない！　よーし、次いこう次！」

「どうせろくでもないことしか思いついてないはずだりゅい……。嫌な予感しかしないりゅい……」




「頼もー！　新入生最後のお花好き！　お花見のときは桜も見ずにお弁当に夢中！　頭の中は一面お花畑と巷ちまたで噂うわさの一宮エルナが華道部に体験入部に乗り込んできました！　あの、食べられる花もあるって聞きますけどなんか美お味いしいの見繕って食べさせてください！」

「最悪だりゅい……」

　演劇部の部室を出たその足で、急きゆう遽きよ華道部までやってきた。何せ、私は花を食べ物として見ているところがあるのだ。この前テレビで見たお料理番組で、お花の天ぷらがとっても美味しそうだったのを思い出したこともあって、是非ともここの華道部さんのお手前を拝見させていただいて、体験食事……じゃない、体験入部して食欲を満たさせていただきたい一心なのだ！

　結構な大声で呼びかけたつもりなんだけど、部室からは誰も出てきてくれる様子がない。というより、中に人の気配がまるでない。書道部と同じく和室の部室は、廊下に面した入り口が前面ガラス貼ばりになっていて、中にたくさん飾られている作品が誰でも見られるようなオープンな作りになっていた。

　中には顧問の先生の作品なんかも混ざっているのかもしれないけど、これを私と同じ学生が生けたとは思えない程に美麗に整えられたものばかりで。華道なんてちっともわかるわけないのに、ついしたり顔で見み惚とれてしまいそうになる。なんでか評論家ぶったことを言ってみたくなったりもしてしまう。

「あら。これは流派でいうと……かの有名な独眼流の作品ですわね!?　実に強そうに生けてありますわ」

「正まさ宗むね!?　それ正宗のこと!?　独眼竜がなんか流派みたいに言われてるりゅい!?　生け花が強そうって一体……」

　それっぽいことを言っただけでなんか気分が高揚することってあるよね。なんとか流とか、よくわかんないけど家元がどうとか。「知識ありますけど、通ですけど何か？」みたいないかにもな顔して言いたくなる日ってあるよね。年に五〇回くらいあるよね。……そんなにはないか。それだと週一ペースか。でも今が多分その日なのだ、うん。

「……そこに飾られているのは湊みなと川がわ流。その隣も全部。……ここに並んでいるのは私の生けた花」

「うあっ!?　びっくりしたぁ!?」

　唐突に背後から声が聞こえたと思ったら、いつの間にか大きな花の上でまったりと正座をする和服の男子がいた。

　私の驚く声にもただ不思議そうに緩やかに首を傾かしげるだけで、実にマイペースすぎる人みたいだった。

　あ、この人のことも確か新入生歓迎パーティーでビミィが教えてくれたよね。華道部代表の湊川貞さだ松まつ先輩！　あの時も一人みたいだったけど、今日も一人だけなのかな？

　きょろきょろと辺りを見回してみても、他に部員のいる気配はまるでない。ただ花が咲き乱れるばかりだった。

　何か言ってくれるかな、と思って待ってみるけど、湊川先輩はこちらをジーッと見ているだけで声は発さない。ローテンションもここまでくると才能だ……。私とは完かん璧ぺきに真逆って感じがするよね。私はずっと喋しやべってるみたいなとこあるもん。

「全部湊川先輩の作品なんですか？　他の部員の作品はここにはなかったり？　奥の方ですかね？」

　ガラス貼りの入り口から部室の中を覗のぞき込こむように指差して聞く。けれど、湊川先輩は寂しそうに首を横に振るだけ。何か言ってくれるのかなと思ったけど、そのまま座布団代わりにしている大きな花を優しく撫なで始めた。

　この人は花を咲かせたり操ったりする能力がある、というのは歓迎パーティーで見て知っているので、湊みなと川がわ先輩の手元に突然花がポンと出現したりしてもさして大きな驚きはなかった。結構衝撃的なシーンのはずだけど、受け入れるの早いな私!?　順応性の高さスカイツリー並みか!?

「華道部は年々部員が減っていて、残っているのもやる気のない幽霊部員みたいなのが数人いるだけなんだりゅい。だから、今は湊川君専用の部室みたいになっているりゅい……」

　ビミィがこっそりと耳打ちしてくれた。なるほど、そうなのか……。なんだか花を食い散らかすつもりで来たのが心底申し訳なくなってきた。そんなノリじゃあ全然なかった。「花食べるんなら入部させないぞ～!?」「そんなー、お慈悲をー！」みたいなじゃれあいをするつもりで期待して来た部分があったけど、私がバカだった。もうやめよう。花を食べ物扱いするのは金輪際やめにしよう……。

　華道部といえば確かに今時の高校生が進んでやりたがるものという印象はないけど、不人気だというイメージもなかったから意外で。

「湊川君、この子は新入生の一宮いちのみやエルナ。今日は華道部に体験入部したいそうなんだりゅい！」

「……本当……？　……花は好き？」

　体験入部、というワードを耳にした途端、一見わからない程度ではあるけどほんのちょっとだけ嬉うれしそうな表情に変わっているのが感じ取れた。












　危ないとこだ、最初の挨あい拶さつを聞かれてなくてよかった。美お味いしい花を見繕ってくださいとか言ったら悲しそうにされちゃいそうだ。部員が少ないなら、きっと新人なんて喉のどから手が出るほど欲しいはずで。そんな時に冷やかし半分で来られたらいい気がするわけない。

　最初は確かに思いつきだけで来たけれど、こうして湊みなと川がわ先輩の生けた作品や花々に囲まれた部室を見ていると本当にこういう部に入ってみるのもいいな、って思ったり。

　躾しつけのなっていないキャンキャンうるさい子犬のようだとか、大雨の日の車のワイパーのような落ち着きのなさだとか、これまで散々に揶や揄ゆされて生きてきたから女子力が欲しいのだ。ギブミー女子力！　華道なんてまさにうってつけの、女子力の塊みたいな趣味じゃない!?

「正直、お花自体も華道のことも全然知識なんてないんですけど、興味は凄すごくあります！」

　食べ物としての興味しかなかった、なんて酷ひどすぎて誰も得しない事実は決して口にしない。でも噓うそはついていないはずだ……。

「……知識なんてなくても平気。……私が教えるから、花を好きになってくれると嬉うれしい」

　ゆったりとした喋しやべり方かたで、でも声にはじんわりと熱を帯びているのが伝わってきた。こんなに歓迎してもらえるとこっちまで嬉しくなってくる。湊川先輩自ら教えてくれるんだから私にだってできるようになりそうだし、これは華道部に決まりかな……!?

「がんばります！　やるぞぉ！」と盛り上がっていると、ビミィだけが笑顔を見せずに考え込んでいた。実に空気の読めないやつだ。時流の読めないやつだ。それにあんまり漢字の読めないやつだ。（最後のは完全に私のことだった）

　湊川先輩もそれに気付いて、二人でビミィに注目してしまう。

「エルナ……。エルナは正座ってできるりゅい？　耐えられる？　というのも、湊川流は正座した状態で花を生けることが定められている流派だと記憶しているりゅい。もしすぐに足が痺しびれたりしたら部活にならないんじゃあ……」

　華道って立ってやったり椅い子すに座ってやったりしてるのも雑誌か何かで見たことがあるんだけど、正座しなきゃいけない流派とかあるの!?　なんの理由で!?

　こういうのって代々決められていることなんだろうから先輩に聞いたところでわからないのかもしれないけど。ただその決まりは事実のようで特別否定するような様子もない。

　正座。正座かぁ……。あんまりしたことがないし、しても長時間それを強いられるようなことなんてなかったから、正座ができるかどうかなんて改めて考えたことはなかった。

「……ずっと正座というわけでもない。……三分間我慢できたら、どうにかなると思う」

　湊川先輩が案外サラリと言う。きっとここで引っかかる部員なんて過去に存在しなかったのかもしれない。冷や汗が止まらない。ノンストップ嫌な予感！　止まってくれフラグ！　消え去れバッドエンド!!

「一応、一応だけどまず先にそれだけ試してみるりゅい……？　念ねんの為ためりゅい！　杞き憂ゆうに過ぎないとは思うけど確認作業として……！」

「う、うん。そうね？　ぱぱっとクリアして本格的な体験入部をしよ？　そうしよ！　おー！」




「足がぁぁぁぁぁっ!?　私の足がぁぁぁぁぁっ!!」

　その場で正座をはじめてたったの一分後。足がぷるぷると震え始め、足全体に電流のような痺しびれが一気に炸さく裂れつした。ちょっと早すぎない!?　せめてもうちょっとギリギリまで耐えてからにしない!?　ビミィとか完全に真顔なんだけど!?　やめて！　責めるならいくらでも責めて、笑うなら笑い飛ばしてやって!?

　湊みなと川がわ先輩の方が怖くて見られない。とてもじゃないけど正視できない。まだ収まることのない足の痺れに悶もだえて転げまわりつつチラッと見えてしまった情報によると、先輩は普通に俯うつむいて落ち込んでいる。あかん！　これはあかんでー!?　関西人じゃないのにもかかわらず心の叫びで関西弁が出てしまうくらいにあかん状況だった。

「湊川君、これは……？　オイラはエルナがここに来るのを止められなかったことへの罪悪感で顔が歪ゆがんでしまいそうだりゅい……」

　それは私のせいじゃなくて元々歪んだブサカワ顔だったでしょ!?　ここぞとばかりに人のせいにしないでよ！　なんて言えるような空気じゃなかった。空気が凍る音、というのを聞いたのは初めてのことだ。積まなくていい経験値を積んでしまった。足の痺れに転げまわるのを継続しながら、今は悔しさに唇を嚙かむことしかできない。

「……残念。手放しに入部を歓迎したいけど、その様子じゃ辛つらいだけかもしれない……。……私以外に、正座を強要しない違った流派を教えられる部員がいたら良かったのだけど」

　どんよりとしたムードが漂う。これ一体誰のせいよ!?　……はい、全面的に私のせいでございます。ひたすらに残念そうな先輩にどうにか言い訳をしようとしたけれど、ビミィが顔面にタックルしてきて止められてしまう。他に止め方はなかったのかと、それが最良の方法かと問い詰めたいけど、それが許ゆるされる立場ではない。あえて回避行動もとらずに甘んじて顔面で受け止める。ビミィは軽くてもふもふしているはずなのに、今はそれさえもずっしりと重い一撃に感じられた……。

「正座できるようになったらまた来ます……」とだけ言い残してその場を後にする。世の中はとっても広いけど、正座ができないという情けない理由でここまで精神的に追い詰められている高校生女子は今も昔も私くらいだろうな！

　こうなると、私に向いている部活なんて本当に見つかるんだろうか、と段々心配になってくる。

　────そしてその不安は、あっさりと現実のものとなる……。





　　　＊






「そろそろ決めないとタイムリミットが視野に入ってきているりゅい！　選より好ごのみしてる余裕はないよ!?」

　────そうなのだ。入学してからもう三週間が過ぎようとしているというのに、まだどこにも所属できていないフリーランスの状態なのだ。

　フリーというか、自由なんて言っちゃえば確かに聞こえはいいけれど、要は無職だ。ニートだ。どこにも受け入れてもらえないダメなやつだ！

　美術部にも行ってみたけど、新入生歓迎パーティーの一件ですっかり嫌われちゃったのか、九く頭ず竜りゆう先輩に速攻で門前払いされたし、他にも毎日あらゆる部を訪れてみたけれど適性がなかったり募集していないと断られてしまったりした。

　最近ではもうすっかり私の悪評が学内に知れ渡ってしまっているらしく、新入部員募集の貼はり紙がみを隠すようにして断ってくるところまであった。

　私が何をしたっていうのか！　確かに毎日学食の前で「ポイントください」と書いた札を首からぶら下げて突っ立っているし、シャワーを浴びる時はクラスメイトの使っているシャワールームへ強引に押し入ってお湯を強奪したりもしてる。『ミス・お湯泥棒』というあまりにも悲しすぎる異名をつけられたりもしている。夜になると「お湯ドロ（略称まで定着している）が歩いてたよさっき！」「えー、こわーい！　風紀委員に通報しようよ」とただ廊下を歩いているだけなのにまるで痴漢扱いで通報されかかったりもするのだ。

　でもそれだって部活に所属できないのが悪いんだ。負の連鎖っていうやつだ。断ち切らないと！　そろそろ『一ヶ月以内に部活に所属しなければ退学処分』という校こう則そくが酷薄に目の前をちらつきはじめていた。

　別段選り好みしているつもりはなかった。それどころかもう自分の中のハードルを最大限に下げて、地を這はうくらいにまで下げ尽くして、プライドをゴミ箱にぽいっと捨ててシグレのいる漫画研究会にも行ってみたのだ。

　シグレは涙を流す勢いで大歓迎してくれたんだけど、シグレ目当てで漫画研究会に入ってるらしき女子集団に物もの凄すごい目で見られたので身の危険を感じてやめておいたのだった。

　どっちにしても、しっくりくる部活がなかった。お弁当が食べられるようにとベンチがアーチ状に設置された中庭で、あえてベンチに座らずに芝生の上に寝転がって嘆息する。

　よく晴れた青空が、今は余計に眩まぶしく感じられて目に痛かった。

「こんなはずじゃなかったのになぁ……」

　特殊な学園だとわかってからも、困惑はしたけど楽しいことになりそうな予感に溢あふれていたのだ。元々イベントなんてたまらなく大好きで、お祭りでは先頭に立って盛り上げたい性格。対抗戦なんてそりゃあ燃えないわけがない！

　でも、部活に入らないとスタートラインにも立てやしないのだ。そこで苦戦することまでは計算できていなかった。私みたいな普通の女の子が対抗戦で代表になりたいとか、そんな大それたことは考えてない。ただ、同じ部活の仲間が頑張っている姿を応援するのだってきっと楽しいんだろうなって思うんだ────。

　ビミィが気遣うように顔を覗のぞき込こんでくる。三週間ずっと文句も言わず付き合ってくれたビミィにも申し訳なかった。やっぱり私って、問題児なのかなぁ……？

　放課後になったら毎日色々な部活の門戸を叩たたいてきたけど、今日はちょっとだけ休みたい気分。長い毛足の芝生に埋もれるようにして寝返りをうつ。するとそこに、

「お久しぶり。毎日がんばっているようね？」

　女神が立っていた。学園長の孫娘で帰宅部代表。そしてミカグラ学園のパンフレットのモデルであり、私の憧あこがれの女神、御み神楽かぐら星せい鎖さ先輩！

　はうあー、後光が差してみえます！　と思ったけど、単純に太陽を背にしているだけだった。でもそれだって眩まばゆい！　存在自体が輝いてるのだ！

「私なんかのことを覚えていてくれるなんて!?　これは夢？　ビミィ、ちょっとジュース買ってきて！」

「任せて……！　ってちょいと！　そこはつねってみてとかじゃないのかりゅい!?　夢かどうか確認するのにジュースは関係ないりゅい！」

　ちぇっ、バレたか。勢いで押し切れるかと思ったけど甘かった。ビミィはバカみたいな顔をしてはいるけどバカではなかった……っと。よし、後でメモしておこう。

　失礼千万なことを考えながら、星鎖先輩が声をかけてくれた幸福な現実を嚙かみ締しめる。嚙みすぎて味のなくなったガムを執しつ拗ように嚙み続けるくらいには嚙み締めまくる。

　でも、毎日頑張ってる姿をどこかから見られていたってこと!?　嬉うれしいけど恥ずかしいよ！　恥ずかしいが若干上回るよ！　ひー！　お湯泥棒の件だけは見られていませんように、と祈りながら挨あい拶さつを返さなきゃと思うもののモゴモゴしてしまってどうしても言葉が出てこない。

　私ってこんなにコミュ障だったっけ!?　星鎖先輩を崇拝しすぎててどう接していいかがわからない……。

「……まだ所属する部が決まっていないのなら、以前は断ったけれど、帰宅部に体験入部してみる？　気が向いたらでいいのだけど」

「えっ、えっ！　気が向きます！　今向きました！　いや元々向いてたんじゃないかな!?生まれつき向いてたタイプのやつじゃないかな!?　そんな疑惑もありつつ全身全霊で向きました！」

　思わぬ誘いに、食い気味で捲まくし立ててしまう。

　引かれたっていい。ここは逃しちゃならないところだよ！　帰宅部に体験って何するのとか、もしや毎日普通に帰るだけじゃないのとか思わなくもないけどそんな細かいことはどうだっていいのだ。大事なのは、星せい鎖さ先輩が私を誘ってくれたという事実！　将来私が自伝を出版するとしたら、この出来事は一〇〇ページくらい費やされて描写されるに違いない。帯にも今の星鎖先輩の言葉がデカデカと印刷されるのが確定的だといえよう。アニメ化も決定的だといえよう。やった、やったよ中学時代の担任教師（二十七歳独身・好きな雑誌の記事は美魔女特集）!!　今全然関係ないけどなんとなくだよ！

「……うん。なら決まりね」

　言ってから、ビミィに対して「あなたから帰宅部のこと、色々と教えておいてあげて？　……まだ覚えているでしょう？　詳しいはずだものね」そう、意味深に囁ささやく。

　それを受けたビミィはといえば、ただただ気まずそうな顔をするばかりで。

　この二人、前も思ったけどどういう知り合いなんだろ？　単なる教師と生徒にしては敬語でもないし、妙に親しげだしで。

「はい！　はいっ！　私はビミィからじゃなく星鎖先輩に帰宅部のこと教わりたいです！　手取り足取りしっとりうっとり教わっていきたいです！」

　手を上げてアピールしてみたけど、「……うん」えっ!?　これ遠回しに面倒くさがられてる!?　拒否することさえ面倒みたいな反応されちゃってるの!?

　それどころか、体勢としてはもう後ろを向きかけて今にも帰ろうとしていた。さすが帰宅部代表、貫かん禄ろくです……！　って違うよ！　もうちょっとお話しさせてほしいんですけど。

　ねえ、実質ほとんど会話してないことない!?

　そんな想おもいも虚むなしく、星鎖先輩は鞄かばんを持ち直して歩いていく。数歩足を進めたところで何かを思い出したように急に立ち止まり、顔だけこちらを振り向いて、

「すっかり忘れていたけれど、明日が対抗戦の日なの。私は明日は残念ながら体調不良の予定だから、代わりに帰宅部の代表として出ておいてね」

　これまでとまるで変わらないトーンで言うだけ言ってから、とんでもない内容の爆弾をぽとりと落としてから、私の答えを待つこともなくさっさと帰っていってしまった。

　唯我独尊か……!?　女神だからってやりたい放題か……!?　星鎖先輩は何を言ってるんだろう？　え？　わかりにくいけど冗談かな？　そうなのかな!?　そもそも体験入部で対抗戦出るのってアリ？　また学園長の孫娘権限を行使なんです？

　上う手まく飲み込めず、ビミィの意見を仰ごうとふよふよと浮いている彼を見やる。

　けど、ビミィもぽかーんとするだけで、お互い顔を見合わせるばかり……。

　でも、体調不良の予定、ってそんなのあるの!?　予定っていうからにはスケジュール帳にも『体調不良』って予あらかじめ事前に書いておくくらいのものなんだろうね!?　あれかな、親しん戚せきが亡くなる予定なので休みます、みたいなのと同じようなことかな!?

　本人の姿がもう見えなくなってしまっただけに、事の真相は闇やみの中だった。その闇を晴らすためにできることは、おとなしく明日を待つことだけ。

　晴れた後に一体全体何が見えるのか……。早く知りたい。知りたいが、寝ようにも待っているのは寝袋なのだ。長く使いすぎてちょっとくたびれてきている愛すべき寝袋なのだ。

「こりゃ今夜はなかなか眠れないかもしれないなぁ」

　ぽすん、ともう一度芝生に寝そべって一人ごちた。

　ビミィはそれに同意するように「りゅい」とだけ小さく鳴いた。






第四楽章　放課後ストライド









　いつの日かアスヒ君と一緒に星を見たのと同じ屋上。その時とは時間帯が異なるとはいえ、その景色はまるで別物のようにさえ思えた。

　授業が終わってからすぐに担任のクルミ先生に首根っこを摑つかまれてほぼ連行されるような形で連れてこられたんだけど、なんで普通に案内されなかったんだろ？　ちょっと怒ってたような？　クルミ先生の気に障るようなこと、なんかしたっけかなぁ？

　まあ、そのことはいい。全然良くはないけど後回しだ。今は眼前にもっと重要かつ致命的な事象が立ちはだかっているんだから。

　対角線上に距離を空けて佇たたずんでいるのは、他の誰でもない八や坂さかひみちゃん。普段会う時とは異なる、真剣な面差しで大きな筆を持ってデデンと仁王立ちしていた。

　どうやら今日の対抗戦は帰宅部対書道部、ということらしい。いやいや無理でしょ!?　あんなでっかい武器で殴られたら死んじゃうでしょ!?　みんな頭悪いの!?　人って死ぬんだよ!?

「エルナちゃん、帰宅部に入ってたんだっ？　知らなかったよ～。あの御み神楽かぐらさんが新しく部員を受け入れることがあるなんて、意外意外～！」

「いやあのね、私もなにがなんだかわかってなくてね……？」

　ひみちゃんの小さな体たい軀くが、今は不思議と大きく見える。書道部の代表っていうのは伊だ達てじゃないんだ。私がここに立っているのはやっぱりおかしいんだ、と再認識してしまう。

　足元から頭まで眺めたせいか、また背が低いと思われたように感じたようだ。

「小さくなんてないからね！　ひみはこう見えて身長２メートルもあるから！　電車の吊つり革かわにも手が届いちゃうから！　人は見た目じゃわからないんだからっ！」

「前聞いたときは自称１８０センチだったけど!?　大幅に変わってるけど!?　この数週間でひみちゃんの体に一体どんな異変が!?」

「せ、成長期だもん……！」

　流石さすがに自分で言っていても無理があると感じたのか、ひみちゃんは目を逸そらして言った。

　小さい女の子って可愛かわいいと思うんだけどな。

　こんな会話をしているのに、私の体が小刻みに震えてしまっていることに驚く。多分ひみちゃんにもビミィにもバレてはいないだろうけど、ガクガクブルブルと勝手に震えてしまっている。

「武者震いだよ」なんて格好良く言い放ちたいのは山々だけど、絶対違うのはわかってる。そんなことを言おうものなら声も心臓も裏返ってしまうかもしれない。

　……怖いんだ、純粋に。

「エルナは初めての対抗戦参加だから、ルールを説明させてもらうりゅい。ひみちゃん、いいかな？」

　指でＯＫサインを出すひみちゃんを確認してから、ビミィが一つ頷うなずいて続ける。

「ルールはシンプル。今回は学園側指定の単発戦！　この校舎の中が対戦ステージとなるりゅい。校舎の外へは結界が張られていて出られない仕組みになっているりゅい。開始したら、それぞれの周囲に三つずつ、ライフとなるクリスタルが出現して浮遊するりゅい。これは対戦者が動けば、タイムラグはあるけどそれに追随するようにして一緒になって動くよ」

　シンプルと言っている割には全然シンプルじゃない気がする。慣れてしまえば簡単なのかもしれないけど、初めての私にとっては現時点でも結構あっぷあっぷだ。

「そのクリスタルが攻撃によって全すべて破壊されるか、あるいは降参した方の負けだりゅい！　制限時間は一時間。時間切れになったら引き分けとなるりゅい」

「くふふ、一時間もかかる試合なんてなかなかないけどねー！　エルナちゃんもそんなの狙ねらわないほうがいいよ？　ヘンな計算なんて、ぽいぽいっ、だよー！」

　ひみちゃんが付け足すようにして説明してくれる。

　このルールならずっと逃げていればいいんじゃない？　って考えたのもすぐにお見通しだったらしい。言われた事を素直に信じるとするなら、引き分け狙いは望み薄ってことだ。

　どうしたものか……？

　ただ、基本的な攻撃対象はクリスタルだと聞いてちょっとホッとした。降参狙ねらいで直接攻撃というのもルール上はもちろん正当なんだろうけど、ひみちゃんが初心者の私に対してそんなことをしてくるとは考えにくい。

「クリスタルっていうのは丈夫なの？　私、武器なんてなーんにも持ってないんだけど。それでもどうにかすれば壊せるもの？」

「あれれ～！　結構ちゃんと勝負する気はあるんだっ。クリスタルはね、何かに触れただけで壊れちゃうとかそんなヤワな強度ではないけど、握にぎり締めて力を入れさえすれば女の子でも簡単に壊せちゃうよ～」

　ひみちゃんに勝てるだなんて、そんな夢見がちな思考はしていないけれど、それでも、勝ち目なんてなくたって、星せい鎖さ先輩が代表を任せてくれたんだから。

　……簡単に負けるわけにはいかないって思うんだ。

　そんな決意が伝わったのか、ひみちゃんが小さく笑って歩み寄ってきてくれた。

　私は思い切り手を上げ、

「そう簡単には終わらせないよ、ひみちゃん！」

　パァーンッ！　とハイタッチをする。

　意思疎通ができていたようで、ひみちゃんはうまい具合に受けてくれた。




　校舎内に他の生徒の姿が見えないのは、対抗戦中はその参加者以外は追い出され、立ち入りができなくなるからということのようだった。

　対抗戦の様子は、端末から宙に映像スクリーンを表示することで、誰でもリアルタイムに好きな場所から試合を観戦できるシステムらしい。なんというハイテク。

　そう言われてみれば、校舎内の至るところにカメラが設置されていた。

　普段は防犯カメラの数が尋常じゃない学園だなーくらいに思っていたのだけど、まさかこのためだったなんて。

　ちなみに映像観戦にもポイントは必要なので、今まで私には無縁だったんだけどね……。そんなことにポイントを使うならお腹なかいっぱいご飯を食べたかったものでね……？

　いかんいかん、つい遠い目になってしまう。

　カメラに向かって変なポーズで手を振ってみたりする。

　シグレや花か袋たいちゃんはどこかで見てくれているだろうか。まだ馴な染じめてる感の薄いクラスメイト達はどうだろうか。……星鎖先輩は見てるよね？　結局昨日のあれ以来一度も顔を合わせていない。放任主義もいいところだよ。対抗戦の勝敗って大事なものだろうに、ちょっとは気にならないのかな？

「エルナ、そろそろ開始の時間だりゅい。校舎内のどこからスタートしてもいいから、移動するんなら今のうちだりゅい。オイラはこのまま審判の役目に移るから、ついてはいけないりゅいー」

「ふっふ～ん、移動できるのはひみも同じなんだからね。距離をとってスタートしようったってムダですよ～だっ！」

　端末から、残り三〇秒という音声案内が聞こえてきた。まずは離れて様子を見るのが無難かもしれない。

　ひみちゃんの口ぶりからそれを見逃してはもらえなそうだけど、でも！

「えっ？　は、はや～いっ!?　なにそれ聞いてないよぉ～!?」

　予備動作ゼロで全力疾走してみせる。一瞬でひみちゃんを視界外に引き離し、屋上から飛ぶように階段を駆け下りていく。何段飛ばしとか数えるようなものじゃない。全段飛ばしで！

　風を切るようにして高速移動しているけど、このくらいならクリスタルは問題なく追随してくるようだ。

　ひみちゃんも懸命に走って追ってきている気配はあるけれど、グングンと引き離してしまっていた。運動神経ではとにかく誰にも負けない自信がある。ずっと運動部だったからという理由だけじゃない。ひとつのことに打ち込むということがなかったからあまり目立たなかったけど、天性のものがあるとシグレには昔から絶賛されていた。

　まだ戦っているというよりは単に鬼ごっこをしているだけの状態だけど、それでも正直なところ怖くてたまらないし、不安で仕方がない。手の震えをグッとこらえるようにして、足を止めないように動き続ける。

「もー、ワケわかんないよっ！」

　叫びながら、一階に繫つながる最後の階段を一足で飛び降りる。

　ダンッ！　という激しい音を立てて着地。多少足を痛めても仕方がない跳躍だったけれど、痛みも衝撃もまるでなかった。

　どうもこの学園に来てからというもの、運動能力が研ぎ澄まされているような感覚がある。気のせいかなとか、単に成長によるものかなと思っていたけど、これはちょっとその域を超えている。

　ミカグラ学園の生徒が能力を使用するのは、何も生まれたときからそうなのではなく、この学園に入ってから覚かく醒せいしたものだとクルミ先生の授業で習った記憶があった。私のこの運動能力もそれと同じようなものなのかもしれない。

「もっとこう、一撃必殺みたいな能力が欲しかった気もするけどねー……」

　とはいえ贅ぜい沢たくは言えない。何もなしにひみちゃんに立ち向かうという状況では少なくともなくなったんだから、この身体能力を生かしてクリスタルを壊すことを考えなくちゃいけない。考えろ考えろッ！

　頭を使うのはすぐ知恵熱が出ちゃうくらいに苦手だけど、今はそんなことも言っていられない。不安に怯おびえてばっかりじゃ何も始まらないんだ。

　正面から対たい峙じしても厳しいだろう。武器の有無によるリーチの差もある。対抗戦未経験の私とひみちゃんとでは経験値の差だってあまりにも大きすぎる。

　まともにはぶつかれない。となると……。周囲を見回して、

「みーつけたっ」

　ここしかないだろうという絶好のポジションに身を潜めた。まだ油断しているところを一瞬で決める！

　勝利の目があるとしたら、一撃に賭かけるしかない。

　クリスタルの浮遊位置は、自らの思考意思である程度は操作可能だということも今までの時間で把握できた。ならば、出来る限り相手から遠い位置に置いておきたい。正面には置かず、左右と背面に出しておくことにする。

　何かここは物音が煩うるさいなとキョロキョロするけど、見回してみても音の原因になりそうなものは見当たらない。ハッとして、それが自分の鼓動の音だということに思い至る。

　そんな音さえ気になってしまう程に集中力が高まっているのか、あるいはビクビクしすぎて心臓の音が極度に高鳴っているのか……それを冷静に判断することは、この試合が終わるまではとても叶かないそうになかった。

　ただ、ひたすらに息を潜めて待ち続ける。ただでさえじっとしているのは苦手で性に合わないのに！　それにしても、時間が経たつのがこんなにも長く感じるのは初めてのことかもしれなかった。




「エルナちゃ～ん、出ておいで～？　ご飯の時間ですよぉ～」

　静寂に包まれたリノリウムの廊下。そこに、ひみちゃんの甘ったるい声だけが反射して響き渡る。

　ゴクリ、と息を飲む。

　誤解のないように言っておくと、今のは決してひみちゃんの誘い文句にまんまと乗せられそうになったワケではないのだ。ただ潜んでいる場所がバレないようにと気を張っているので意図せず唾つばが溜たまってしまっただけのことで。ロクな食事をとっていないから、ご飯というキーワードを聞いただけでパブロフの犬よろしく尻尾しつぽを振って出て行きそうになったわけではない。ほ、ほんとに。

　ふいー、と汗を拭ぬぐう。全すべてが水泡に帰すところだった。なにしろ、この潜伏場所にまでカメラがあるのだ。無様なところを全校生徒の皆さんにお見せするわけにはいかない。

「おぉ～い。水着の女の子達が校内をうろついてるよ～！　今が大チャンスだよぉ～!?」

　な、なんて噓うそがヘタな子なの。大チャンスの意味もさっぱりわからないよ。水着女子達がうろついてたからなんなんだ。そんなのはインターネットの画像検索で一発だもんね！　日課だから見飽きてるもんね！　保存用フォルダはもうパンパンだもんね！　こんなので釣られるのはアホの子だよ！

　無意識に半分身を乗り出しかけたのをどうにか直前のところで自制したことはカメラにはギリギリ捉とらえられていないはずだ。ふう、危ないとこだよ……。

　ひみちゃんの声を聞くと、その距離が着実に近づいてきているのがわかる。端末を見ると、まだ開始からたったの一〇分程しか経過していなかった。肉体的には疲労はないけれど、精神的には相当な負担の蓄積を感じる。試合が時間切れで終わることなんてなかなかないと言っていたのは出任せでもなんでもないのだろう。確かに一時間隠れ続けるのだって、相当にタフな作業だ。

　いよいよ声だけでなく、足音もしっかりと耳に入ってくる段階にまできた。決して警戒していないわけではないのだろう、ひみちゃんの歩みは亀かめのように遅く、そしてその甲羅のようにガードも堅く万全を期しているのがわかる。

　足の速さを見せてしまったから、極力リスクをとらないように行動されているのかもしれない。

「ピーマンあげるから出てきてよ～。ひみ、食べられないんだよね、ピーマン……うぅ」

　最も早はやなんなんだ!?　誘ってるっていうよりはキライな食べ物をあげるって言ってるだけでは!?　しかも私も食べられないからね！　ピーマン！

　っと、ツッコミの声が出てしまいそうになる。まさかこれが狙ねらいか!?　……いや絶対違うわ!!　ひみちゃんはそんなタイプじゃない。ド天然で言っているのだ。

　その間にも、もう一息の距離まで二人の位置が接近してきていた。ここからは吐息にも気を使わなくてはならない。息を潜めて、目の前を通過するのを待つ。こちらに気付かずに通り過ぎたところで渾こん身しんの一撃をお見舞いするのだ。可能ならひみちゃんに一度も武器を振るわせることなく終わらせたかった。

　潜伏場所はない頭をひねってあれこれ考えた。ベタなところでロッカーの中やトイレの個室。ただ、今回はそれらはベターではないと思う。一瞬後ろを取るだけではきっと足りない。……それに加えて上もとらないと確実性に欠けると思った。

　私が隠れているのは、大きなシャンデリアの上。揺らして影まで揺れてしまったら一巻の終わりだ。けれど、苦心して体勢を保持することに成功していた。

　ひみちゃんがそのシャンデリアの真下を通る。前後左右は隈くまなく隙すきなく確認しているけれど、予想通り上まではサーチしていないようだ。……いける！

　頭の中でこれからの動きの流れを組み立てる。ジャンプして飛び降りながらまず一つ目。クリスタルを壊されたことに気が付いて振り向くまでにもう一つ。最後の一つはこちらのクリスタルを狙ってくる間に相打ち覚悟で……この手で必ず握にぎり潰つぶす！

　こんなのはもちろん何度も通用する手ではない。

　失敗したとして、もしその後逃げ切れたとしても、次はどの道正面から相対するしかなくなるだろう。

　今この映像を見ている生徒達はこの状況をどう思っているのだろうか。一緒になってドキドキしてくれているのか、あるいは素人考えだと一笑に付しているのか。

　頭上から俯ふ瞰かんするような形で、ついにひみちゃんの背後を視界に捉とらえた。あせらず一呼吸おいてから。手のひらをワキワキと握にぎっては開く。よし、緊張で固まってなんていない。思い通りにしっかりと動く。

「（この一撃で決めるッ！　流れるように！　ブレなく、迷いなく、一いつ閃せんで！）」

　シャンデリアの上から飛び降りてクリスタルを狙ねらう。いける！

　着地の間際、まだ空中にいる間に体を投げ出してクリスタルに手を伸ばす。届く、間違いなく握にぎり潰つぶせる！　と確信しかけたその刹せつ那な。

「……待ってたよ～！」

　そう言い終わるタイミングに重ねるように大筆をブンッと振り回し、まだ空中にいる私に狙いを絞る。

　だめだ、宙にいるんじゃ唯一勝っているであろうスピードだって生かせない。

　……ひゃあ、これは回避不能!?

　ひみちゃんはその武器の大きさからは想像もつかない敏びん捷しよう性せいでアタックの体勢に入る。

　まるで軽いビニール傘でも扱うかのように飛んでくるそれは、振って戻しての往復のみで、あっという間に私のクリスタルふたつを破壊してみせた。

　くっ、一閃されたのはこっちの方か……!?

　攻撃速度だけじゃない、驚くべきはその圧倒的なコントロール力。

　クリスタルは音を立てて砕け散り、強く光輝いた後に霧散して消えてしまった。

「読まれてたの!?　そんな、いつから気付いてっ……！」

　ようやく地に足が着き、全力でバックステップをして距離をとる。

　すぐに追撃してくる様子はなかった。

「だって、ちょこまか速くてめんどくさいんだもん！　空中にいたらそうそう避けられないでしょ？　上を見ないで探すフリをしてたら、最終的には多分こうなるかなーって思ったんだよね～」

　上から襲撃するように誘導されていた……？　ひみちゃんの探し方を見てからここに潜んだわけではないから、それに乗せられたわけではないけど、言う通り他の場所に隠れたとしてもアタックチャンスがなくて最後は上からの不意打ちを狙っていたかもしれない。

　私は、対抗戦を甘くみてたっ……！　血が出そうなくらいに強く唇を嚙かんでしまう。ただ、済んでしまったことは仕方がない。引きずっていてもどうにもならない！

　今はもう一度逃げて、この小さな難敵をどう攻略すべきか熟慮する時間が必要だ。

　後ずさりしてから、ただ逃げることだけを考えて走り出す。後方を確認する余裕なんてまるでないけれど、ブンブンと大筆を振り回している風圧が確実に迫ってきていた。

「そう何度も逃がすって思うの～!?　もう充分でしょ、終わりにしよ？」

　可愛かわいい声で責め立てられても、それに対して一言も発することができない。冗談のひとつも返せない。何か喋しやべったらその瞬間に最後のクリスタルが壊れる確かな未来がみえた。

　ひえええええええええ！　っと内心で情けなく絶叫しながら、それでもひたすらに懸命に足を動かし続ける。

　そうしている内に、やはりスピードでは勝っているのか、一いつ旦たん向こうが緩めたのかどうか、ひみちゃんの存在を背後から感じなくなっていた。

「ふーーー──！　結局一つもクリスタル壊せてないじゃん！　きっついよ！　強すぎるしバランス考えてよ！　これがテレビゲームだったらクソゲー扱いして放ほうり投なげてるとこだよ！　神様がいるんなら助けて!?」

　こういう時にだけ都合良く神頼みをしてしまうのは普段通りだった。

　場所なんて考えずにひた走ってきたけれど、ここは一体どこだろう？

　見たことのない古びた壁。掃除が行き届いていないのか、廊下にはうっすらと埃ほこりが積もりつつあるのがわかる。

　用事がないから今まで入ったことがなかったけど、まだ渡り廊下で本校舎と繫つながっているという旧校舎かもしれない。こっちまで対抗戦の適用範囲なのか、随分と広いんだなぁと改めて思う。

　それだけの広さをもってしても、残り時間を逃げ切れる気はしなかった。クリスタルを一つでも守りきれば引き分けなのに！　体力には自信があるけど、全力ダッシュの連続でさすがに若干足にきてしまっている。

　一方のひみちゃんはまだまだ余裕がありそうだった。要所要所でしかスタミナを使っていないように見える辺り、戦い方も洗練されているような気がしてしまう。

　とにかく、一旦休みながら作戦を立てなくちゃ。

　旧校舎の中を歩きながら、できるだけ目立たなそうな部屋を探していく。

　しばらく歩くと、一際薄汚れている上に扉一面に謎なぞの言語で書かれたお札が張り巡らされている小部屋を発見してしまった。いかにも立ち入り禁止です！　ってな風体である。

　ここならひみちゃんは怖がって入ってこないかもしれない。……流石さすがにそんなことはないにしても、躊躇ためらうくらいはしてくれるかもしれない。

　さっき神様に祈っておいてあれなんだけど、私はそういうのを全く信じない性質だからこんなお札があろうと全然平気で入れてしまう。なんなら鼻歌混じりで、気楽にドアノブを回してみる。

　ガギャッ!!

　何か鍵かぎが壊れたような音がして、あっさりとドアノブが回ってしまった。扉を押し開くと同時に、貼はってあるお札も破れて剝はがれていく。

「うわぁ、埃ほこりくさっ！　なんなんだろ、この部屋……」

　中に入って扉を閉める。やはり鍵は壊れていてかけられなくなっていた。まぁいっか、と部屋の中を見ると、とてつもなく狭い部屋だとわかる。畳でいうなら３畳分くらいのスペースだろうか。

　小さな窓から僅わずかに射さし込こむ光。埃だらけで換気もされていない空間に、ただ小さな神棚らしきものだけが飾られていた。

「うーん？　何に使われてた部屋だか全然わかんないけど、とりあえず隠れているにはよさそうかな？」

　見つかったら今度こそ逃げ場なし、そこで試合終了ではあるけど、きっと普通の感覚を持った人にはこの上なく入りにくい空間だと思った。

　だって、扉のお札と、この神棚……意味深すぎるでしょ。この部屋で昔良くないことがありましたよアピールが激しすぎるでしょ！

　友達が前に見せてくれた薄い本（男の子同士の純愛マンガ）で得た知識によると、こういうのを誘い受けというのだ、確か。授業の内容はすぐに忘れちゃうくせにこういうことだけしっかりと覚えている自分が、ちょっとだけ悲しかった。

　一時だけ緊張感を失い、ぽんぽんと神棚に手を触れてみる。

　その瞬間、不意に意識が暗転した。

　肉体的に倒れたり気絶したりということではなく。〝ただ、場面が切り替わった〟。




　そこは、青白い光の中。

　空も地もない、果てまでただ一定の光だけが降り注ぐ空虚で玲れい瓏ろうな空間。

　意識も意思もあるのに、なぜか体を動かすことができない。声を発することができない。目を閉じることさえ、できない。

　目の前には、どこかで見た記憶のある、年齢不詳な少女が立ち尽くしていた。

　誰かに似ている気がするけれど、それが誰かは曖あい昧まいで判然としない。

　光のせいでどこかその存在はぼやけて見えた。

　少女は私の顔を上目遣いに見上げるようにして、ただ薄く微笑ほほえむ。

　ぼやけた思考だけが緩く回転する。夢の中にいるような感覚。この上なく気持ちが良くて、どこか懐かしさのある浮遊感。

　少女が透明感のある声音で弱々しく口を開く。

「あなたは選ばれた血筋の末まつ裔えい。この学園を変えることのできる可能性を秘めた存在」












　直接鼓膜を震わせているかのようにハッキリと明めい瞭りように聞こえているのに、その内容はまるで頭に入ってこない。それでも否いや応おうなしに、少女は淡々と言葉を紡ぎ続ける。

「さあ、目覚めてください。それは、はじめからあなたの中にあったモノなのだから……」

　その言葉と共に、体の芯しんに強い熱量が宿るのを感じた。それはやがて指先から爪つま先さきまでに行き渡って、最初からそういうものであったかのように全身に根を下ろして……。

　そのまま、再び意識が暗転していく。薄れゆく視界から消えていく少女の顔は、何事かを強く願うようだった。




　意識を取り戻すと、寝起きのように頭がぼやけていた。短い時間、誰かに会ったような気がするけれど、記憶は定かではなかった。

「中学時代の担任教師（二十七歳独身女性・元彼のＦａｃｅｂｏｏｋを監視するのが日課）だったかなぁ……？」

　絶対に違う！　断固違う！　もっと若々しい子だった気がする。化粧でごまかしてない子だった気がする。……そんなことを言ってると知られたら、その日限りで私の命はなくなるけれども。

　ただ、体の内側に炎が燈ともされたような感覚だけがあった。

　何かを手に入れたような、あるいは、思い出したような……？

　手のひらを見ながら、これはなんだろうかと考える。けれど、思考の途中でノイズに阻害され、どうしても答えには辿たどりつけないでいた。

　狭い部屋から出て、うー、と伸びをする。

　そこに、ひみちゃんがひょっこりと足取り軽く登場した。

「ようやく見つけた～！　こんなとこに隠れてたんだね。新入生だからまだ知らなかったかもだけど、そこって入っちゃいけないんだよ～。怒られるよぉ？」

「うぇっ!?　ちょっと待った、まだどう戦うか全然考えてなかったよ!?　話し合おう、戦いよりも歩み寄りの姿勢が必要だよ」

　さっきは不意打ちしようとしておいて、我ながら都合のいいことだった。

「だめ～！　そろそろ時間も時間だしね。ひみは終わらせちゃってお菓子食べたいんだもん、もう逃がさないよ～？」

　言いながら、邪気のない笑顔で大筆を掲げる。この部屋の前は袋小路、どう走ったところでどうにも逃げ場はなさそうだった。

　頑張ったけどここまでかなぁ。星せい鎖さ先輩、せっかく任されたのにごめんなさい……。お詫わびに私の全すべてを捧ささげます……！

　……全力で断られるどころか、無関心にスルーされるシーンが容易に想像できるのが悲しかった。

「じゃ、ラストバトルをはじめよっか！　いっくよ～！」

　ひみちゃんが宣言し、真まっ直すぐに走って突っ込んでくる。後退できるスペースはないし、重たい一撃を受け止められる武器もない。万事休すか……？

　試合終了を覚悟しながら、そのままただやられるのも芸がないと一つでもクリスタルを破壊すべく突貫する。

　結果は見えている。私の攻撃は届かないし、ひみちゃんの大筆は私のクリスタルの中心を射抜く。それで終わり、のはずだった。

「（遅い……？　打撃のラインが予測できる……？）」

　攻撃が先程瞬殺で二つもクリスタルを破壊された時と比べて、何倍にもスローモーションに感じられた。

　これなら簡単に避けられるし、横をくぐり抜けてこの窮地から脱出もできちゃう!?

「な、なんで!?　今、すり抜けるみたいな……」

　困惑するひみちゃんを他よ所そに、苦もなく、なんのダメージもなく交差するようにしてその後ろにまわる。

　信じられなかった。

　さっきまでとは種類の違う動きができるようになっている。

　能力の覚かく醒せい、というワードが脳裏をよぎった。

「これが私……!?　急に体が軽くなったみたい！　イメージ通り……ううん、それ以上に動ける！　ワクワクするっ！」

　いつの間にか、体の震えも止まっていることに気付く。体の奥底からこみ上げてくる熱量に、不安も怯おびえもすっかり搔かき消けされてしまっていた。

「急になに!?　さっきまでと別人みたい！　げ～、このタイミングで目覚めたっていうの!?　う～。じゃ、そろそろひみも本気出しちゃおうかなっ」

　ひみちゃんはそう言って、大筆で空に文字を描くように華麗に派手に乱舞する。

「ていっ！　〝ラブリーインク〟!!」

　叫んだ言葉は技の名前なのだろうか。宙に描かれたいくつもの筆跡が、何もなかったはずの空間に文字を象かたどった黒いシルエットを具現化させる。

「描かれた字は……〝歩〟と〝香車〟かな？　な、なんで書道部なのに将棋の駒こま……？」

「ふっふ～ん♪　まあまあ、見てのお楽しみだ、よっとぉっ！」

　ひみちゃんが合図を送ると同時に、文字は生命を得たようにそれぞれが独立して行動を始めた。そのどれもが宙に浮いたまま、〝歩〟の文字は速度は遅いものの前後左右に軽快に動きながら。〝香車〟の文字は猛スピードで一直線に、全すべての文字が私のクリスタルに向かって飛び込んでくる。

「な、なにこれ!?　数が多すぎ！　こんなのどうやったって避けられないってば！」

　言いながら、飛んでくる文字の一つ一つを確実に捉とらえて避けていく。あれ？　結構いけちゃう!?　無数に飛んでくる文字を跳ねたり伏せたりで回避し続けていた。

「何これ楽しい！　これが対抗戦……！　楽しい、楽しいねひみちゃん！」

「なんで～!?　全然当たんないよぉ！　う～、こうなったらもっと数を出して……」

　ひみちゃんが更に駒の数を増やそうと大筆を構える。楽しいのはいいけど、避けてばっかりじゃラチがあかない。相手のクリスタルを破壊しないと……！

　攻撃手段がないかと考え込んだ瞬間、無意識に自分の指先に視線がいく。人差し指を立てて、それを銃に見立てた構えをとる。

　小部屋で耳にした少女の声が、再び聞こえた気がした。

『あなたは選ばれた血筋の末まつ裔えい。この学園を変えることのできる可能性を秘めた存在。さあ、目覚めてください。それは、はじめからあなたの中にあったモノなのだから……』

　最初から私の中で眠っていた力。

　これがなんなのか、私はもう既に知っている気がした。

　端末が点滅し、能力の覚かく醒せいを告げるように文字が表示される。




『能力：オモチャの銃』




　そうだ、それが私の能力を指し示す名前。

　誰に使い方を教わったわけでもない。

　ただ、どうすればいいのかはもう理解できていた。

　思うままに、指にエネルギーを集めるイメージを集中させる。

　そして、人差し指を銃に見立ててひみちゃんを狙ねらい撃うった。




「テンションＭＡＸ！　いっけぇぇぇぇえええええええええ！！！！！！！！」




　叫ぶと同時に、指先から迸ほとばしるように光の弾丸が放たれた。

　弾丸は不規則な軌道を描いて文字の駒こまを破壊して回り、その全すべてを蹂じゆう躙りんし尽くした。その上、それでは食い足りないとばかりにターゲットをひみちゃんのクリスタルへと変え、その全てを一瞬にして粉砕してしまう。

　ひみちゃんはなんの反応もできず、ただ呆ぼう然ぜんと口を開けてしまっていた。

　……全てのクリスタルが壊れるその瞬間まで、一歩たりとも動けないままに。

「うぇ……？　今のなに……？　エルナちゃん、何したのぉ……？」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつの体で、砕け散ったクリスタルの欠片かけらが消えていくのを見ながら力なく呟つぶやく。

　自分でもワケがわからなかった。












　無意識に体が動いて何事か口走ったけど、自分が何をしたかなんて、こっちが聞きたい。今のが……私の、私だけの能力……？




「か、勝っちゃった……？　もしかして、大金星あげちゃったー!?」

「そんなぁー！　アイテムなしで能力を使うことなんてできないはずなのに！　エルナちゃん実は何か持ってたの？　う～、気付かなかったよぅ～！」

　アイテムなんて何も持ってはいない、はず。ただ、私の中で目覚めた何かが、まだ奥底で熱量渦巻く何かが、まるで操るように体を突き動かしていた。




　──端末から映し出される映像の中で、八や坂さかひみのクリスタル全すべてが一挙に壊された。

　それを確認したシグレが眼鏡めがねを外し、薄く笑って空を仰ぐ。




「ようやくお目覚めだね、エルナちゃん」





あとがき







　はじめまして、Ｌａｓｔ　Ｎｏｔｅ．です。普段は音楽を作っているのですが、今回は初めて小説を書かせていただきました。

　実はこれまで活動をしてきて、サインというものを考えたことがなかったのです。

　僕は知り合いがファンの方に頼まれてサインを書いている現場に出くわすと決まって、

「サインがあるなんてさすが人気者は違いますな～!?　ねえねえ、どのタイミングでサインが必要って思ったの？　そろそろ人気的にいるかな、ってふと思う瞬間が来るわけなの？　ノートに何パターンも書いて、その中からこれだ！　って決めたの？　ねえねえ、ねえってば～！」

　と鬱うつ陶とうしすぎる絡み方をしてウザがられてきたのですが、今回小説を出すにあたって「書店に貼はられるポスターにサインを書いて欲しいので考えてきてください」と言われてしまい、とうとう年貢の納め時とでも言うべきかサインを考案することになってしまいました。

　いざサインが必要となると途端にテンションが上がってしまい、「カッコいいのを考えなきゃ！　こいつは忙しくなってきたぞ！　……もしかしたらサイン会なんかもするのかな!?」と小説本編の執筆を一時完かん璧ぺきに放ほうり出してサインを考えはじめました。

　ところが改めて考え始めるとなかなか難しいもので、全然しっくりくるのが書けません。

　困ったので『サイン　デザイン』と検索サイトに入力してヒントを得ようとしたのですが、いざ検索してみると素晴らしいものが見つかりました。

　サインのデザインをしてくれる専門の業者、というのが存在するのです。しかも何パターンも考えてくれて、その中から好きなモノを選べるという自由度の高さ。こ、これだ!?

　自分で考えることを瞬時に放棄して即刻注文し、待つこと数日間。すぐにデザインは届き、その中から好きなものを選ぶと次に送られてきたのはサインの書き順が印刷された紙。

　どうやらサインのデザインが複雑なので、その書き順の通りに練習しなさい、という事のようなのですが、練習を重ねるもののこれがサッパリ頭に入ってこない！

　ポスター用のものは編集さんがジト目で見守る前で書き順の紙を広げ、それを凝視しながらサインを書く（それでも五回は書き直した）というシュールな光景を晒さらすことでどうにか乗り切ったのですが、もしも小説の発売に合わせてサイン会が開催された日には当然ですが同じようにはいきません。

　来てくれる人の前で書き順の紙を広げてサインを書いていたら時間がかかりすぎるし、なにより普通に「なんだコイツ」と思われること間違いなしです。

　それからというもの、毎晩欠かさず寝る時間も惜しんでサインの練習をしてきました。

「ここはこの角度が一番映えるな!?　勢いだ、サインは勢いが大事だぞ！」と自分を鼓舞しながら、誰も見ていないところで実に孤独な作業です。

　今まで知り合いがサインを書くのをあれだけバカにしてきた人間とは思えない必死過ぎる姿です。でも全すべてはサイン会でさらさら～っとカッコよくサインをするためなのです。

　昨日、編集さんに聞きました。

「あの、それで発売日にどこかでサイン会とかってあるんですよね……？」

「いや、ないですけど？　もしかしてやりたいんですか？」

　サイン会なんて一切ないそうです……泣いてなんかないよ？

　タイトルに「ミカグラ学園組曲１」とあるように、どうやら２巻も出るようなのでその時に万が一サイン会があったとして、その場で黙って書き順の紙を広げだしたとしても絶対に笑わないという事だけ約束してくださいね！

　もう心が折れて自分のサインを忘れつつあるのでね！　書き順を見ながらじゃないと凄すごく歪いびつなサインになってしまうのでね！

　ニコニコ動画でミカグラ学園組曲の楽曲動画を公開しています。よろしければそちらも見て、聴いてください！

http://www.nicovideo.jp/mylist/22274906





Ｌａｓｔ　Ｎｏｔｅ．
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